














わが家は祇園まちの拝み屋さん３




秘密の調べと狐の金平糖








望月麻衣





角川文庫









本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　目次








プロローグ

第一章　迷いの夜に行灯を。

第二章　祭りの騒ぎと、抹茶栗大福。

第三章　お香とサインとオルゴール。

第四章　森羅万象のからくり。




あとがき











プロローグ









　少女が秋空の下、抱いたひとつの想い。

『お祖母ばあちゃんのような拝み屋さんになりたい』

　それは突然得てしまった特異な力に傷付き、振り回され続けた櫻さくら井い小こ春はるが、自分の力を受け止め、共に歩んでいこうと決めた人生の決意とも言えるものだった。

　こんな自分の決意をきっと祖母・吉よし乃のや、叔父おじの宗そう次じ朗ろうは温かく受け止め、喜んでくれるに違いない。

　──そう、思っていたのだけど。




「私ね、お祖母ちゃんのような拝み屋さんになりたいと思ったの」

　閉店準備をしている客のいない夕暮れの和雑貨店『さくら庵あん』にて、小春は少しドキドキしながら自分の決意を告げた。

　しかし、そんな小春に対して、吉乃と宗次朗は少し意外そうにぱちりと目を開き、口にしたのは一言、「……へぇ」とだけ。

　二人のその反応は先日、『十一月の半ばに秋の文化祭があるの』と伝えた時と、まるで同じもの。

　今は吉乃の御守を身に付けているため、心の声は聞こえないが、

『へぇ、そうなんだ。まぁ別に（どうでも）いいんじゃないか』という、雰囲気がだだ漏れだった。




　──まったく、なんなんだろう、あの拍子抜けするリアクションは。

　学校の昼休み時間。

　小春は中庭のベンチで友人の水みず原はら愛あ衣いと共にお弁当を食べながら、吉乃と宗次朗の『へぇ』と洩もらした姿を思い浮かべ、面白くなさに眉まゆ根ねを寄せた。

　別に、吉乃に手を取ってもらい『がんばるんやで』と言ってもらいたかったわけでも、宗次朗に肩を組んでもらって、『よっしゃ、ばーさんの後継者確保だな』なんて言ってもらいたかったというわけではない。

　けれど、まさか、あんなに気の抜けた反応をされるなんて。

「それって、もしかしたら、信じてないんじゃない？」

　小春から話を聞いた愛衣は、食べ終えたランチボックスに蓋ふたをしながら言う。

「信じてない？」

　小春が首を傾けて見詰め返すと、愛衣は聡そう明めいそうな涼やかな目を向けて頷うなずく。

　あらためて見ても、友人・水原愛衣は、色白でショートカットヘア、縁なしのメガネをかけた、整った顔立ちのなかなかの美人だ。

　一見したところ現実主義者に見える彼女だが、実は中等部の時に『オカルト研究部』に所属していたというほどに不思議な話が好きな少女であり、『目を合わせると、人の心が読める』という小春の特異な能力も、最初こそ信じていなかったが、今や柔軟に受け入れている。

　友人の中では、小春の事情のほとんどを知る、唯一の人物だ。

「うん、吉乃さんも宗次朗さんも、小春がテキトーなことを言ってるとは思っていないだろうけど、小さな子どもが『大きくなったら、ヒーローになりたい』って言ってるのと同じ感覚でいるとか」

　愛衣の見解に、小春は「なるほど」と相あい槌づちをうった。

　それはおおいにありえる。

　もしかしたら二人は、この決意を話半分に聞いているのかもしれない。

　自分なりに気持ちを固めて勇気をもって伝えたというのに、本気にされていないとしたら、なんだか悔しい。

　小春は面白くなさに口を尖とがらせて、おかずを口に運ぶ。

　学園の裏庭の木々は、すっかり紅葉していて、秋の深まりを感じさせた。

　小春の通う学がく徳とく学園は創立が大たい正しよう時代ということもあり、西洋建築を採用した煉れん瓦が造りが印象的なモダンな佇たたずまいだ。

　京都には和風の建造物だけではなく、こうした明めい治じ大正時代を彷ほう彿ふつとさせる西洋風建築物も数多い。

　今二人が座っている中庭のベンチからは、高い塔も見える。天辺に大きな鐘がある、まるで童話に出てきそうな素敵な塔だ。

　しかし、春から幽霊が出るという噂が広まったため──それは思い詰めていた愛衣の仕業だったのだが──、生徒は塔を避けている。

　そのために、いつも塔を望める中庭のベンチは、ほぼ貸し切り状態だった。

　こんなに絶景なのにもったいない、と小春は紅葉とモダンな校舎を眺めながら心から思う。

　とはいえ、もうすぐ秋も終わり。

　今は外気が気持ち良いものの、これ以上寒くなってしまって、こうしてベンチでお弁当を食べることはできなくなるだろう。

「ねぇ、小春。若宮様にも自分が拝み屋さんになりたいと思ったことを伝えたんでしょう？　若宮様はなんて言ったの？」

　急に思い出したようで、愛衣は目を輝かせて小春に顔を向けた。

　小春は、「それがね」と息をついて、背もたれに身を預ける。

「あの日、神しん泉せん苑えんに行ったんだけど、若宮くんは姿を現さなかったの」

「あの日って、澪れい人とさんが目覚めた日？」

「そう」

　愛衣は、すべてを知っているだけに話が早くて助かる、と小春は頰を緩ませる。

　それは、先日のこと。

　澪人は、この地に災いをもたらす神を呼ぶために道筋を作っていた『神の先さき遣やり』を妨害したことから、大きな障りに遭った。

　この国の政まつりごとが誤った方向に進みすぎると、神は災いを起こして怒りを示す。

　澪人が命を懸けて先遣り隊を弾はじき飛ばしたことで、この地に降り注ぐ災いを一時的かもしれないが回避できたが、受けた障りから文字通り死の淵ふちに立たされることとなってしまった。

　そんな澪人を救ったのは、『若宮』と呼ばれる幼い龍りゆう神じん。

　しかし、そんな若宮こそ、先遣りが呼ぼうとしていた『冥めい王おうの力』を持つ黒こく龍りゆうでもあった。

　澪人によって、災いが回避されたこと。

　報いを受けて障りに遭い死の淵に立たされた澪人だが、若宮によってその罪は赦ゆるされた。

　こうしたことのすべてを、若宮はこのように告げた。

『すべては森羅万象の意志です』と──。

　若宮に命を救われた澪人は、その後、丸二日眠りに落ち、目覚めた時には、すべてをそぎ落としたような清すが々すがしい笑顔で、『神泉苑にお礼詣まいりに行きたい』と告げた。

　そこに、黒龍の化身・若宮が棲すまう池があるからだ。

　そのお礼詣りに小春も付き添うことになった。

　吉乃も澪人も、宗次朗さえも、若宮を『すごい神様』と恐れを抱いているが、小春にとっては違っていた。

　彼はいつも、水干を纏まとった幼く愛らしい少年の姿で小春の前に現れる。

　その姿で『家に帰れなくなったので助けてください』と、ぽろぽろと涙を流していたり、『小春さん！』と笑顔で駆け寄ってきてくれていたため、親しみがあり、神様ではあるが『可愛らしい少年』という想いが拭ぬぐえずにいた。

　神泉苑に行ったなら、いつものようにすぐに若宮が出てきてくれるだろう、と楽しみに思っていた小春だが、いくら呼びかけても彼が姿を現すことはなかった。

『……若宮くん、いないのかな』

　肩を落とした小春に、『まあ、神様は気まぐれやから』と澪人は少し愉たのしげに目を細める。

　そんなものなんだ、と小春は残念に思いながら、澪人と共に柏かしわ手でを打つ。

　きっと、どこかで聞いてくれているだろうことを願いつつ、心の中で自分の気持ちを伝えた。

　──お祖母ちゃんのような拝み屋さんになりたいと思った、という自分の決意を。




「……というわけで、若宮くんの言葉は聞けてないんだ」

「澪人さんには、自分の決意を伝えたの？」

「ううん、若宮くんに会えなかったことで、拍子抜けしちゃって」

　その上、帰宅して吉乃と宗次朗に伝えたところ、帰ってきた言葉が『へぇ』の一言だったのだから、さらに肩の力が抜ける気がした。

「ちなみに、小春はどんな反応が来ると思ってたの？」と首を傾ける愛衣に、小春は、うーん、と考え込むように唸うなる。

「他の人はさておき、お祖母ばあちゃんはきっと、『よく決意した』って感じで頷いてくれて、『小春、拝み屋の道はとても険しいものやで。そやけど、がんばり』って、言ってくれるかと思ってたの」

　そこまで言った小春に、愛衣がぷっと吹き出す。

「それは拍子抜けだね」

「でしょう。実際は『へぇ』の一言だからね。愛衣の言う通りあんまり信じてないのかもしれない」

　小春は食べ終えたお弁当箱に蓋をして、肩をすくめる。

「でも、小春、私はその言葉は本気だって信じてるよ」

　愛衣は真顔でそう言って、拳こぶしを握り締めた。

「ありがとう」

　愛衣の言葉がありがたく、小春は心から礼を言う。

「そして、協力もするから」

「協力？」

「小春が、吉乃さんに負けないくらいすごい拝み屋さんになれるように」

「えっと、私は、『お祖母ちゃんのような拝み屋さん』になりたいと思ったんであって、お祖母ちゃんに勝ちたいと思っているわけでは決してなくて」

「分かった。それじゃあ、『お祖母ちゃんみたいなすごい拝み屋さん』になれるお手伝いをするから」

　その強い眼まな差ざしに気け圧おされるのを感じながら、

「……手伝うって、何をどうやって？」と小春は首を傾げる。

「それはもちろん、『修行』だよ」

「修行！」

　思わず小春の声が裏返った。

「私は元オカ研だったくらいだから、どうやったら霊力を高められるかみたいな知識は持っているの」

　そう言って、愛衣はきらりと光る眼鏡の位置を正す。

「は、はぁ、なるほど」

「小春、『拝み屋修行』のサポートをするから、一緒にがんばろう」

　握手の手を差し出す愛衣に、『拝み屋修行』って、と小春は戸惑いから、目を泳がせる。

　だが、自分の特異な力を少しも訝いぶかしがらず、それどころか『拝み屋になりたい』という突飛な願望を受け止め、その上、『一緒にがんばろう』とまで言ってくれるなんて、こんなありがたいことはないと、すぐに思い直した。

「ありがとう、愛衣。修行、がんばる。よろしくね」

「うん、私の知る修行はちょっと厳しいと思うけど、がんばって付いてきてね」

　澄み渡る秋空の下、小春と愛衣は学園の中庭ベンチで、握手を交わす。

　二人は、熱い決意と使命感を胸に抱いていた。




　同刻。祇ぎ園おんの和雑貨店『さくら庵』では──、

「……なんやろ、なんや少し嫌な予感がするわ」

　いつものように木製カウンター前に座り店番をしていた吉乃は、寒気を感じたようにぶるると体を震わせて、首を捻った。








第一章　迷いの夜に行灯を。













一






　いつ頃からなのか、はっきりとは覚えていない。

　おそらく、東京で両親と話をつけて京都に戻って来てからなのだろう、小春は時折、奇妙な夢を見ることがあった。

　夢はいつも断片的ではるが、その夢を見ると、まるで鏤ちりばめられたパズルのピースを見付けたかのように、『ああ、またあの夢だ』と意識のどこかで思っている。

　今まで見てきたバラバラだった夢をつなげていくと、少しずつ様子が分かってくる。

　時代は、おそらく平安時代だろう。

　小春が輿こしに乗りこむところから、その夢は始まっている。

　ちなみに、平安時代と確信を持っているわけではない。

　見た夢の雰囲気からの、なんとなくの判断であり、もしかしたら奈良時代や鎌かま倉くら時代かもしれないが、戦国時代や江え戸ど時代ではないような気がしていた。

　小春は仰々しいとも思える煌きらびやかな着物を纏まとい、輿に乗って運ばれている。

　そんな小春を一目見ようと、道にたくさんの人たちが集まってきていた。

　周囲はどうやら祝福ムードで、お祝い事であることは伝わってくる。

　しかし、夢の中の小春の心中は、穏やかなものではない。

　周囲の祝福と期待に満ちた視線を感じながら、胸の内側は不安でいっぱいだった。

『本当に自分で良いのだろうか？』

　絶えず、そう思っていた。

　輿は急ぐわけでもなく、かといって遅々としているわけでもなく、一定のペースで小春を運んでいたが、ある大きな門の前で止まった。

　ぎいい、と大きな門が開かれる音が耳に届く。

　門の向こうには、手入れの行き届いた美しくも涼やかな竹林が続いてる。

　輿はそこを通って、静かに厳かに進んでいく。

　どこからか太鼓の音が聞こえてくる。

　どんどんどんどん、と太鼓の音。

　ああ、自分を呼んでいる、と思う。

　どんどんどんどん。

「おい、小春。いつまで寝てんだ、遅刻するぞ！」

　そう、早く起きなければ、遅刻してしまう。

　……って、遅刻？

　今もどんどんとドアを叩たたきつける音に、小春はようやくパチリと目を開けた。

　慌てて壁掛け時計を確認すると、六時三十分。

　どうやら目覚ましをセットし忘れたらしい、いつもより三十分寝坊だ。

　七時過ぎには家を出なくてはいけないから、大急ぎで支度しないと間に合わない。

「────っ」

　小春は弾はじかれたように、部屋を飛び出る。

　するとドアの前にいた宗次朗が、「おっと」と、のけ反った。

「なんだ、やっぱ、寝坊かよ」

　宗次朗が愉快そうに笑う。

　叔父おじ・宗次朗は、小春の父の十三歳年下の弟だ。

　若い頃、絶世の美女だったという吉乃によく似た美男子で、三み十そ路じという実年齢よりもう少し若く見えるため、『叔父さん』と呼ばれることを毛嫌いしている。

「そ、宗次朗さん、起こしてくれてありがとう。でも、どうせならもっと早くに起こしてほしかったな」

　ばたばたと廊下を駆け抜けて、そのまま小春は洗面所に飛び込む。

「勝手なこと言ってんなよ。俺だって今朝は忙しかったんだ」

　背中に届く宗次朗の声に、ごもっともです、と小春は肩をすくめつつ、顔をバシャバシャと洗う。タオルで拭ぬぐって髪を整え、制服に着替えて、と大急ぎで身支度をして居間に顔を出すと、宗次朗が一人ちゃぶ台の前に座って、コーヒーを飲んでいた。

　いつも必ずそこにいるはずの祖母・吉乃の姿は、見当たらない。

「あれ、お祖母ばあちゃんは？」

「朔日ついたち詣まいりに八や坂さか神社に行ったよ」

　その言葉に、小春は、「あ、そっか」と相あい槌づちをうった。

　今日から十一月。吉乃は毎月一日の朝早くに、氏神である八坂神社に『お朔日詣り』にいっている。

「で、お前の朝飯はそれだってよ」

　そう続けた宗次朗に、小春はちゃぶ台に目を向けて、「わあ」と、顔を輝かせた。

　おにぎりに卵焼き、漬物が用意されている。

「美味おいしそう。それにおにぎりなら、早く食べられそうで良かった。いただきます」

　小春は手を合わせて、急いでおにぎりを口に運び、ごほごほとむせた。

「そこまで慌てなくても、時間なんてそうは変わらねぇよ」

　宗次朗は、小春の湯ゆ吞のみにお茶を注ぐ。

　ありがとう、と小春はお茶を口に運んで、ふぅ、と息をついた。

「そういえば、宗次朗さん、今朝は忙しかったって言ってたけど、何かあったの？」

「ああ、今日から『冬の和菓子』の販売開始だからな」

　そう言った宗次朗に、小春は「あっ」と声を上げた。

　宗次朗は季節に応じた和菓子を作り、期間限定で販売している。

　春は『桜さくら餅もち』、初夏は『ミニあゆ』に『水み無な月づき』、夏は『涼菓』、秋は『栗茶ちや巾きん』。どれもとても好評だった。

　そして今日から、冬の和菓子の販売がスタートする。

　冬季限定和菓子はふたつ。

　ひとつは、ほくほくに煮た丹たん波ばの黒豆をチョコレートでコーティングし、さらにその上に粒の塩を載せた『チョコ黒豆』。

　もうひとつは、冬の夜空をイメージしたという、レモン色、水色、白色と色とりどりで半透明に透けた丸い粒のお菓子。

　一見飴あめのようだが口に入れるなり、ほろり、と溶けて、優しい甘さが広がり、スッと消える。

　流れ星をイメージした砂糖菓子だ。

『チョコ黒豆』は、重箱をイメージして作られた箱に風ふ呂ろ敷しき付きで入れてあり、『星の砂糖菓子』は、夜空を幻想的に描いたイラストが印刷された円筒形の箱に詰められている。

　どちらも、小春が『素敵』と思わず声を上げた可愛いパッケージだった。

「そうだ、今日からだったね。今回のお菓子もきっと大人気になるね」

「だといいけどな。そして、ほら」

　と、宗次朗は紙袋を小春に差し出した。

「これは？」

「その新作の和菓子だよ。今日から解禁だから、学校で友達と食え」

「わあ、ありがとう」

　愛衣もすっかり、宗次朗の和菓子のファンだ。喜ぶに違いない、と小春は大喜びで紙袋を受け取った。

　中に入っている新作和菓子の可愛らしいパッケージに、目め尻じりが下がる。

　紙袋を覗のぞいて、頰を緩ませていると、

「ほら、そろそろ、支度しないと本当に遅れるぞ」

「うん、歯を磨いてくる」

　小春は我に返って立ち上がり、再び洗面所に向かう。

　今日は新作の発売日だし、『さくら庵』は賑にぎわうに違いない。

　そう思っていたのだけど、予想もしていなかった。

　まさか開店前から店の前に、客たちが列をなしていたとは──。




「今日から宗ちゃんの新作お菓子発売やろ」

「なくなる前に買いに来たえ」

「今度の和菓子はなんやろ。楽しみやわ」

　小春が「いってきます」と外に出るなり、目にしたのは店先で行儀よく並んでいる近所の常連客の姿。

　今日は混むだろうと予想はしていたけれど、まさか開店前の、しかもこんな早い時間から並んでいるという事態に、小春はぎょっと目を見開く。

「小春ちゃんは、これから学校？　気ぃつけてや」

　そう言ったのは、祖母の古い友人で、小春も馴な染じみである漬物屋の西にし村むら弥生やよい。

「は、はい、いってきます。西村さんに田た中なかさん、他の皆さんも……こんな早くから並ばなくても、開店までは、まだまだ時間ありますよ」

　戸惑いながら言う小春に、皆は『分かってない』とばかりに息をついた。

「宗ちゃんの和菓子は気が付くと売り切れやねん」

「ほんま、私らも店があるから、『後で後で』言うてたら、アッという間に完売やし」

「うちの旦だん那なも、栗茶巾から宗ちゃんのファンになって、『今日は並んでも手に入れてこい』って言うんやで」

「そや、どうせなら一番乗りしたいやん」

　熱っぽくそう告げる皆に、小春は「はぁ」と気の抜けた返事をする。

「……でも、開店五分前くらいで大丈夫だと思いますよ？」

　小春がそう言うと、皆はまた『分かってない』と首を振って息をつく。

「小春ちゃん、甘いわ」

「甘い？」

　小春が首を傾けたその時、若い女性があちこちから現れて、

「ほらほら、見えてきた、『さくら庵』」

「今日から新作発売ってことは、きっと職人さん、店頭に出てきてくれはるよね」

「うん、きっと今日は宗様のお姿を見られるよ。たくさん買っていこう」

「わあ、もう並んではる。さすが宗様」

　きゃっきゃっとミーハーな声を上げながら、若い女性たちが列に並ぶ。

　そんな客は、どうやらまだ増えそうな気配だ。

　ほらね、という目を見せる常連たちに、小春は呆ぼう然ぜんとしながら、「本当だ」と相槌をうつ。

　宗次朗の作る和菓子は、いつの間にかこんなにもファンを増やしていたらしい。

　あくまで、ここは『和雑貨』がメインだというのに……。

　きっとお朔日詣りに行っている祖母も神社から戻ったら、仰天するに違いない。

　小春は遠くを見るような目で「行ってきます」と告げて、バス停へと急ぐ。

　自分が今手にしている紙袋の中に、その新作和菓子が入っている、ということは、なんとなく言い出せなかった。





二






　昼休憩時間。

　小春はいつものように友人の愛衣とランチタイムを取るべく、塔の見える中庭のベンチに並んで座った。

「小春、今日は購買のパンなんだね」

　自身のランチボックスを膝ひざに載せて、珍しい、と洩もらした愛衣に、小春は苦笑する。

「今朝は寝坊して、お弁当を作る時間なかったんだ」

　高校に通うようになり、小春はなるべくお弁当を自分で作るようにしていた。

　とはいえ、夕食時におかずを多めに作ってもらい、翌朝それを弁当箱に詰めていくだけなのだが、今朝は、その詰める時間すらなかった。

「これまた珍しい。お祖母ばあちゃんや宗次朗さんは起こしてくれなかったの？」

「それがね……」

　小春は小さく息をついて、今朝の出来事を、愛衣に話して聞かせた。

　祖母が『お朔日ついたち詣まいり』に出かけ、宗次朗は新作の和菓子作りに忙しかったこと。

　また、常連客や宗次朗ファンの女性たちが、早くから店先に並んで待っていたこと。

　すべてを聞き終えた愛衣は、愉たのしくてたまらないという様子で、声を抑えてくっくと笑う。

「それは、怒ど濤とうの朝だったんだね」

「でしょう？」

「それにしても、開店前から行列なんて、宗次朗さんすごすぎだね」

「うん、しかも近所の常連さんだよ。ふらりと買いにこれるし、その気になればお取り置きもできるのに」

　小春は、わけがわからない、と肩を上下させる。

「たぶん、お取り置きなんて裏技を使わずに、『期間限定商品の発売日』ってイベントをうんと楽しもうとしてるんじゃないかな」

「そうなのかなぁ」と小春は首を傾ける。

　常連客たちは吉乃同様、子どもたちに巣立たれ、『すっかり年寄りばかりや』とよく話していた。

　そんな中、親しん戚せきのように成長を見守っていた宗次朗が祇園に帰ってきて、季節ごとに美味おいしい和菓子を作っていく、というのは、近所の人たちにとって楽しみのひとつなのかもしれない。

　その期間限定の和菓子の発売初日となると、ひとつのイベントのように考えているのだろう。

　小春はようやく納得と頷うなずきながら、購買のサンドイッチを口に運ぶ。

　ふわりと涼しい秋風が頰を撫なでて、髪をそよがせる。

　初冬と呼ばれる時季ではあるが、まだ特別な寒さは感じず、とても過ごしやすい。

　食べ終えて、小春はいそいそと紙袋の中からお菓子の箱を出した。

「そうそう、それでね、宗次朗さんの新作持ってきたよ」

「わあ、嬉うれしい。それ、すごく可愛いね。小さな重箱と、宝箱みたいなパッケージ」

「でしょう」

　小春は少し得意になって、笑みを見せる。

「この夜空のイラストは誰が描いたものなの？」

「宗次朗さんの友達にアーティストがいて、依頼したって言ってた」

「へぇ、こんな素敵なイラストを描くアーティストってどんな人？」

　愛衣が、興味津々という様子で身を乗り出した。

「たしか浅あさ草くさにいた時の友人で、今はあちこち転々として個展を開いているみたい。宗次朗さんは『八や雲くも』って呼んでる」

　そう話しながら、小春はふたつの箱を開ける。

「『八雲』、男の人なんだ」

　少し意外そうに言う愛衣に、小春も同感と相あい槌づちをうつ。

　ふんわりと柔らかで幻想的でメルヘンを思わせるイラストは、女性的だったからだ。

　どうぞ、と箱を差し出した小春に、愛衣は「いただきます」と会釈をして、まずは星の砂糖菓子を口に運ぶ。

「美味しいっ！　口の中で、ふっと消えるみたいに溶けた！」

「そうなの、『流れ星』をイメージしたんだって」

「うんうん、流れ星って感じがする。すぐに消えるのに、すごく余韻が残ってて」

「レモン味、ソーダ味と色々あるよ」

「ありがとう」と、愛衣は他の味の砂糖菓子を口に入れつつ、「そっちの重箱の方は、どんな和菓子なの？」興味深そうに目を向ける。

「こっちはね……」

　小春は小さな重箱の蓋ふたを開けて、愛衣に見せた。

　中には一見ごく普通の黒豆が詰められていて、愛衣は目を凝らす。

「これ、黒豆？」

「そう、黒豆」

「でも、粒の塩がついてるね。あと、ほんの少し金きん箔ぱくも」

「金箔はほんの少しね。これはね、丹波の黒豆をチョコでコーティングして、粒塩を載せたものなんだって。食べてみて」

　愛衣は、ありがとう、と手に取りながらも、『黒豆にチョコ』と少し訝いぶかしそうに眉まゆを寄せる。警戒しつつ一粒口に運んで、「んんっ」と目を瞑つぶった。

「お、美味しい！　これも美味しい、すごく贅ぜい沢たくな味わい」

「ねっねっ、美味しいでしょう。私も試作品を食べた時は驚いたの。滅多に褒めないお祖母ちゃんも『まぁ、こら、美味うまいわな』って。そして澪人さんもね……」

　そこまで言って、小春は頰を赤らめて口を閉ざした。

　急に澪人の顔が、頭の中に大きく浮かんだためだ。

　愛衣は察したように、意味深な横目を見せる。

「あらら、小春さん、急に黙っちゃって、どうされましたか？」

「ど、どうしたってわけじゃないけど」

「澪人さんを思い出して、ポッてなっちゃった？」

　わざとらしく自分の頰に両手を当てる愛衣に、小春は、もう、と口を尖とがらせる。

「そういえば最近、澪人さんを見掛けないよね。小春は会ってる？」

　そう尋ねた愛衣に、小春は首を振った。

「二人で神泉苑にお礼詣まいりに行ったのを最後に会ってない」

「クラスの子たちが騒いでたけど、大学部の弓道場にもいないみたいだよね」

「……うん」

　登校した日は必ずといってよいほどに、澪人は休憩時間や放課後に弓道場を訪れて、練習をしていた。

　澪人に憧あこがれを抱く高等部の生徒たちは、少し遠く離れたところから、彼の練習風景をうっとりと眺めていたらしい。

　しかし、もう何日も澪人が弓道場に姿を見せなくなり、クラスメイトたちが『ご病気じゃないか』と騒ぎだしているほどだ。

「澪人さん、本当に体を壊したりしてるの？」

　少し心配そうに尋ねる愛衣に、小春は苦い表情で首を振る。

「何も聞いてない」

「そっか、それなら、単に練習をお休みしているのかもね」

「……うん」そうだと良いのだけど、と心で呟つぶやきながら、星の砂糖菓子を口に運んで、小春は、目を伏せる。

　思えば、二人で神泉苑に行った時。

　何度呼んでも龍りゆう神じんの化身・若宮が姿を現さず、小春ががっかりとしていると、

『まぁ、神様は気まぐれやから』と、澪人は何でもないことのように言って、微笑んでいた。

　けれど彼もとてもがっかりしていることは、小春にも伝わってきていた。

　それは、単にお礼を言えなくて残念がっていた、というのとは、違っていたように思える。その日の朝は、すべてを洗い流したような清すが々すがしいような笑みを浮かべていたというのに、『ほな、帰ろか』と言った時の澪人の目には光がなかった。

「…………」

　もしかして、澪人さん……、と俯うつむいていると、

「そうそう、小春。修行のことだけど、明後日あさつての文化の日は大丈夫かな？」

　思い出したようにくるりと顔を向けた愛衣に、ぼうっ、と澪人のことを考えていた小春は、ハッとしつつ顔を上げる。

「うん、大丈夫」

「良かった。それじゃあ、これが持ち物だから用意しておいてね」

　愛衣はポケットの中から学生手帳を取り出し、そこに挟んでいたメモ紙を小春に手渡した。

『修行着（白い作さ務む衣えなど）、草履、バスタオル、替えの下着』と、なかなか本格的なことが書き連ねてあり、小春はギョッとした。

「白い作務衣に草履なんて持ってないよ」

「それなら、Ｔシャツにハーフパンツにビーチサンダルでもいいよ」

　あっさりハードルを下げる愛衣に、「え、ええ？」と、小春はさらに戸惑う。

　それでも、Ｔシャツにハーフパンツなら、と安あん堵どした。

　それにしても、替えの下着って、どうして必要なんだろう。タオルがいるくらいだから、たくさん汗をかくのだろうか？　と、小春は首を傾げる。

「愛衣、一体どんな修行を？」

「ああ、それはね……」

　その後に、さらりと続けた愛衣の言葉に、小春はつぶらな瞳ひとみをこれ以上ないほどに見開いた。




　──同じ頃、祇園の『さくら庵』では、怒ど濤とうの午前を終えて、吉乃と宗次朗がぐったりとうな垂れていた。

　店前には『本日の和菓子はすべて売り切れました。ありがとうございました』という張り紙。

　その張り紙の効果か、今店内に客はほとんどいない。ふらりと訪れた観光客が店先のワゴンの商品を手に取って見ている程度だ。

「……なんや、嵐のようやったわ」

　木製カウンターの前に座って、はぁ、と息をつく吉乃に、宗次朗が遠くを見るような目で、「ああ」と静かに洩もらす。

　午前中は大変だった。

　この決して広くはない『さくら庵』が人で埋め尽くされ、新作和菓子を求める客が外まで列をなしたほど。

「半世紀ここで店やってるけど、こんなにお客が来たのははじめてや」

　発売初日だからと結構な量を用意していた新作の和菓子はふたつともアッという間に完売。

　それならば、と他の和菓子を買い求め、『さくら庵』のカウンター横にある、小さなガラスのショーケースの中は文字通り空となった。

　盛況なのはありがたいことだ。しかし、ここまで怒濤じゃなくても良いのではないか、というのが二人の本音だった。

「老若問わずに女性がきゃあきゃあと、アイドルの新曲発表みたいやったな」

　椅子に腰を下ろし、放心したような目で洩らす吉乃に、宗次朗は眉まゆ根ねを寄せる。

「……アイドルって言うなよ」

「そやけど、あんたはかつて、『アイドルになりたい』って家飛び出して行ったくらいや。『アイドル』言われたら、喜ばな」

「だから、アイドルになりたかったんじゃねーよ、俳優だ！」

「そやけど、『俺はスターになる！』言うて。今や祇園のスターやね」

「黙れ、ばーさん」

「ばーさん、言わんときよし！」

　二人が顔を突き合わせて母子喧けん嘩かをしていると、気弱な声が店内に小さく響いた。

「……こんにちは」

　吉乃と宗次朗が顔を向けると、そこには艶つやのある黒髪に細面の白肌。そしてとてもあっさりした顔立ちの青年が、遠慮がちな笑みを浮かべている。

「あれ……お前」

　宗次朗が、知ってるけど誰だっけ、と額に手を当てる横で、

「和かず人とちゃんやないの」

　吉乃が、意外そうな声を上げた。

「そうだ、和人だ。久しぶりだな」

「お久しぶりです。姉の杏あん奈なや、弟の澪人がお世話になっております」

　和人はぺこりと頭を下げた。彼の姓は『賀か茂も』。

　吉乃の弟・吉よし雄おの孫で、杏あん奈なの弟であり澪人の兄という、賀茂三姉弟きようだいの真ん中で、太陽のように潑はつ剌らつとした杏奈と、まるで月の精のようにミステリアスな澪人、そんな姉弟に挟まれた和人は、二人の個性に圧されたためか、とても影が薄い印象だ。

　黒髪に白肌に細面というところまでは三姉弟ともに共通しているのだが、和人だけはまるで線で引いたような細目だった。

　だが、その形は人柄が現れているかのように、いつも弓なりで、とても穏やかで優しい印象を与える。

「和人、本当に久しぶりだな。何年ぶりだ？」

「ほんまやね。私は茂しげるさんの葬式以来や。元気やった？　今、医大に行かはってがんばってるんやて？」

　腕に触れながら優しく問いかける吉乃に、和人は「ええ」と頷うなずく。

「自分は『賀茂家の力』を継承しませんでしたし、表家業を継ぐのは自分しかいないと思ってきましたので」

　彼らの家は、個人病院だ。下しも鴨がもで産婦人科を経営している。

「お医者様にならはるのは、すごいことやで。和人ちゃん昔からコツコツがんばる子やったし、ほんまえらいわ。ほんで、今日はどうしたん？」

「もしかして、和菓子を買いに来てくれたのか？」

　吉乃に続いて、そう尋ねた宗次朗に、和人は空になったショーケースに目を向けて苦笑した。

「実はそれもあったんですが……というか、新作の和菓子を買いに来ることを口実に、今日はここに来まして」と、肩をすくめる。

　その言葉に、吉乃と宗次朗は二人揃って首を傾げる。

「何かあったのか？」

「……はい、実は弟のことなんです」

「澪人ちゃん？」

「ええ、澪人が……ちょっと様子がおかしくて。父も祖父も今は放っておけと言うのですが、自分はあんな澪人を見るのがはじめてで、少し動揺してしまいまして。それは母も同じだったようで、『祇園の吉乃さんにそれとなく相談してみたらどうや』と」

　そう言った和人に、吉乃と宗次朗は、顔を見合わせた。




　──その日の授業を終えて、小春はいつものようにバスに乗って家路へ向かう。

　帰りのバスの車中から、夕焼け空や東に見える比ひ叡えい山をぼんやりと眺めるのが小春は好きだった。

　しかし、随分と日が暮れるのも早くなったものだ。

　つい最近まで、同じ時間でも空は橙だいだい色いろに輝いていたというのに、今や藍あい色いろに染まっている。

　白い月がとてもくっきりと美しい。

　八坂神社前でバスを降りるころ、ごーん、と空に鐘の音が響く。

　まるで祇園の町に、お帰りなさい、と言ってもらえているようで、少し嬉うれしくなる。

　京都市内の多くの町は、日暮れと共に静かになっていくだろう。

　しかし祇園の町だけは別だ。

　赤い提ちよう灯ちんに明かりが灯ともされ、人出はさらに増していく。

　その中には着物姿の人も少なくない。

　祇園はどんな格好で歩いていても、受け入れられるような雰囲気がある。

　思えば自分も、仕事着である小豆あずき色の作務衣を着たまま歩いていても、意外と誰も気にも留めていなかったな。

　逆に、今の制服姿の方が目立っているかもしれない、と小春は祇園商店街を西へと歩きながら、口くち許もとを綻ほころばせる。

　北に曲がり、やがて見えてくる辰たつ巳み稲荷いなりの小さなお社に会釈をして、さらに進むと『さくら庵』の店構えが目に入る。

　暖簾のれんはすでに仕舞われているようで、掛けられていない。

　壁に『本日の和菓子はすべて売り切れました。ありがとうございました』という張り紙がされていて、小春は、やっぱり、と笑った。

　きっと忙しかったんだろうな、と思いつつ、

「ただいまー」と、店の出入口から入ると、

「おう、お帰り」

「お帰り、小春」

　店仕舞いをしていた、宗次朗と吉乃が笑顔で振り返った。

　この瞬間、いつも『わが家に帰ってきたんだ』という温かな気持ちで満たされ、胸がじんわりと熱くなる。

　小春は、ただいま、と、あらためて言い、

「新作和菓子、売り切れたんだね」と二人の下に歩み寄った。

「『売り切れた』なんて、可愛いもんやあらへんで、ほんま」

「ああ、嵐のようだった」

　二人は肩をすくめつつ、什じゆう器きや棚に布をかけていく。

「それは、大変だったね。お疲れさまです」

「おう。それより、風ふ呂ろ入って着替えて来いよ。もうすぐ夕食だぞ」

　小春は「はーい」と返事をして、そのまま二階へと上がった。

　店から小春の姿がなくなり、宗次朗は小さく息をつく。

「澪人の様子がおかしいって話は、今はまだ小春には黙っておいた方がいいかもな」

「そやね」

　二人は顔を見合わせて、うん、と頷いた。





三






　十一月三日。

　小春は昼前に家を出て、阪はん急きゆう河原かわら町まち駅から電車に乗り、嵐あらし山やまへと向かった。

　愛衣に指定された待ち合わせ場所、それは『嵐山駅』だったためだ。

　あの賑にぎやかな観光地・嵐山で修行をするのだろうか？

　たくさんの観光客が見守る中、作務衣を着て修行することになったらどうしよう、と懸念していた小春だったが、

「目的地はここじゃないの。ここからさらにバスに乗っていくんだよ」

　嵐山駅で待っていた愛衣は、嬉き々きとした様子で言う。

　小春もジーンズにパーカーにリュックという移動に適した姿だが、愛衣は本格的だ。

　背中には子どもが一人入っているのではないか、と思うような大きなリュック。

　レインジャケットにロングパンツ、ハット、見事なアウトドア・ファッションだが、明るい色合いのコーディネートであることからセンスの良さを感じさせ、可愛い『山ガール』スタイルという雰囲気である。

「ファッションといい、大荷物といい、アウトドアって感じだね」

「うん、うちのお父さんがアウトドア好きでね、キャンプとかよく行ってたから」

　そう話しながら、歩き出す。

「あっ、あのバスだよ。ちょうど来たところだ」

「急がないと」

　二人は駆け足でバスに乗り込み、最後尾の座席に並んで座る。

　すぐにバスは走り出し、賑やかな嵐山から離れていく。

　窓の外に広がる景色は、たちまち田舎のものとなっていた。

　祇園から電車に乗って嵐山まで来て、そこからバスに乗り変えて移動する。

　あくまで市内の移動だが、目にする景色も雰囲気もまるで違うので、とても遠くに旅行に行くようだ。

「なんだか、ドキドキするね」

　小春が窓から目を離して言うと、

「だよね、ドキドキするよね」

　愛衣も嬉しそうに、うんうん、と頷く。

「そうだ、また和菓子持ってきたの。一緒に食べよう」

「私も、持ってきた。コンビニで買ったものだけど、これも一緒に食べよ」

　小春と愛衣は揃ってリュックの中に手を入れて、ゴソゴソとお菓子を取り出す。

　バスはさらに山道を進んでいた。




　文化の日ということで、今日も祇園の『さくら庵』は賑わいをみせていた。

　とはいえ、冬季限定和菓子発売初日のような目を回すような忙しさではない。

　秋の観光客が可愛らしい和雑貨に惹ひかれてふらりと訪れては出ていく。

　それでも『冬季限定和菓子』は、昼前には完売し、ひと仕事終えた宗次朗は厨ちゆう房ぼうを出て、体を伸ばしながら一階店舗に顔を出した。

「ありがたいことに、今日も昼には完売だな」

　宗次朗は少し得意げに笑って、カウンターに座る吉乃に目を向ける。

「そやね」

　相あい槌づちをうつ吉乃は、細い竹ひごを手に、せっせと手作業をしていた。

「何やってんだ？」

「見たら分かるやろ、竹ひご編みや。最近はあんたの和菓子ばっかり注目されて面白ない。そもそもここは『和雑貨店』やで。私かて、新商品作ったろ思うて」

「……で、竹ひご使って籠かごでも編むのかよ？　それって大昔からあるようなもんで、『新商品』とは言えねぇだろ」

「笑ってたらよろし。私かて負けへんで」

「別に笑ってねぇよ。それにしても、相変わらず勝気というか、負けず嫌いというか」

「そら、あんたの母親やし」

「たしかにな」と宗次朗は口角を上げる。

「で、なんえ、用あったんやろ？」

「ああ、この後、明日あしたの仕込みが終わったら、俺ちょっと様子見てくるわ」

「小春と愛衣ちゃんか」

「いや、違う。まぁ、正直、あの二人も気になるけどな」

「ほんじゃあ、もしかして……上かみ賀が茂もか？」と、目を開く吉乃に、宗次朗は頷うなずく。

「澪人のところに言って様子見てくるよ」

　宗次朗は腰に手を当てて、ふぅ、と息をついた。




　──嵐山から約二十分。

　バスはトンネルを抜けて、『清きよ滝たき』という停留所に停車した。

　そこは嵐山の北西に位置し、愛宕あたご山やまの麓ふもとだ。

　二人はそこで下車し、急ともいえる坂を下っていく。

　すると清滝川に渡と猿えん橋きようが見えてくる。

　澄んだ川にかかる朱色の橋、山に広がる紅葉に小春と愛衣は「わあ」と声を上げた。

「綺き麗れい！」

「本当だね」

　弾んだ足取りで渡猿橋を渡り、高雄方面へと歩いていく。

　途中、「お腹がすいたね」と休憩を兼ねて、各々作ってきたお弁当を食べて、再び歩き出す。

　分岐点にあたり、「左の月つきの輪わ寺でら方面だって」と愛衣が事前に用意していたプリントした地図を手にそう言った。

　渓流に沿って山道を歩く。

『空くう也や瀧たき』という石の標識と狸の置物があり、そこから石階段が続き、少し息が上がるが、緑の苔こけと色付いた木々の葉、木漏れ日がとても美しく、疲れを感じさせない。

　やがて朱色の鳥居が目に入り、同時にゴォッという水音が耳に届いた。

　小春と愛衣は顔を見合わせて、急ぎ足で石階段を登る。

　鳥居をくぐると、突如として滝が現れた。

　滝のすぐ前には、石の鳥居に灯とう籠ろう、岩がん窟くつの不動明王が並んでいる。

　その滝は、幾重にも分かれて流れ、岩に打ちつけて、水しぶきを上げている。

　頰に当たる滴と滝風から、勢いを感じさせた。

「……着いた。ここが『空也の滝』。平安時代の僧そう侶りよ、空也上人の修行の地なんだって」

「凄すごいところだね」

　小春は圧倒されながら、ぽつりと零こぼした。

「うん、『滝修行』に最適な場所でしょう？」

「……うん」

　まさにここは、修行の地。霊場といえる場所だ。

　年老いた徳の高い龍りゆう神じんがとぐろを巻いて見守っているような、そんな感覚がする。

　そう思った時、滝の天辺に、巨大な白に近い灰色の龍が頭を出して、少し愉たのしげに自分たちを見ている錯覚に襲われ、思わず後あと退ずさりをした。

　小春が滝に見入っている横で、愛衣はリュックを下ろし、せっせと小さなテントのようなものを取り出している。

「愛衣、それは？」

「ワンタッチルームテント、ここで作さ務む衣えに着替えるの」

「ほ、本当に滝修行するんだ……よね？」

　あらためて、そう尋ねる小春に、愛衣は「もちろん！」と勢いよく顔を上げた。

　学園の中庭で、『滝修行をしよう』と愛衣に言われた時は、目を真ん丸にして驚いた小春だが、すぐに『面白そう』と、その時は頷いた。

　しかし、いざ、まさに滝を前にすると、躊躇ためらいが出てくる。

　それにしても、『まさに修行の滝』という滝を愛衣は、よく知っていたものだ、と小春は心から感心した。

「『霊力』を高めるには、滝修行が一番！　大丈夫、私も付き合うから」

　愛衣はリュックから白い作務衣らしきものを取り出して、強い眼まな差ざしを見せる。

　その勢いに圧おされて、小春は「はぁ」と間抜けな声を上げて、これはもう腹をくくるしかないと心に決めた。

　二人は順番にルームテントに入って、修行着に着替えた。

　修行着といっても、小春は店の制服である小豆あずき色の作務衣で、愛衣は柔道着だ。

　これは愛衣が格闘技をやっているというわけではなく、体育の授業で使っているもの。小春は愛衣の柔道着を見て、『学校指定の柔道着でも良かったんだ』と心の中で呟つぶやいていた。

「それじゃあ、修行を始めます。その前に、滝に敬意を示しましょう」

　きりっとした顔付きで言う愛衣に、小春は振り返りゴォッと音を立てる滝を見やる。

　結構な勢いで流れ落ちているな、と小春は頰を引きつらせた。

「で、でもね、滝の中に入ったりしたら怒られないかなって」

　さらに怖おじ気けづいてそう言った時、

「修行ですか？」

　背後で嗄しわがれた老人の声がして、小春と愛衣はびくんと肩を震わせた。

　振り返ると、神主の姿をした白髭ひげの老人が笑みを浮かべている。

　一瞬、この地に棲すまう龍神の化身かと小春は息を吞のんだものの、

「す、すみません、修行させてもらっても良いでしょうか」

　そう言って頭を下げた愛衣の姿に、老神主が人間であることが分かった。

　鳥居があるし、ここも神社なのだろう。

「お二人とも、あそこの看板を御覧なさい」

　老神主はスッと腕を上げて、注意書きの看板を指した。

　もしかしたら怒られてしまうのかもしれない、そんな気持ちで小春と愛衣が看板に目を向けると、そこには『人に迷惑をかけず修行をしてください』と書かれている。

「…………」

　二人は拍子抜けするのを感じながら視線を戻すと、老神主は愉しくてたまらないという様子で顔をくしゃくしゃにして微笑む。

「そういうことです。修行は『迷惑をかけず』にお願いします」

　そう言って会釈する老神主に、「は、はい」と二人も頭を下げ返した。

「いいですか、慣れていない者が滝修行をする場合、最初はせいぜい一分から一分半ですよ。長い時間は首や肩を痛めてしまいます」

　諭すように言う老神主に、二人はまた「はい」と頷いた。

「また石や木片が落ちてきて、怪我をすることもありますので十分にお気をつけください。時に頭に当たってぱっくりと大怪我を負ってしまうこともあります」

　さらにそう続けた老神主に、

「…………」

　小春と愛衣は言葉を詰まらせて、互いに顔を見合わせた。

　たしかに山の中の滝だ。何が落ちてきてもおかしくない。

　そう思うと、今度は二人揃って怖気づき、『どうしよう』という目を見せ合う。

「それでは、滝の側までいって、両手で触れてくるというのはどうでしょう。両の手からたくさんのものを受け取れますよ」

　にこりと微笑む老神主に、小春と愛衣は『それがいいかも』と頷いた。

「そうします」

「ありがとうございます」

　二人は老神主にぺこりと頭を下げて、滝前の石鳥居の前に立ち、滝しぶきを浴びながら二礼二拍手一礼をする。

『お祖母ばあちゃんのような拝み屋さんになりたいと思い、ここに修行に来ました。この場をお借りいたします。よろしくお願いいたします』

　心の中でそう挨あい拶さつをして、二人揃って川の中にサンダルを履いた足を入れる。

「──ッ！」

　あまりの冷たさに、全身の毛が逆立つような気がした。

「つ、冷たいよ、愛衣」

「それはそうでしょう、外気が暖かくても、もう十一月だもの」

　二人で、えいや、と前進して、滝しぶきの勢いに「ひゃあ」と揃って声を上げる。

　これは本当に滝に触るだけにして良かった、と思いながら小春は両腕を伸ばした。

　どばばば、と滝の水流が、両手に絶え間なく叩たたきつけられる。

　老神主が言っていたとおり、滝に打たれずとも、山と水と地のエネルギーを受け取れるような気がした。

「小春、なんだかすごいねっ！　私も額の目が開きそう！」

　横で愛衣が、嬉うれしそうに声を上げていた。

　ふと、以前、澪人が話してくれた言葉が、小春の脳裏を過よぎる。

『額には「第三の目」いうのがあって、小春ちゃんはここも過剰に活動している状態やったんよ』

　自分はすでに過剰に活動している状態だというのに、滝のエネルギーなんてもらったら、さらに額の目は見開かれたような状態になってしまうのではないだろうか？

　小春は額にある目が、勢いよく開いた様子をイメージした瞬間、脳裏にある映像が浮かんできた。

　それは、時折見る、あの夢だ。

　夢で見るよりも、はっきりと見える。

　自分は十二単ひとえのような煌きらびやかな着物を纏まとって、輿こしで運ばれている。

　門が開かれて、手入れの行き届いた美しくも涼やかな竹林の中を通っていく。

　先日見た夢は、ここで終わっていた。

　おそらく、今頭に浮かんでいるのは、その続きだろう。

　自分は広い畳の部屋で一人になり、ホッと息をついていた。

　外は夕暮れで、りんりんと鈴虫が鳴いている。

　行あん灯どんが部屋を柔らかく照らしていた。

　自分はこれからのことを思い不安に苛さいなまれ、緊張から冷たくなっていく指先を擦り合わせていると、不意に部屋に青年が現れた。

　膝ひざをつき、震える手を包むように握ってくれる。

『……大丈夫ですよ、わたくしがついております』

　その青年の顔は、まるで霧で覆い隠されているように分からない。

　だけどその言葉に、『この方にそう言っていただけるなら』と自分の心が救われるのを感じていた。

　見詰め合い手を取り合っていると、やがて青年の顔を覆っていた霧が少しずつ薄れていく。

　ああ、お顔が見える。

　お会いしたかった──お懐かしい。

「小春っ！」

　愛衣が上げた悲痛な声に、小春は我に返える。

　気が付くと、小春は滝を前にしゃがみこんでいた。

「早く出よう」と愛衣は小春の手を引いて、滝から出る。

　すると、先ほどの老神主が、真剣な眼まな差ざしで小春を見詰めていた。

「──あなたでしたか」

　懐かしむように言った老人に、小春と愛衣は「えっ？」と声を揃えた。

「……もう、そんなにも時が経ったのですね。どうか、リリョウ殿によろしくお伝えください」

　老神主は深く頭を下げて、スッと姿を消した。

「き、消えた」

　愛衣がまるで白昼夢でも見たかのように呆ぼう然ぜんと立ち尽くす横で、

「えっと、『リリョウ殿』って？」

　小春も呆ほうけたように目と口を開いていた。




　宗次朗は、二階の厨ちゆう房ぼうで明日あしたの仕込みをしていると、ふと頭にアイデアが浮かび、新たな和菓子の試作品を作り始め、

「……できた」

　出来上がったころは、もう夕方になっていた。

「しゃあねぇな、あいつに持っていってやるか。こっちはばーさんと小春の分」

　そう言って試作品を箱に詰める。ひとつは吉乃と小春に残し、もうひとつの箱は、風ふ呂ろ敷しきで包んでリュックに入れ、宗次朗は階段を降りる。

「そんじゃあ、行ってくる」

　店舗には顔を出さず、裏の玄関で靴を履きながらそう声を上げると、

「ちょっと待ち」と吉乃がばたばたと店舗から姿を現した。

「私も新作できたし、これ、澪人ちゃんに渡したげて」

　そう言って、両手に収まる程度のラッピングされた箱を差し出した。

「へぇ、どんなの作ったんだ？」

　宗次朗は箱を受け取って、まじまじと眺める。

「まあ、後でのお楽しみやな。澪人ちゃんによろしゅう」

　いたずらな笑みを浮かべる吉乃に、宗次朗は「おう」と箱をリュックに入れた。

　そのまま外に出て、漆黒のアメリカンバイクに乗り込む。

　キーをＯＮにしてクラッチをギュッと握り、スタートボタンを押すとブンッとエンジン音が響き、振動が体に伝わってきて、この瞬間は、いつも胸の高鳴りを覚える。

「よっしゃ、行くか」

　宗次朗はしっかりとハンドルを手に、夕暮れの空の下、北へと走り出した。





四






　小春と愛衣は、やや放心状態で帰りのバスに揺られていた。

　来たとき同様、バス最後尾に並んで座っている。

　清滝停留所でバスに乗ったときは、ほぼ貸し切り状態だったのだが、今や座る席もない状態だ。

　小春は窓の外を眺めながら、老神主の言葉を反はん芻すうする。

『リリョウ』とは、誰のことなのか。

　もしかしたら、これまでちらちら見てきた不思議な夢と何か関係があるのだろうか。

　小春があれこれと思いを巡らせている横で、愛衣がぎゅっと拳こぶしを握りしめた。

「小春……私、ついにやったんだね」と小さな声で告げる。

「えっ？」

「ついに、私もこの目で見ちゃった。幽霊を……」

　頰を紅潮させながら、やや興奮気味に言う愛衣に、

「……幽霊」と、小春は戸惑いながらも、首を捻ひねる。

　あの神主さんは、おそらくあの地に棲すむ龍りゆう神じんの化身であって、幽霊とはまた違う気がするのだけど、そう言おうとして、たまたまバスに乗り込んできた女性の姿を目にするなり、小春は息を詰まらせた。

　その女性の背中に、真っ黒な何かがまとわりついていたためだ。

　目を見開いて顔色を変えた小春の様子に、「小春、どうかしたの？」と愛衣が身を乗り出す。

「今、バスに乗ってきたあの人の背中に、良くないものがいっぱい憑いてるみたいで」

　小声で耳打ちした小春に、愛衣は目を凝らした。

「う……やっぱり、私は何も見えない」

　さっきは見られたのに、と肩を落とす愛衣に、小春は苦笑した。

　女性の肩から頭を覆うように黒い影がまとわりついている。

　見ているだけでゾッとするものであり、あんなものは見えない方が幸せなのでは、と小春は心から思う。

　以前の自分なら、ただ見て見ぬ振りをしてしまったかもしれない。

　今は少し違う。祖母のような拝み屋さんになりたいと思っているんだ。

「ね、小春、あの人の『黒い影』取ってあげることってできないの？」

　愛衣も同じことを思ったらしい、小春の袖そでをつかんで言う。

「私もできれば取ってあげたいと思ってた。専門的なやり方は分からないんだけど、肩をパンパンって払ってあげるだけでも、随分違うみたい」

「普通の人ならさておき、小春が払ってあげたら、きっと効果はテキメンだよ。やってあげようよ」

「う、うん、それじゃあ嵐山駅で降りる時にでも」

「でも、その前にあの人降りちゃうかもよ？」

「そっか、それじゃあ、両替に行く振りをして前に行こうかな」

「いいじゃん、それ」

　と、二人はこそこそと小声で話し、とりあえず、立ち上がった。

「りょ、両替しとこうか」

「う、うん」

　小春と愛衣は誰も聞いていないであろうことは十分に承知の上で、それでも言い訳がましく、ぼそりと声に出し、込み合うバスの中、二人揃っていそいそと前へと移動する。

　黒い影を背負っている女性は、バスの前方付近で手すりを持っている。

　彼女の頭から肩にかけて、まとわりついている黒い影。

　見ているだけで、小春も息苦しさを感じるほどだ。

　バスの中ほどをすぎたところまで来て、小春はそっと足を止めた。

　振り返って愛衣と目を合わせ、うん、と頷うなずく。

　彼女に一歩近付くごとに、黒い影の圧迫感を感じる。

　これを常に背負っている彼女は、どれだけ苦しいのだろう。

　それとも、霊感が突出していない人は、こんなふうに背負っていても、あまり感じないものなのだろうか？

　小春はちらりと彼女の横顔を見た。

　細身でスーツを着た、ＯＬという雰囲気の綺き麗れいな女性だ。

　しかしその目はうつろで、顔色が悪い。立っているのもつらそうにも見える。

　やはり、苦しさを感じているのかもしれない。

　それはそうだろう、こんなにひどい影だ。肩を払ってあげることで、少しでも楽にしてあげることができたら……。

　だけど、突然見知らぬ人に肩を払われたら、彼女は絶対に驚くに違いない。

　どうしたものか──。

　小春が躊ちゆう躇ちよしていると、愛衣が『ほら、今だ』という顔をしている。

　ちょっと待って、見知らぬ人の肩を払うというのは、なかなかハードルが高い行為なんだから、と小春が苦笑を返していると、彼女が降車ボタンを押した。

『次、停まります』という自動アナウンスが車中に響き、小春は焦りを覚える。

　ああ、もう、今しかない。

　どきどきとうるさい鼓動を打ち払うように、小春は勢いで手を伸ばし、彼女の肩をパンパンッと払った。

　その瞬間、彼女が背負っていた黒い影は、蜘蛛くもの子を散らすように消え、

「──えっ？」

　彼女は不審感というよりも、ただ驚いたという目で小春を見やる。

「あ、あの、小さな蜘蛛が……」

　黒い影に触れた瞬間、蜘蛛を連想したことから、小春が咄とつ嗟さにそう言うと、彼女はすぐに表情を緩ませた。

「そうだったの、ありがとう」

「いえ」

　すぐに次の停留所に着き、彼女は小春に会釈をして、バスを降りて行った。

「……小春、どうだったの？」

　小声で尋ねる愛衣に、小春は「うん」と相あい槌づちをうつ。

「祓はらえたと思う。黒い影が消えたから」

「やったじゃん、小春。初仕事完了だよ」

「ありがとう」

　二人は手を取って喜んだ。

　やがてバスは終点である嵐山駅に着き、愛衣とはそこで別れて、小春は阪急電鉄に乗り換える。

　あの人を助けてあげることができて良かった、と小春の胸の内は、気付かれずも人助けができたことで、清すが々すがしい気持ちでいっぱいだった。

　しかし、それはひと時のこと。

　電車に乗って少し経ったころ。

　急に、背中の中心にズンッと重いものを感じ、それは次第に痛みを伴ってきた。

　戸惑う間もなく、小春の脳裏に、先ほどの彼女の姿と、もう一人、中年女性の姿が浮かんでくる。

　彼女とその中年女性は言い争っていた。




『──人の夫に手を出したりして、恥ずかしくないの？　この泥棒猫』と泣きながら叫ぶ中年女性に、彼女は嘲あざ笑わらう。

『泥棒猫だなんて、今時本当にそんな言葉を使う人がいるとは思わなかった。そんな古い女だから、浮うわ気きされるんじゃないですか？　見た目も古ければ、頭の中身まで古いんですね。泥棒猫って』

『う、訴えてやる。人様の夫に手を出したらどうなるか、思い知らせてやる』

『どうぞ、私も告訴させてもらいます。終業後のオフィスで、あなたの夫に無理やり乱暴されたって。それを写真に撮られて関係を迫られたって。これは、本当のことよ。そんなことが世間に知られたら、あなたのお子さん、もう外を歩けないわね』

　あははは、と笑う彼女に、中年女性は目を真っ赤にさせて拳こぶしを握り締める。

『安心して。ちゃんと別れますから。ああ、別れるも何も、強要されて嫌々のお付き合いでしたし、慰謝料もらいたいくらい』

　彼女は録音されているかもしれないことを警戒しつつ、そう言って、立ち上がる。

『ゆ、許さない。絶対、許さないんだから』

　うわああああ、と中年女性の泣き声が、頭に響く。




　──あの黒い影は、その女性の想念の塊だったんだ。

『許せない』という強い憎しみの念。それは俗に言う、生霊というものなのだろう。

　背中の中心に感じる重苦しい痛みは肩や喉のどへと広がり、やがて呼吸もしにくい状態にまでなった。

　……気持ち悪い、苦しい。

　小春は口を押えながら、なんとか河原町駅で降りて、引きずるように祇園に向かう。

　なぜ急にこんな風になったのか、小春には予想がついていた。

　さっきの女性が背負っていたものを中途半端に祓ったことで、自分がもらってしまったのだ。

　小春は、どんどん重くなる背中と息苦しさを抱えて、やっとの思いで『さくら庵』の暖簾のれんをくぐった。

　店内に客の姿はなく、吉乃は閉店準備をしている。

「お帰り、小春」

　吉乃は、小春に顔を向けて、「なんやのそれ」と目を見開いた。

「お、お祖母ばあちゃん、助けて」

　小春がその場に膝ひざをつくと、吉乃は「やれやれ」という様子で粗塩の包みを手に歩み寄る。

　その塩を指でつまみ、「──天清浄地清浄内外清浄六根清浄と祓はらい給う──」と唱えながら小春の肩や背中に撒まいて、パンパンッと払った。

　そうすると、今までの重苦しさが、一気にではなく、徐々に引いていく。

「……小春、なんでこんなんもろたん？」

　優しく肩を撫でて尋ねる吉乃に、

「実は……」

　小春は、今日の出来事を話して聞かせた。

『お祖母ちゃんのような拝み屋さんになりたい』と思い、愛衣と滝修行に行ったこと。

　不思議な老神主と出会い、結局、滝には打たれずに手だけ触れたこと。

　また、帰りのバスで黒い影を背負っている人がいたから助けてあげようと手で払ったこと。

　すべて聞き終えて、吉乃は「ふぅ」と息をつき、「あほ」と小春の頭に手を載せた。

「あ、あほ？」

「……小春、暖簾しもて。ゆっくり話ししよ」

　優しくそう言う吉乃に、「はい」と頷いた。




　宗次朗はバイクで京の町を北へと駆け抜けながら、ふんふんと鼻歌を歌っていた。

　今澪人は、下鴨の自宅ではなく、上賀茂の家──対外的には祖父の家となっているが、賀茂家の詰所──にいるということで、賀茂川沿いを走る。

　傾いていた陽はアッという間に落ちて、今や月が川にその姿を映していた。

　宗次朗が上賀茂の屋敷に着くと、門番らしき白い作さ務む衣え姿の中年男性が、門の前で待機していて、一礼をした。

「吉乃さんよりお聞きして、お待ちしておりました。わたしはここの管理人を務めております、松まつ原ばらと申します」

　頭を上げて、立派な檜ひのき門を開ける。

「どうも、はじめまして、松原さん。櫻井宗次朗です。お邪魔します」

　宗次朗も頭を下げ、門をくぐる。

　玄関に向かって続く玉砂利の上の飛び石を歩いていると、

「澪人さんは、突き当たり奥の部屋におります。そのまま入ってください」

　松原の声が背中に届いた。

　宗次朗は、分かりました、と会釈を返して、屋敷に足を踏み入れる。

　今この屋敷には、澪人と松原しかいないのだろうか、と思うほどに人の気配がない。

　奥へと続く長い廊下の照明は、足元に置かれた行あん灯どんのみだ。

　なかなか風情があるな、と思いながら、廊下を曲がって突き当たりの部屋に向かっていると、ひやりと冷たい夜風が宗次朗の頰を撫なでた。

　どうやら、襖を全開にしているようだ。

　部屋の近くまできて、宗次朗は目を凝らす。

　照明はついておらず、月明りの下、澪人は縁側で横たわっている。

　そのすぐ傍らに髪が長く、着物を纏まとった美しく若い女性の姿もあった。

　甘い香の薫りが漂う中、愛いとしそうに澪人を見下ろして髪や頰を優しく撫でている。

　うふふ、くすくす、と静かな部屋に響く甘い笑い声に、宗次朗は、恋人同士の蜜みつ時を邪魔したか、と足を止めたものの、すぐに歩みを進めた。

　澪人の頭を撫でていた美しい女性は宗次朗の存在を確認するなり、にこり、と嬌きよう笑しようする。

　そして次の瞬間には、ふっ、と煙のように姿を消した。

「一瞬、お楽しみの最中かと思ったら、やっぱり妖あやかしの類たぐいか」

　宗次朗は肩をすくめて、「邪魔するな」と、座敷に足を踏み入れる。

「……今のは妖というか眷けん属ぞく神やね。彼らは僕の胤たねがほしいそうで、時折、誘惑にきはります」

　澪人は薄墨色の着流し姿で縁側に横たわったまま、宗次朗の方に顔を向けることもなく、独り言のように洩もらす。

「なるほど、異類婚姻譚たんってやつか」

「ええ、彼らも新たな力を吸収していかなければ、滅んでいくのでしょう」

「で、ああしてお前を誘いにくるわけだ。人外にまでモテモテだな」

「いい迷惑です」

　澪人は濃紺の空に浮かぶ月を眺めながら、ぼんやりとした様子で言う。

「しかし、これはまた、聞いていた通りだな」

　宗次朗は小さく笑って、縁側に腰を掛けた。

「兄ですか？」

「ああ」

　宗次朗は頷うなずいて月を仰ぎ、澪人の兄・和人が店に来た時のことを反はん芻すうした。







『──弟が、澪人の様子が変なんです』

　先日の十一月一日。

　和人は『さくら庵』の飲食スペースの朱色の傘の下で、静かにそう話し始めた。

『変って、どんなふうにや？』と吉乃は心配そうに目を細める。

『ま、あいつは割といつも「変」だけどな。「変」がスタンダードというか』

　そう続けると、吉乃は『あんたは黙っとき』と、まるで蠅でも追い払うように手で払い、宗次朗は『へーへー』と肩をすくめた。

　和人はそんな二人を前に、口くち許もとを綻ほころばせながらも、すぐに目を伏せる。

『澪人はあの夜、皆さまのおかげで、九死に一生を得ました。本当にありがとうございます。その後、小春さんと神泉苑にお礼詣まいりに行った澪人は、そのまま家に戻ってきまして、すべてを報告してくれました。その時の澪人の様子が、なんだかボーッとした感じだったんです。翌日は昼過ぎまで寝ていましてね、疲れが残っているのかな、と思ってました。ですが、その後二日間、大学にも行かず昼過ぎまでゴロゴロと寝ていたんです。本当に信じられません』

　ムキになったように言う和人に、宗次朗は小首を傾げた。

『でもよ、大学生の男が、疲れて学校さぼって昼過ぎまで寝てるって、よくあることだろ』

『そやな』と吉乃も相あい槌づちをうつ。

『普通の大学生ならそうでしょう。ですが、澪人は違うんです。今まで多少疲れていたとしても、病気で寝込まない限りは、ほぼ毎日、朝五時半に起きて、水を浴びて身支度をし、神様にご挨あい拶さつをして、部屋の掃除、庭掃除をして、その後に朝拝するような子なんですよ！』

　そう言う和人に、吉乃と宗次朗はあんぐりと口を開けた。

『いや、なんつーか、そっちの方が変だろ』

『そ、そやな、けど澪人ちゃんらしいわ』

　吉乃は、うんうん、と頷く。

『そんな澪人が、昼過ぎまでゴロゴロしていたかと思うと、夕方になってから、どこかに出かけて夜遅くに帰ってきたりと。つまりは夜遊びに繰り出していたわけです。それがなんと連日続きました。……まあ、それはいいんですよ。澪人だって大学生です。ようやく普通の子っぽくなってくれたのかなと、自分は少し安心というか、嬉うれしく思っていました。だけど、そんな時にあんな事件が……』

　和人は、ふぅ、と息をついて、額に手を当てる。

『事件？』と吉乃と宗次朗の声が揃った。

『ええ、事件です。ある夜帰ってきた澪人の頭が……』

『頭が？』

『金髪に、なっていたんです』

　その言葉に、吉乃は、ひゃあ、と声を上げ、宗次朗は吹き出すのを堪こらえて、口に手を当てた。

『もう、家の女性陣はみんな絶叫ですよ。母は泣き崩れて東京の姉に電話をするし、姉は画像を送れとうるさいし、病院のスタッフもショックを受けて……自分もショックでした。これがまた、悪夢のように似合っていないんです』

『ほ、ほんで、まだ金髪か』

『いえ、なんでも友達に遊びで金髪にするスプレーをかけられただけで、シャンプーで落ちたんですが』

『なんや、そんならたいしたことないやん』

『いえ、でも、以前の澪人でしたら、たとえ遊びでも、そんなことは決してしない子だったんですよ』

　またもムキになって言う和人に、吉乃は苦笑した。

『まぁ、澪人ちゃんは澪人ちゃんで、転機に入って模索してるんやろ。そっとしといたり』

『……やっぱり、そうなんですね。祖父も父も同じように言ってました』と和人は、肩を落とす。

『相変わらず、和人ちゃんは優しい子やね』

　ぽんっ、と肩に手を載せた吉乃に、和人は『いえ』と小さく首を振る。

『自分はいつも何もできない、情けない兄なんですよ』

　和人はそう言って、自じ嘲ちよう的な笑みを浮かべた。




「──で、お前はゴロゴロしていたかと思うと、夜遊びに明け暮れて、頭を金髪にしてみたり、かと思えば、またゴロゴロしているってな」

　宗次朗は、和人の言葉を思い返しながら、今も横向きに寝転んでいる澪人を見下ろした。

「金髪て。あれは、友達の悪ふざけに付き合わされただけです」

　澪人は横たわったまま、そっと肩をすくめる。

「だけど以前のお前なら、そんなことは絶対させなかったって、ありえない話だって和人は言ってたぜ？」

「まぁ、そうでしょうね。『今までの自分が絶対にしないことをやってみよう』て思うたんはたしかです」

　澪人は虚うつろな目で、ごろんと今度は仰向けになった。

「で、寝坊に夜遊び？」

「そうですね。これまで励んできたことを全部やめて、普通の大学生のようなことをしてみよ思うたんです。ゆっくり寝てみたり、夜遊びしてみたり、合コンに誘われたら行ってみたり」

「澪たんが、合コン！　それこそモテただろ」

「どうでしょう。そやけど、合わへんことはあきまへんね。疲れただけです」

「で、また、ゴロゴロしてるんだ？」

　宗次朗は胡坐あぐらをかいて、頰ほお杖づえをつく。

「……宗次朗さん、今までの僕には体の中心に強固な一本の芯しんがあったんです。今はその芯が抜かれて、代わりにコンニャクを詰められたようですわ。力が入りまへん」

「コンニャクって」

　ぷっ、と笑う宗次朗に、澪人はそっと口角を上げ、また虚ろな目を見せた。

「『人にはない力』を授かった故に、とても短い寿命を与えられた自分は、死をいつも意識してましたし、今や死を恐れない『特別な人間』やと思うてました。ですから、いつも俯ふ瞰かんして物事を見てきた気がします」

「──ああ、そんな感じだったな。雲の上から見下ろしてるっていうか」

「今は、その雲から突き落とされて、なんや何もかも分からなくなってしもて」

　ため息をつく澪人を見下ろしながら、宗次朗は「ふぅん」と相槌をうつ。

「なあ、澪人」

「はい」

「お前はあの夜、『神の先さき遣やり』だと気付かずに弾はじき飛ばしたと言ってたけど、それは噓だろ」と、宗次朗は澪人に視線を落とす。

「…………」

　澪人は何も言わずに、目をそらす。

「『先遣り』は負の想念を纏まとって、禍まが々まがしい姿をしていることから妖あやかしと間違われやすいのはたしかだ。だけどお前が間違うわけないよな？　お前はあの時、相手が神とはいえ、この地に災厄を招いてなるものかと、自ら犠牲になったんだろ？」

　静かに尋ねた宗次朗に、澪人はバツが悪そうに顔をしかめる。

「やっぱりそうか。だけどよ、お前が弾き飛ばしたところで、一時的回避にすぎないよな。そんなもののために、あの時は命を懸けたのか？」

　そう問うた宗次朗に、澪人は小さく首を振る。

「『先遣り』までもが動き始めて、それが故に僕が犠牲になったと知れば、本家も必死になって政治家を説得しはるでしょう。世が正しい方向に向けば、災厄は免れることもあります。あの時僕は、それに賭かけたんです」

　そう言った澪人を前に、宗次朗は何も言わずそっと腕を組んだ。





五






　小春と吉乃は暖簾のれんをしまい、二階の居間でちゃぶ台を挟んで座っていた。

　吉乃はお茶を一口運び、ふぅ、と息をつく。

「あんたが、『拝み屋になりたい』言うた時に、ちゃんと話すべきやったね」

　後悔しているような様子の吉乃に、小春は少し身を乗り出した。

「もしかして、お祖母ばあちゃんは、私が『拝み屋さんになりたい』って言ったことを、快く思ってなかったの？」

「諸もろ手て挙げて大賛成、いうわけやないわな」

「どうして？」

　さらに詰め寄る小春に、吉乃は「うーん」と唸うなる。

「なぁ、小春。あんたは東京にいた時、レベルの高い高校に進学しようとがんばってたやろ？　たしかＴ高校を目指してたんやったな」

　突然そう問われて、小春は戸惑いながら「うん」と頷うなずく。

　あの頃は、学校で十人しか枠のない受験資格を得ようとがんばっていた。

「ほんなら、たとえば、あんたがいつか母親になったとして、自分の子どもがあんたがかつて通っていた東京の中学に入って、『Ｔ高校の選抜になんとしても入れるようにがんばる』て言うたら、あんたは手放しで喜べる？」

　そう問われて、小春はグッと言葉を詰まらせた。

　様々な意味において、大変なことを知っているからだ。

　学業はもちろん、友人にどれだけ妬ねたまれてしまうのかも。

「つまりはそういうことや。大変なことをたくさん知ってると、手放しで喜ばれへん。あんたが『医者になりたい』『弁護士になりたい』て言うたら、大変やろうけど、その大変さを私は知らへんから、手放しで応援できる。あんたが『拝み屋さんになりたい』言うた時、私を慕ってくれての言葉やいうのは分かってるし、それは嬉うれしかったで。そやけど拝み屋稼業いうんは色んなことがあるから、手放しで『がんばり』とは言われへんかった。それは宗次朗も同じやったと思う」

　ようやく、あの時の二人の微妙な反応の真相が分かり、小春は「うん」と頷いた。

「まず、大事なことを伝えるで。小春、あんたはこれから色々なところに行った時に、今日みたいになんや背負うてる人に出会う機会はたくさん出てくる思う。そやけど、基本的に勝手に除霊したらあかん」

　強い口調で言い切った吉乃に、小春は「えっ」と目を見開いた。

「頼まれたら、別やで。本人に依頼されたり、もしくは、あんたが前に愛衣ちゃんのお母さんの意思を伝えた時のように、その人に憑いてる存在や、護まもってはる神様に、お願いされたら、そこで考えたらええ。そやけど時に例外はあっても、なんも言われてへんのに、こっちの判断で除霊することは、あまりおすすめできひん」

「ど、どうして？」

「それは、その人が背負うてるツケ、つまりは業や。たとえばギャンブルに明け暮れて借金ばかりしてる人がいて、そんな人に頼まれもしないのに『大変そう』て借金を肩代わりするのと一緒やで。それは、その人の為になる思う？」

　小春は首を振った。

「そやろ。あんたのしたことは、その人が自業自得で背負った借金を勝手にもろてきたのと同じやねん。その人の為にならへんことや。その人はそれに憑かれて苦労して、何かの果てに目覚めて成長する、そんな修行を背負うてる場合もある」

　そう話す吉乃に、小春は真剣な顔で頷いた。

　彼女の黒い影は、不倫関係が生んだ奥さんの恨みの念だった。

　それは、まさに自業自得ともいえるもの。それを頼まれもしないのに、勝手に祓はらうのは、その人のためにはならない。

　吉乃の言っていることが、よく理解できた。

「分かってくれたみたいやね。勝手に祓うことで、誰かの成長を妨げることもあるし、何より見えたもんを片っ端に勝手に祓っていったら、あんたがそれを受け取って潰つぶれてしまうこともある。見えてしまう以上、見て見ぬ振りはつらいかも分からへんけど、そやけど心を鬼にして見て見ぬ振りも必要やで。縁があってお願いされた時に、心から力になってあげたいて思うたら、精一杯やってあげたらよろし」

　そう話す吉乃に、小春は相あい槌づちをうちながら、かつての出来事が過よぎる。

　それは以前、澪人と八坂神社を詣まいった時のこと。

　帰り道に、何か憑かれていそうな女性を見掛けた時、

『あら、あかんわ。あんなにたくさんもろうて。でも、あれは自業自得やなぁ』

　澪人はそれだけ言って、何もしなかった。

　後から思い返した時に、あの時の彼の対応は冷たかったのではないかと思うことがあったが、それはそういうことだったんだ、と小春はようやく納得した。




　──月明りに照らされた縁側は青く光り、部屋は静寂に包まれていた。

　秋の虫の鳴き声が遠くで響いている。

　まだ、虫が鳴いているんだな、と宗次朗は目を細めていると、ややあって、澪人が大きく息をついた。

「いや、ちゃいますね」

「違う？」

「ほんまは、僕はただ……ヒーローに、なりたかったんです」

　目をそらしたまま、息を吐くように告げた澪人に、宗次朗は何も言わなかった。

「相手を神と知りながらも、この地を護るために命を懸けるなんて、まさに『選ばれた人間』に相応ふさわしい終わりやと思いませんか？　そやのに、いざ死に直面した時、僕は神を前にみっともなく命いのち乞ごいをしました。『死を恐れない特別な人間』なんてことは微み塵じんもなかったんです。ただ虚勢を張り続け、自分を『特別』と思うことで救われようとしてきただけの哀れで弱い人間でした」

「……それは、すなわち、『普通の人間』ってことだろ」

　ふっ、と笑う宗次朗に、澪人はそっと目を細める。

「そやね、ほんまに笑えるくらいに普通の人間でした。あの時、僕は自分のすべてをさらけ出して、命乞いをしたことで救われました。ほんで、もしそこで自分の特別な力がなくなってしまっていたなら、僕は生まれ変わったような気持ちで前に進めたのかもしれません。けど、僕の力は残されたままやった。……なんでやろう、て思いました」

　澪人は自分の掌てのひらを見ながら、そう言う。

「なんで僕の力は残っているのか。これからも今まで通り、賀茂家の為に働く必要があるのか、それともこの力を無視して、自分の好きなように生きていって良いのか。ほんでも神泉苑に行って、僕の命を救ってくれた黒龍様にお会いしたなら、きっと、道みち標しるべとなる言葉を授けてくれるかと期待してました。そやけど、あの方は姿を現そうとしなかった。……ほんまにあの神様はいけずです」

　澪人はハーッと息をついて、横向きに転がる。

「それで、お前はわけが分からなくなって迷走を……」

　そこまで言って、宗次朗は目を伏せて、口に手を当てた。

「……ええ。情けなくて、なんや、すみません。宗次朗さんも心配してきてくれたんですよね」

　澪人がそう言うも宗次朗は何も答えず俯うつむいたまま、体を小刻みに震わせていた。

「宗次朗さん？」

「悪い、澪人……」

「えっ？」

「我慢、できね……」

　そこまで言って、宗次朗はブッと吹き出し、あはは、と声を上げて笑う。

「宗次朗さん？」

　澪人は目を開いて、上体を起こした。

「大学サボッて夜遊びして金髪になって、わけわかんねーって拗すねてゴロゴロしてる澪人って、迷走にもほどがあるし、面白すぎるだろ！　絶対面白いもの見られるとは思ってたけど、ここまで面白れぇとは思わなかった」

　たまらん、とばかりに腹を抱えて笑う宗次朗に、今度は澪人が体を震わせる。

「な、なにを笑ろてはるんですか！　僕は真剣なんですよ！」

「バッカだな、真剣だから面白れぇんだよ。って、マジで、腹痛い。それ以上、笑わせるのヤメテ、澪たん」

「ええ加減にしてください、茶化しに来たんやったら帰ってください！」

　澪人は立ち上がって廊下を指した。

　研ぎ澄まされた刀のように鋭い眼まな差ざしで、宗次朗を睨にらみつける。

　それはいつも口くち許もとに笑みを湛たたえていた澪人からは、想像もつかない気迫であり、部屋の外からこっそり様子を窺うかがっていた松原は思わず後あと退ずさりした。

　宗次朗は、そんな澪人を前に笑うのをやめる。

「やっと、大きな声が出たし、立ち上がったな。少しすっきりしたか？」

　胡坐あぐらをかいたまま澪人を見上げて、宗次朗はニッと笑みを浮かべる。

「……っ」

　澪人は、ぐっ、と言葉を詰まらせ、その場に正座をした。そして、大きく息を吐く。

「……宗次朗さん。つい今しがたまでの僕は、体にまったく力が入らへんかったんです。起き上がらなければと思いながらも、それができひんかった。ほんでも今は自然に体に力が入って、背筋も伸びて頭も冴さえてきています。どうやら少しですが、いつもの自分に戻ったようですわ」

「良かったな」

「……動かへんようになったんを再び動かすには、大きなエネルギーを必要とします。『怒り』は、最も手っ取り早く、そして大きなエネルギーを生みます。宗次朗さん、あなたはわざと僕を怒らせて、内側のエネルギーを引きずり出してくれたんですね」

　澪人は、そっと口角を上げた。

「いや、別にわざと怒らせるつもりは微塵もなかったけど。笑うのだって、澪たん、とっても真剣だから、ギリギリまで我慢したし。俺、偉かったし」

　ふるふる、と手を振る宗次朗に、澪人は頰を引きつらせた。

「あなたはほんま、喰くえんお人ですね」

「喰えない毒花男のお前が言うなよ。そう思えば、あのチビ龍はすげぇな。お前みたいな男を、ここまで簡単に転がせるなんて」

　宗次朗は、また思い出したようにくっくと笑う。

「……神様には敵かないまへん。ほんで、人間ってほんまに厄介なもんすね。使命を与えられ、目標に向かっている時は、それらに縛られて苦しんでいるように感じているのに、それらがなくなってしまえば、どうして良いのか分からなくなる」

「背骨がコンニャクになるわけだ」

「……背骨じゃなくて、『芯しん』です」

「まぁ、どっちでもいーけど、俺も芯がコンニャクになり代わった経験があるから、それは分かる」うん、と頷うなずく宗次朗に、澪人は顔を上げた。

「宗次朗さんはその時どうされたんですか？」

「どう、って。それから今に至るまで、コンニャクのままだけど？」

　宗次朗は、真顔でさらりと言う。

　澪人はぽかんと口を開け、ややあってくっくと肩を震わせた。

「なるほど、そうでしたか」

「コンニャクになってから、起き上がるまでがしんどいんだよな。俺はその時……」

　宗次朗はそこまで言って、「あっ」とリュックを手にした。

「そうだ、土産を持ってきたんだよ」

「もしかして、あの時の黒豆と砂糖菓子ですか？」

　少し期待した目を向ける澪人に、宗次朗は「いや」と首を振る。

「また、新しいのを作ったんだ」と、風ふ呂ろ敷しきに包んだ箱を取り出し、「ほら」と差し出した。

「おおきに、ほな、いただきます」

　澪人は両手で受け取って、丁寧に風呂敷を開ける。

　そこには、串くし団子が入っていた。

　その串団子は、みたらしなどのタレはついておらず、白と緑と黒っぽい団子が三つ刺さっているだけの、とてもシンプルなものだ。

「串団子ですか、これまたモダンな色合いで、美味おいしそうですね」と言いながらも、『なんだ』と、少し拍子抜けした様子で、澪人はひとつ手に取った。

「まぁ、食ってみろよ」

「はい、いただきます」

　澪人は上の団子をひとつ口にして、パチリと目を開いた。

「餡あんが入ってますね」

「ああ、それは大だい福ふく餅もち串団子なんだ。上はこし餡、真ん中は抹茶、下は黒ゴマだな」

「こら、美味しいですわ」

「だろ、軽く焼いても、炙あぶっても美味うまい」

「ほんまですね。これからの季節にぴったりや」

「俺がコンニャクになった時、美味い和菓子に出会って、救われた気がしたんだ」

　宗次朗は懐かしそうに、目を細めた。

「……それで、和菓子職人に」

　澪人は、ふっ、と頰を緩ませる。

「お前もなるか、和菓子職人？」

「いえ、なりまへんけど」

「俺は少し厳しいけど」

「だから、なりまへんて」

「あと、そうだ、ばーさんからも預かってきたんだ」

　宗次朗はそう言ってリュックに手を入れる。

「聞いてへんし」

　澪人は、やれやれ、と肩をすくめた。

「これをお前にってよ」

　宗次朗は箱を取り出して、床に置いた。

「吉乃さんから……開けてもいいですか？」

「もちろん」

　ラッピングされた和柄の包装紙を取り外して、箱を開ける。

　そこに入っていたものに、澪人は頰を緩ませた。

「こら、可愛らしいわ」

「ああ、これは、たしかにいいな」

「これで、夜道を照らせってことでしょう、吉乃さんも粋やね」

「うーん、そこまで考えてるかは分かんねぇけどな」

「……宗次朗さん、何か飲まれますか？」

　立ち上がった澪人に、宗次朗は「ああ」と頷く。

「それじゃあ、熱いお茶を頼むよ。俺も大福餅串団子を食う」

「よろしいね。ちょっと待っててください」

　澪人はにこりと微笑んで、部屋を後にしようとして、足を止めた。

「……宗次朗さん」

「ん？」

「ほんまにおおきに、ありがとうございます」

　気恥ずかしいのか、目を合わそうとせずに静かにそう告げた澪人に、

「あれ、今の澪たんの声が小さくて、聞こえにくかったな。もっと大きな声で……」

　宗次朗がそう言いかけた時には、すでに澪人の姿はなくなっていた。




　吉乃と小春は二人だけで夕食を摂とり、食後、宗次朗が置いていった大福餅串団子を食べて、「んんっ」と目を細めた。

「美味しい！　この満足感たまらない」

「ほんまやな。手軽に食べられてええわ。今度火鉢を出すから、そしたら炙ってもええな」

「うんうん、絶対美味しいと思う」

　二人揃って団子を食べて、お茶をすすり、ふぅ、と息をつく。

「ねぇ、お祖母ばあちゃん、澪人さんね、大学休んでるみたいなんだけど、大丈夫かな」

　ぽつりと尋ねた小春に、吉乃は「そやね」と頷く。

「心配なん？」

　小春は、こくり、と頷いた。

「神泉苑にお礼詣まいりに行った時ね、いくら呼んでも若宮くんが現れてくれなくて、澪人さんは平気そうにしてたけど、本当はショックだったんじゃないかと思って」

「どうしてそう思うたの？」

「私、澪人さんの気持ちが、少し分かる気がするの」

　そう話し出した小春に、吉乃は何も言わずに相あい槌づちをうつ。

「私ね……、学校に行けなくなって、志望していた高校にも進学できなくなった時に、どうして良いか分からなくなったんだ。それまでの目標だったり、描いていた未来予想図が奪われるようになくなって、迷子になっちゃったんだよね。自分の中の価値観みたいなものが一気に崩壊しちゃったっていうか。もしかしたら、賀茂家の為に自分のすべてを捧ささげてきた澪人さんもそうなんじゃないかって。あの日、神泉苑で、自分の命を助けてくれた若宮くんに、今後どうしたら良いのか、アドバイスの言葉をもらいたかったんだと思うの。だけど、現れてくれなかったから、澪人さんもあの頃の私みたいに、迷子になっちゃったのかもしれないって」と、小春は目を伏せる。

「どうして、黒龍様が現れへんかったと思う？」

「きっと、『自分で考えなさい』ってことなんだと思う。前に若宮くん、私にこう言ってくれたの。いつでも遠慮なく頼ってください、助けるべき時は助けますし、助けない方が良い時は助けませんので、って。だからあの時は、『助けない方が良い時』だったんだと思うんだ」

　そう話す小春に、吉乃は頷うなずきながら、にこりと微笑む。

「実はな、今日宗次朗が出掛けたのは、澪人ちゃんのとこやねん」

　その言葉に、小春はぱちりと目を開いた。

「そうだったんだ」

「小春も一緒に行きたかった？」

　小春は少し考えて、首を振った。

「ううん。澪人さんがすごく心配だし、本当は会いに行きたいけど、きっと澪人さんは、迷ってしまっている自分の姿を誰にも見られたくないと思うし。だけど、宗次朗さんなら大丈夫なんじゃないかな、って気がする」

「どうして、宗次朗なら、て？」

「私も宗次朗さんに救われたから。あっ、もちろん、お祖母ちゃんにもだけど。でも、なんていうか、腫はれ物に触るみたいに心配されるより、あそこまで無責任に、そして少し乱暴に扱ってくれる方が、時に救われることもあるんだなって。でも、それは、宗次朗さんだから使える技って気もするんだけど」

「そやな。あの子だから使える技やな」

「そうだよね」

　吉乃と小春は顔を見合わせて、くすくすと笑った。

「そやそや、小春。私も宗次朗に負けんと、新作の和雑貨を作ったんやで」

「それは、どんなもの？」

　目を輝かせる小春に、吉乃は「ふふふ」と微笑む。

「ちょっと待っててな」

　吉乃はそう言って部屋を出ていったかと思うと、パチリと居間の電気を消した。

「えっ、お祖母ちゃん、どうして電気を消したの？」

　急に真っ暗になった室内に戸惑っていると、吉乃が行あん灯どんを手に居間に戻った。

　その行灯は、竹ひごで編まれた小さな鳥籠かごの形をしていた。

　中央にひよこ形のろうそくが置かれている。

「う、うわぁ、鳥籠形の行灯、可愛い！」

「そやろ、可愛いやろ！」

　吉乃は得意そうにちゃぶ台の中央に行灯を置いた。

「これ、お祖母ちゃんが作ったの？」

「そやで。ちょうどひよこの形のろうそくが入荷されてな、ほんでこれを思いついて。ろうそくが心配な人はＬＥＤランプでもええし、なかなかええやろ」

　小春は、うんうん、と強く相槌をうつ。

「これ、すっごく可愛い」

「これ、あんたにプレゼントや」

　スッと差し出した吉乃に、小春は「嬉うれしい」と顔をくしゃくしゃにする。

「もしかして、第一号？」

「たまたまなんやけど、第一号はちゃうんよ、かんにん」

「ううん、謝らなくても。第一号は誰の手に？」

「澪人ちゃんや。宗次朗に持たせたんよ」

「そうだったんだ」

「……あんたと同じ、ひよっこさんやな」

　吉乃は小声でそう言って、ひよこ形のろうそくを眺めながら、ふふふ、と笑う。

「えっ？」

「そうや。ほんで小春、さっきの話の続きやけど。滝修行のことや」

　思い出したように顔を上げた吉乃に、「は、はい」と小春は姿勢を正した。

「素人がちゃんとした指導もなく自分たちだけで滝修行なんてあかんで。よう、龍りゆう神じんさんが上手うまいこと止めてくれはったわ」

　安あん堵どの息をつく吉乃に、あれはやっぱり、龍神さんがやんわりと止めてくれたんだ、と小春は決まりの悪さに肩をすくめる。

「愛衣ちゃんの言う通り、滝修行はしんどいし、気の門が開いて霊力が目覚めることはある思う」

「うん」

「ほんでも、小春。人間は滝になんて打たれんでも、この社会に生きているだけで、十分な修行や。嫉しつ妬とや欲や競争と隣り合わせで、もしかしたら山に籠こもって滝に打たれるよりも、しんどい修行やで。そう思わへん？」

　そう言っていたずらな笑みを見せた吉乃に、小春も笑みを浮かべて頷く。

「本当にそうだね」

　人の付き合い、人との競争。

　表と裏、夢や希望、挫ざ折せつに絶望。

　吉乃の言う通り、人間社会の荒波は、山に籠って滝に打たれることに負けないほど、ずっと過酷な修行だろう、と小春は頷く。

「だけど、お祖母ちゃんはそういうのなさそうだね。競争とか嫉妬とか羨せん望ぼうとか、無関係のところにいる感じがする」

　少し羨うらやましいな、という気持ちで小春が言うと、吉乃は眉み間けんに皺しわを寄せて首を振る。

「そら、ちゃうで」

「へっ？」

「最近は、悔しいて悔しいてしゃあない」

「だ、誰に？」

「宗次朗や！　ここは私の店やのに、すっかりとって代わられて。和菓子和菓子て」

「あ……お祖母ちゃんも気にしてたんだ」

「当たり前や。そやから、私も新作を作ったんやで。まぁ、和菓子と違ちごうて大量には作れへんし、そもそも、宗次朗の作る和菓子みたいに客に殺到してもらいたいわけやあらへんのやけど、なんや喜ばれるものを作りたいってな」

　そう言って、鳥籠形行灯に目を落とした吉乃に、小春は「うん」と相槌をうつ。

　鳥籠の天井は、開いている。それはろうそくの熱を逃すためのことなのだろうが、籠の中にいても、鳥はいつでも飛びたてるのを示しているようだ。

「……でも、悔しさから、こんな可愛い和雑貨が生まれたんだから、それは素敵なことだね」

　小春がそう言うと、吉乃は少し照れくさそうに、「そやね」と肩をすくめる。

「ええ齢して張り合おうて、恥ずかしいけど、ほんまにそうやわ」

　悔しさや羨望、嫉妬や怒り。

　それらを溜ため込めば、負のエネルギーが渦巻いて、身を滅ぼしてしまうこともあるだろう。

　けれど、それを前向きな行動のエネルギー、成長への原動力に使ったなら良い結果を生み出すこともある。




　──これだから、現うつし世よは面白いですよね。




　どこかでそんな声が聞こえた気がした。

　きっと、若宮くんだろう、と小春は頰を緩ませる。

　それは小さな行灯が、生まれたばかりで足元のおぼつかないひよこたちを照らした、優しい秋の夜長。








第二章　祭りの騒ぎと、抹茶栗大福。













一






　十一月第二週の週末は、学がく徳とく学園の文化祭だ。

　その名は、『楓かえで祭』という。

　校舎は一部離れているが、初等部、中等部、高等部、大学部と合同で行われるため、なかなかの賑にぎわいを見せるそうだ。

　小春のクラスでは、カフェをしようと最初話が進められていたのだが、他のクラスとかぶっていたことと、あまりにも捻ひねりがないということから、あらためて練り直し、結果、『甘味処』になった。

　皆、可愛らしい紬つむぎや小紋といった着物を着て、団子やおしるこを出す。

　この案は、小春が出したものだった。

　クラスでの話し合いがあまりにも決まらず、教室内にイラついた空気が立ち込め、『誰でもいいから何か案を出しなよ』、という雰囲気がピークになった時、『あ、あのね、甘味処なんてどうかな』と小春が声を上げた。

　人の心の声が聞こえる小春は、吉乃の作ってくれた御守を身に着けることで、ある程度はシャットアウトできる。だが、それは本当に『ある程度』はのこと。

　強い感情は伝わってきてしまう。

　その時の教室内の苛いら立だちは、普通の人でもびしばし伝わってきただろうが、敏感な小春にとっては耐え難いものがあった。

　ピリピリした空気の中、『ああ、こんな時は宗次朗さんの作った和菓子が食べたい』と思ったことから、『甘味処はどうだろう』と思い浮かんだのだ。

　小春の提案に、クラスの皆は『甘味処、悪くないかも』という目を見せた。

『叔父おじが和菓子職人だから、お願いしたら相談に乗ってくれると思うし』

　その言葉が決め手となって、小春のクラスの出し物は『甘味処いちのくみ』となった。いちのくみは、いわずもがな、一年一組からきたものだ。

『ねぇ、せっかくだから、皆で和服を着ない？　小紋や紬で』

　話し合いの流れで、実行委員がそんなことを言い出した。

『小紋』とは訪問着よりも、少しラフな着物であり、全体に小柄が鏤ちりばめられたもので、『紬』はさらにカジュアルな着物という印象だ。ざっくりいうと訪問着がドレスなら、小紋がワンピース、紬がちょっと可愛い普段着という感じだろうか。

　そうした着物は、吉乃がたくさん持っているので、借りることはできるだろう、と小春は相あい槌づちをうつ。

　他の生徒たちも、『自分は持ってないけど、母か祖母なら持ってるから』と賛同し、『甘味処いちのくみ』は和服着用ということになった。

　和菓子のメニューやレシピは宗次朗の協力を仰ぐことができて、十一月の第二週の金曜、『楓祭』は開幕となった。




　そうして、二日目の土曜日。

「いらっしゃいませ。ようこそおこしやす」

　小春は、白地に赤や黄色や緑の紅葉が全体に鏤められた可愛らしい小紋の袂たもとをふわりとそよがせて振り返る。

　小春のクラスの出し物『甘味処いちのくみ』は盛況だった。

　せっかく甘味処だから、なるべく京都らしさを出していこうという話になり、普段標準語を使っている生徒たちもこの日ばかりは、京都弁を使うようにした。

　教室の入口に赤い暖簾のれんをつけて、テーブルにも赤いクロス、手作りで赤い傘も用意し、琴や三味線といった和風のＢＧＭを流す。

　そんな和の雰囲気に惹ひかれてか客足は絶えず、生徒たちは皆可愛らしい紬や小紋にエプロン姿で漆塗りのお盆を手に、いそいそと忙しそうに歩き回る。

　黄色に赤の小花が鏤められた小紋を纏まとった愛衣は、カーテンで仕切られた裏でお盆の上に和菓子の皿とお茶を用意しながら、すごいなぁ、と洩もらす。

「まさか、ここまで盛況になるなんてね」

「和の雰囲気になるように、みんなでがんばったものね」

　小春が、うん、と頷うなずくと、話を聞いていたクラスメイトたちが勢いよく振り返った。

「櫻井さん、それだけじゃないよ！」

「そうそう、櫻井さんの叔父さんのレシピのお陰だよ！」

　そう言う皆に、小春が気け圧おされていると、

「抹茶栗大福お願いします」

「私も、抹茶栗大福！　すごく美味おいしいって聞いたの」

　テーブルから、そんな声が聞こえてきた。

　クラスの皆で考えたメニューは、おしるこにみたらし団子、それ以外に何か欲しいという話になり、小春が宗次朗に相談したところ、『抹茶栗大福なんてどうだ？』と、提案してくれた。

　抹茶栗大福は甘みを抑えた、ほろ苦い抹茶味の餅もちの中に、上品な甘さの餡あんと柔らかい甘栗が詰められたもの。

　宗次朗は試作品として、なんと担任含むクラス全員三十一人分の抹茶栗大福を作ってくれたのだ。

　その時の『美味しいぃ！』と、喜びの声を上げた皆の顔を、小春は忘れることができない。すぐに、温かな空気に包まれた教室内の雰囲気も。そんな皆の姿を見て小春は、美味しいものは、人を幸せにできるんだ、と心から思った。

　そうして、宗次朗からもらったレシピを基に、『抹茶栗大福』を皆で作り、その結果、『抹茶栗大福』は、たちまち大人気となった。

「こりゃ、予想以上だね」

「最初から数量決めて、売り切りにした方がいいかもしれないね」

「待って、余ったら持って帰りたいんだけど」

　裏で作業しながらそう話すクラスメイト達に、小春は嬉うれしさと誇らしさ、そしてほんの少しの気恥ずかしさから頰を緩ませる。

「それにしても、櫻井さんの叔父さんが作った抹茶栗大福を食べたときは、涙が出るくらい『美味しい』と思ったのに、自分たちが作ったのは『普通に美味しい』くらいにしか思わなかったから、まさかこんなに人気になると思わなかった」

「うん、同じレシピのはずなのに、和菓子職人さんは違うなって思ったよね」

　クラスメイト達はそう言って、小春の方を向く。

「ねぇ、櫻井さんの叔父さんは、期間中に来てくれるのかな」

「そうそう、お礼を言いたいよね」

　突然話を振られて、お茶を用意していた小春は少し驚きながらも頷く。

「うん、今日のお昼過ぎなら来れるかもって。もし叔父が来たら案内してあげたいから、その時に休憩もらってもいいかな」

「うんうん、いくらでもＯＫ。櫻井さん、功労者だし」

「ねぇ、叔父さんってどんな人？　やっぱり無口で気難しくて、厳格そうな人？」

「だけど、クラス全員にお菓子を作ってくれたりする、心根はとても優しい人？」

　興味津々で目を輝かせる皆。おそらく『気難しいオヤジ職人』をイメージしているのだろう、現実とのあまりの違いに話を聞いていた愛衣は手で口を押えて笑いを堪こらえ、小春は頰を引きつらせる。

「う、うーん、みんなが言うように優しいけど、無口でも厳格でもないかな。それに叔父さんといっても、結構若いよ。それじゃあ、出してくる」

　簡単にそう言ってお盆を手に、「お待たせしました」とテーブルに運ぶ。

　昼時になり、『甘味処いちのくみ』は、さらに忙しくなったが、午後二時になる頃には、随分と落ち着いてきていた。

　客足が引けて、クラスメイトたちが、ふぅ、と息をつく。

　担任の早さ乙女おとめ先生も「みんながんばったわね」と労ねぎらいの目を見せている。

「って、先生まだ二日目。しかも、昼を越しただけだから」

「ほんまや。けど、男の子もたくさん来てくれて嬉しかったね」

「うん、結構かっこいい子もいたよね。大学部の『麗しの君』とまではいかないけど」

「あんな人滅多におらへん」

『麗しの君』とは、澪人のこと。

　彼に憧あこがれている女生徒は密ひそかにいるものの、名前までは知らないようで『麗しの君』と呼んでいる。

　皆が澪人の名前を出さない以上、『みんなが言っている麗しい人は、私の親しん戚せきなの』と言うのも変な話だと、小春は黙っていた。

　皆で談笑していると、背の高い男性が、赤い暖簾をくぐってきた。

「いらっしゃいませ、『甘味処いちのくみ』にようこそおこしや……」

　クラスメイトの一人が、そこまで言って言葉を詰まらせる。

　小春は、どうしたんだろう、と顔を上げて、ぱちりと目を開いた。

「おっす、やってるな、小春」

　そこには、片手を上げる宗次朗の姿。

　小春は「わあ」と歩み寄った。

「おかげさまで、昨日も今日も、大盛況。宗次朗さんの教えてくれた『抹茶栗大福』大人気だよ。本当にありがとう」

　小春はそう言って、クラスメイトに宗次朗を紹介しようと振り返ると、皆が呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている。

「え……もしかして、その方が櫻井さんの叔父おじさん？」

「和菓子職人の？」

　確認するように尋ねる皆に、小春は「うん」と頷く。

「叔父の……」

　と、小春が紹介しようとすると、宗次朗はスッと前に出て会釈をした。

「小春がいつもお世話になっております。櫻井宗次朗です」

　クラスメイトも担任も、目を丸くして立ち尽くす。

「こ、こちらこそ、この度はお世話になりまして」

「ありがとうございます」

　一瞬の間の後、皆は口々に礼を言って頭を下げ、小春に目を向けた。

「え、えっとね、櫻井さん」

「うん？」

「叔父さん、めっちゃカッコよくない？」

「だ、だよね、私も思った。背ぇ高いしスタイルいいし、顔も美形だし」

「モデルさんかと思った」

　呆然とした様子でいう皆に、

「小春、みんないい子だな」

　宗次朗は大変満足げに頷き、その横で小春は苦笑した。

「なぁ、小春は抜けられるのか？」

「あ、うん、私も愛衣も今まで休憩取ってないから……。あっ、彼女がいつも一緒にお弁当を食べている友達の水原愛衣さん」

　小春は、一歩離れたところに立つ愛衣を紹介した。

「は、はじめまして、水原愛衣と申します」

　慌てて頭を下げる愛衣に、

「はじめまして、宗次朗です。いつも小春がお世話になってます」

　宗次朗は家では決して見せないような極上の笑みを浮かべて、頭を下げる。

「ねぇ、愛衣、良かったら一緒にまわろうよ」

「えっ、いいの？」

「ああ、ぜひ、一緒に」

「わぁ、嬉しい。よろしくお願いします」

　小春と愛衣は振り返って皆を見て、

「それじゃあ、休憩に入るんで、よろしくお願いします」と会釈をして、宗次朗と共に教室を出た。

　教室に残されたクラスメイトと担任は、口を開けたまま顔を見合わる。

「『麗しの君』レベルの人、もう一人いたね」

「うん、タイプはまるで違うけど」

「あんな人が叔父さんって反則」とクラスメイト達が囁ささやき合う中、

「……彼、独身かしら」

　早乙女先生が、真顔でぽつりと零こぼしていた。




　各々に与えられている休憩時間は二時間もあり、小春と愛衣と宗次朗は、のんびりと『楓祭』を見て回っていた。

　学祭の賑にぎやかな雰囲気に包まれた校内の廊下を宗次朗と共に歩いていると、老若男女が振り返る。

　愛衣は半歩後ろを歩きながら、はーっ、と感心の息をつく。

「なんていうか、虎と一緒に歩いているみたいに目立つね」

　小声で呟つぶやいた愛衣の言葉があまりにも的を射ていて、と小春はぷっと吹き出した。

「たしかに虎と歩いているみたい」

「だよね、みんな避よけていくし」

　二人でくっくと笑っていると、宗次朗が腕時計に目を向けて、振り返った。

「そろそろ、時間だな。行くか」

「えっ、どこに？」

「北側の広場だよ。今日は澪人にも『良かったら、小春ちゃんと来てください』って呼ばれてたんだ。弓道部でなんかやるんだってよ」

「澪人さんが、『小春ちゃんと』って……」

　おそらく社交辞令だろうと思いながらも、小春の胸に嬉うれしさが込みあげる。

「小春、顔が緩んでる緩んでる」

　愛衣に肘ひじで突かれて、小春は慌てて顔を引き締めた。

　彼はしばらく休んでいたという話だけど、もう復活したんだろうか。

　姿を見たいけれど、今も落ち込んでいる様子だったらどうしよう。

　そんな心配を胸に、小春は皆と共に大学部校舎北側の広場へと向かう。

　歩いていると、高等部の生徒が駆け足で向かう姿も見えた。

「あれ、絶対澪人さんのファンだね」

　愛衣の呟きに、小春は「うん」と相あい槌づちをうつ。

「ファンなんているんだ、さすが澪たん」

　へぇ、と洩もらす宗次朗に、愛衣は瞬いた。

「宗次朗さん、澪人さんのことを『澪たん』って呼んでるんですか？　仲良しなんですね」

　その言葉に、小春は肩をすくめる。

「仲良しっていうか、澪人さんをからかってるだけ。澪人さんはいつもスルーしてるけど」

「そうなんだ」と笑っていると、すぐに北側広場に着いた。

　そこには紅白の幕が張られ、弓道場が設けられていた。

　見学者の安全を考慮してか、ロープが張られている。弓道衣を纏まとった男女が五人、弓を手に横一列に並んでいる。

　視線の先には、丸い的。

　しかし、その中に澪人の姿はなかった。

「澪人さんの姿ないね」

　首を伸ばして言う愛衣に、小春は何も言わずに頷うなずく。

　おそらく、澪人目当てだと思われる見学者たちも、『いないね』とざわめいている。

　その時、ドォンと和太鼓の音が響き、皆は驚いて口を閉ざす。

　続いてどんどんどんどんと、和太鼓が打ち鳴らされ、再びドォンと大きな音が響き、それを合図に一人目の射手が、矢を放った。

　矢は見事、的の中央に命中し、見学者たちが「おお」と声を上げる。

　再び響く太鼓の音を合図に、射手たちが順番に矢を放っていく。中央に当たらなかった者もいたが、部員たちの矢が的に命中すると、皆は「わあ」と拍手をした。

　射手達が一礼をする中、また太鼓の音が鳴り、新たな的が用意された。

　今度は、板の的だ。

　太鼓が響き渡る中、どこからか蹄ひづめの音が聞こえてくる。

　小春と愛衣は、もしかして、と顔を見合わせた。

　地面を蹴ける蹄の音が大きくなったかと思うと、幕の裏から、馬に乗った澪人が姿を現した。頭には陣じん笠がさ、水干に袴はかま、射籠ご手てを身に纏い、弓を手に駆けてくる。

「れ、澪人さん」

　その凜り々りしい姿に、小春は耳まで真っ赤になって思わず手を口に当て、その横で、宗次朗が「なるほど、流鏑馬やぶさめか。なんかずりぃな、あいつ」と冷ややかに目を細める。

　澪人は疾走する馬上から、凜りんと背を伸ばして矢を放つ。

　矢は見事に的の中央を打ち抜いて、板が真っ二つに割れた。

　その瞬間、きゃあああ、と、耳をつんざくほどの黄色い歓声が沸き上がる。

「す、素敵すぎる、さすが『麗しの君』」

「どうして、撮影しなかったんだろう」

　女性見学者たちが興奮気味に語る中、愛衣も「うん」と頷いた。

「今のはすごくカッコよかったね。反則なくらい」

　ねっ、と愛衣に顔を覗のぞかれて、小春は真っ赤な顔のまま「うん」と相槌をうつ。

「少し持ち直したみたいだな」

　独り言のように洩らした宗次朗に、小春はホッとした。

　良かった、彼は立ち直ったんだ。

　どきどきと早鐘を打つ鼓動を落ち着かせるべく、深呼吸をしていると、澪人がこちらを見て、会釈をして、手を上げた。

　周囲の女性たちが「うそうそ」と目を泳がせている。

「私たちに手を上げてくれたんだよね」

「信じられない」

　きゃあきゃあ、と声を上げる姿を、愛衣が冷ややかな目で見る。

「違うよね、澪人さんが手を振ったのは、小春にだよね」

「……ううん、宗次朗さんだと思う」

「まぁ、澪たん、お兄たまのことが大好きだからな」

　宗次朗は腕を組んで、うん、と得意げに頷く。

「否定できないのが悔しい」

　口惜しそうに言う小春に、愛衣はぷっと笑う。

　今も周囲の女性たちは澪人に熱い眼まな差ざしを送っていて、小春はそっと目を伏せる。

　今まで澪人を素敵だと憧あこがれつつも、どこか身近に感じていた。

　しかし今は、とても手の届かない遠い存在に思えて、寂しさを覚えた。




　その後、小春と愛衣と宗次朗の三人は、学祭を見て回った。

　わたがしやクレープ、リンゴ飴あめを宗次朗に買ってもらい、食べながら出店を眺める。

　小紋を着た二人の姿は愛らしく、『一組の子だね』『着物いいね』なんて声も耳に届き、気恥ずかしさに顔を見合わせて、揃って肩をすくめた。

「小春はどこか行きたいところある？」と尋ねてきた愛衣に、小春は首を捻ひねる。

「特には……愛衣は？」

「私は中等部の『オカ研』の出し物がこれからあるから観に行こうと思ってたんだけど、一緒に行かない？」

　その言葉に、「オカ研？」と宗次朗が、なんだそれ、という様子で聞き返す。

「『オカルト研究会』のこと。愛衣は中等部の時、そこに所属してたんだって」

　すかさず答えた小春に、宗次朗は「へえ」と相槌をうつ。

「その『オカ研』の出し物って、どんなことをするんだ？」

「もしかして、お化け屋敷とか？」

　続けて質問をする宗次朗と小春に、「お化け屋敷って」と愛衣は笑う。

「何をするかは聞いてないんだけど、『本格的なことをするから、先輩来てくださいね』って、言われてて」

「それは行かなきゃね、先輩」

　小春が肩を叩たたくと、愛衣は「やめてよ」と肩をすくめる。

「なんか、中学生が集う『オカ研』の『本格的なこと』って……」

　そこまで言って口を閉ざした宗次朗に、小春は苦笑した。

　嫌な予感しかしねぇ、という次の言葉が予想できたのと、小春も同じ気持ちだったからだ。





二






『オカルト研究会』の出し物はその名に相応ふさわしく、中庭にある塔の一階広間を借りて行われるということだった。

　そう、かつて投身自殺をした少女の幽霊──愛衣の狂言だったのだが──が出ると噂になった、いわくつきの塔であり小春と愛衣には馴な染じみの建物だ。

　しかし、他の生徒にとっては、今も恐ろしい場所には変わりなく、

「あの塔を使うなんて、さすが『オカ研』。入ってみる？」

「いやや、あたしは怖いし入れへん」

　塔の近くまで来て、ためらっている生徒の姿も見受けられる。

　小春と愛衣と宗次朗は、そんな生徒たちを横目で見つつ、躊ちゆう躇ちよすることなく塔の中に入る。

　入口は開放されていて、中に入るとすぐに、突き当たりを示す矢印のマークと、『午後惨事・オカルト研究会の集会～今こ宵よい何かが起こる～』という黒い看板が掛けられていた。三時と惨事をかけていること、また髑どく髏ろマークがなかなか物々しい。

「午後三時で『今宵』って」

　笑いを堪こらえるように口に手を当てた宗次朗を、小春は軽く肘ひじで突く。

　会場である奥の広間に入ると、黒いカーテンで光が遮断された暗闇に、ろうそくの明かりがあやしく揺らめいている。

　薄暗い中、まるで魔術使いのようなフード付きの黒いマントを羽織った六人の生徒が丸いテーブルを囲んで座っていた。

　見学者は意外に多かった。中学生から大学生まで、どんなことをするのか、壁沿いに立って興味深そうに見ている。

　皆は声を潜めつつ会話し、部屋はざわめいている。

　見学者は大体、二十人弱だろうか、こんなに来ているとは思わなかった、と小春が感心していると、ぽんっと肩を叩かれた。

　きょとんとして振り返ると、そこには澪人の姿。

「っ！」

　思わず『澪人さん！』と大きな声を上げそうになり、慌てて口を閉じる。

「皆さん、さっきは、おおきに」

　澪人は、声を潜めながらそう言って会釈をした。

「おう」と手を上げる宗次朗や、「どうも」と会釈を返す愛衣の横で、

「澪人さんは、どうしてここに？」

　小春はぼそぼそと小声で尋ねる。

「中等部の『オカ研』がここでなんや始めるて聞いて、嫌な予感して来たんよ。そしたら、宗次朗さんや小春ちゃんが塔に入っていく姿が見えて」

　澪人は他の人に聞こえないよう、小春の耳元で囁ささやく。

「そうだったんですね」

「小春ちゃんは、なんか感じひん？　御守つけてても雰囲気は感じ取れるやろ」

　再び耳元で尋ねられて、かかる息に小春の鼓動がばくんと跳ねる。

　今この部屋を包んでいるのは、見学者たちの関心のみ。悪い言い方をしてしまえば、『中二病が揃って何をするんだろう』という好奇の目を向けている。

「い、いえ、特には何も……」

　そう口にして首を振った時、この部屋の中に黒い感情が交じっている気がした。

　これは、憎しみ？

　吉乃の御守をつけているため、はっきりとは分からない。

　だが、赤い液の中に、ほんの少し黒い液を垂らしたような、そんなイメージだ。

　ここにいる誰がそんな感情を抱いているというのか。

　小春が眉まゆ根ねを寄せていると、ボーン、ボーン、ボーン、と柱時計が午後三時を知らせ、黒いマントを身に着けていた一人がすっくと立ち上がる。

「皆さま、『オカルト研究会』の集会に、ようこそお越しくださいました。部長の谷たに崎ざきと申します」

　薄暗さとフードで顔はよく見えないが、声は少女そのもの。部長ということだから、おそらく中学三年生なのだろう。

　今までぼそぼそと耳打ちをし合い、ざわめいていた見学者たちは話すのをやめる。

「これから、私たちがお見せするのは、『降霊会』です」

　その言葉に、宗次朗と澪人が、うんざりしたことが分かった。

『嫌な予感が的中した』という様子で、二人揃って額に手を当てる。

「この塔には、幽霊が出る噂がありました。今から十七年近く前に、体が弱いことで絶望し、自ら命を絶ってしまった少女がいます。彼女は生を満喫している私たちを羨うらやんで、今も彷徨さまよっているのです」

　部長の言葉に、愛衣はグッと俯うつむいた。

　かつて、この塔から投身自殺したのは、愛衣の母親だ。その理由は一言で語れるものではないが、噂とはまるで違う。

　勝手なことを言われて悔しい気持ちと、反論したいもののそもそもそんな噂が立つ原因を作ったのは自分自身であることに葛かつ藤とうし、愛衣は今、いかに自分のしたことが愚かだったのかを痛感しているように、小春には見えた。

「…………」

　小春は何も言わずに腕を伸ばして、愛衣の手を握る。

　愛衣は少し驚いたように顔を上げて、すぐに俯き、ぎゅっと小春の手を握り返した。

「その少女の霊をここに呼び、無念だった言葉を聞いて、成仏させてあげたいと思います」

　そう言う部長に、見学者たちが「おお」と声を上げる。

　塔の噂を信じている者には、ありがたい言葉に聞こえたのだろう。

　しかし愛衣の母親は、とっくに成仏──光となってしまっている。

　ここに来るわけがない、と小春は眉根を寄せる。

　部長は、再び椅子に座る。

　円形のテーブルを囲んだ部長を含む六人の部員たちは、しっかりと手を握った。

　燭しよく台だいのろうそくがゆらゆらとゆらめく。

「まずいな」と洩もらす宗次朗に、

「ほんまですね」と澪人も頷うなずいた。

　こんな儀式をすることで、良くないものを呼び寄せることがある。

　二人はそれを懸念しているようだった。

　しかし、何も起こっていない今、中止させるわけにもいかず、固かた唾ずを吞のんで様子を見守っている。

　六人の部員たちは手をつないだまま俯き、ぶつぶつと何かを唱え始めた。

「Gather the spider, rat tail snake. Tap the table. Now they bring」と、英語で呪文を唱え始める部員たち。

　漂う異様なムードに、見学者たちは気け圧おされていたものの、今まで顔を強こわ張ばらせていた宗次朗と澪人の表情が、ふっ、と緩む。

「問題ねぇな」

「そうですね」

　二人の言葉に、小春も同感だった。なかなか雰囲気を出しているが、口にしている呪文も部員たちにも、良からぬものを引き寄せるほどの力はないようだ。

　呪文は何度も同じことを唱えている。最初は聞き取れなかったが、やがて耳が慣れて、聞き取ることができた。

『蛇に蜘蛛くも、鼠の尾を集めよ。テーブルを叩たたけ。今こそ彼らを呼び寄せる』

「……これ、あのテーマパークの『ホーンテッドマンション』で、マダムが唱えている呪文をアレンジしたものなんだよね」

　冷ややかに告げた愛衣に、宗次朗は吹き出しそうになったのだろう、口に手を当て、

「悪い、ちょっと廊下に出てる」と、邪魔にならないように外に出た。

「ごめん、私もかつての自分の痛さを突き付けられてるみたいで、見てられない」

　愛衣もいたたまれない、という様子でそそくさと外に出る。

　それじゃあ自分も、と小春も外に出ようとした瞬間、急に憎悪が部屋を充満するのを感じ、弾はじかれたように振り返る。

　澪人も同じように感じたようで、険しい表情を向けた。

　呪文が途絶え、ぐるるるる、と獣が唸うなるような声が響く。

　部員たちは唱えるのをやめて、顔を上げる。

「や、やった！　何かを召喚した？」

　部員の一人が思わず歓喜の声を上げたが、すぐに口を閉ざした。

　部長が、テーブルの上で四つん這ばいになっていたからだ。

「────っ！」

　燭台のろうそくの火が揺らめく中、部長はまるで獣のように、目を剝むき、ぐるると唸る。その口からは涎よだれが垂れていた。

　何より、どこから漂い出したのか、急に異臭が立ち込める。

　まるで魚の腐ったような臭いに、皆は手で鼻や口を押えた。

「ぶ、部長？」

　部員の一人が震えるような声で問いかけると、ぐわあ、と唸り、彼女に飛びかかった。

「危ない！」

　少し離れたところにいる澪人は、すぐさまパンッと手を打って、掌てのひらを下に向ける。

　すると部長が潰つぶれるように、テーブルの上に大の字になった。

　その勢いで、燭台が倒れかけ、近くにいた見学者の男の子がキャッチした。

　テーブルに突っ伏したのも束つかの間、部長はすぐに体を起こそうとする。

「皆さん、彼女は催眠状態に入ったんやと思います。ほんでも危ないんで、部屋から出てください」

　澪人がそう声を上げた瞬間、部長は再び四つん這いになり、ぐあああ、と雄たけびを上げ、皆は「ぎやああ」と悲鳴を上げて、逃げ出していく。

　押し合い、髪を引っ張り、我先にと逃げ出す。まさに尋常ならない光景に、小春は呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

　澪人は敢あえて『催眠状態』と言ったのだろうが、部長の体には、間違いなく何かが纏まとわりついていた。やはり、『降霊会』で何かを呼び寄せてしまったのだろう。

「小春ちゃんも部屋を出てや」

　澪人は、小春の前に立ちはだかってそう言った。

　皆が逃げ出したことで、出入口のカーテンが開き、控えめな明かりが部屋に差し込んでいる。

　テーブルの上には今も、荒い息を吐き、目を剝き、口からは涎を垂らしている部長の姿。

　とてつもない『負』のオーラだ。

「い、一体、何がついているんですか？」

「……そやね、何ていうか、あちこちに残る『嫉しつ妬と』の念が集結したものやね。なんでこないなことになったんやろう」

　あんな呪文で、と澪人は解せなさそうに眉まゆを顰ひそめる。

　突然の騒ぎに、おそらく塔の外にいたのだろう宗次朗と愛衣が、「一体何が？」と、血相を変えて部屋に入ってきた。

　すると入口付近にいた部員たちが、涙目で愛衣に詰め寄る。

「せ、先輩、部長を助けてあげてください」

「こんなことになるなんて！」

　しがみついて懇願する後輩たちに、愛衣は「で、でも」と目を泳がせる。

「大丈夫です、僕が……」と澪人が頷こうとしたその時、

「いや、こういうのは俺の方だろ」

　宗次朗が一歩前に出た。

　澪人は、ふっ、と笑みを見せて、頷く。

「そうですね。こうしたことは僕よりもあなたの方が早い。小春ちゃん、愛衣ちゃん、部屋を出てや」

　小春は素直に頷いて部屋を出るも、愛衣は『み、見たい』と名残惜しそうに部屋を後にする。

　廊下に出たあとも、愛衣や部員は邪魔にならないように、こっそりと部屋を覗のぞいているようだった。

　やはり『オカ研』、こういうことがとても好きなのだろう。

　だが、小春は、取り憑つかれた部長の体から発せられる負のオーラがたまらなく嫌で、宗次朗がどんなふうに除霊をするのか気になりはするものの、覗きたい気持ちにもならなかった。

　なんだか、気持ち悪い、と小春は蹲うずくまって口に手を当てる。

　そんな小春の前に、スッとハンカチが差し出された。

「大丈夫？」

　戸惑いながら顔を上げると、そこには同世代と思われる男子生徒が心配そうに小春を見ていた。

　ふわっとした明るめの髪に、くっきりとした瞳ひとみ。可愛い雰囲気の男の子だ。

　あの部屋で燭台が倒れないようにキャッチした人でもある。

　それ以前に、どこかで見たことのある顔であり、誰だろう、と小春は目を凝らす。

「あ、えっと……大丈夫です」

「一組の櫻井さんだよね？　転校生の」

　そう続けられて、小春はぎこちなく頷うなずいた。

「俺は一年四組の三み善よし朔さく也や」

　学徳学園は、中等部から男女のクラスが分かれ、教室も階が違っている。

　一年生の場合、一、二組が、女子のクラスで、三、四組が男子のクラスだ。

「同じ一年生……」

「そう、それで、俺も東京から来た仲間なんだ」

「えっ」

「櫻井さんと違って、俺は今年の春からだけど。だから夏休み明けに、一組に東京からの転校生が来たって噂を聞いた時は、少し嬉うれしかったんだ。友達になれるかなって」

　そう言って警戒心を解きほぐすような屈託のない笑みを見せる彼に、小春も自然と笑顔になる。

「ありがとう、もう大丈夫」

　だからハンカチも大丈夫だよ、と手で示しながら立ち上がろうとすると、彼は小春の手首をつかんで手伝ってくれた。

「着物じゃ、立ち上がるのも大変そう」

「ご、ごめんね。着慣れてなくて」

「でも、すごく似合う。可愛いね」

　微笑むように目を細める朔也に、小春は頰を赤らめた。

「おっと、俺もそろそろ行かないと。一年四組はカフェをやってるんだ。良かったら明日あしたにでも来てね」

　そういう朔也に、小春は「あ、うん」と頷く。

「だから、ハンカチは持ってて」

　朔也はそう言って小春の手にハンカチを握らせ、そのまま急ぎ足で立ち去り、

「で、明日、返しに教室に来てよ」と少し遠くから声を上げる。

「……えっ？」

　小春はハンカチを手に、ぽかんと口を開く。

　そのハンカチは、柴しば犬いぬ柄だった。

　……なんだか、彼にぴったりのハンカチ。三善朔也くんかぁ、と小春が頰を緩ませていると、「おおおお」と愛衣や部員たちがどよめいた。

「ど、どうしたの？」

　小春が詰め寄ると、愛衣が勢いよく振り返る。

「宗次朗さんが一瞬にして、あの子を元に戻したの！　こうやってこうやって」

　愛衣は、人差し指を立てて、そのまま腕を伸ばし、宙に五ご芒ぼう星せいを描く。

　描き終えたところで、腕を曲げ、掌を押し当てるように再び腕を伸ばした。

　続いて部員たちも振り返って、強く頷く。

「そうしたら、その掌が当たってるわけじゃないのに部長がのけ反って」

「五芒星の描き方も、頂点から右下、左上から右横だったね」

　皆がきゃあきゃあと声を上げる中、澪人が部屋の扉を大きく開けた。

「部長さんはようなりました。部員さんたち、入ってもらえますか。宗次朗さんから、ありがたいお説教があるようですわ」

　にこりと笑みを見せる澪人に、部員たちは顔面蒼そう白はくとなりながら、身を縮めて部屋へと入っていく。

　愛衣も自分も怒られよう、と同じような表情で共に部屋へと入っていった。

　皆が部屋に入るのを確認し、澪人は、やれやれ、と肩をすくめながら、廊下に出てきた。

「小春ちゃん、大丈夫？　気分悪ない？」

「大丈夫です。本当に、あの子たちが言った感じで、宗次朗さんが祓はらったんですか？」

　一歩詰め寄って尋ねる小春に、澪人は「そうやで」と頷く。

「あの時、澪人さんは『こうしたことはあなたの方が早い』って宗次朗さんに言ってましたけど、それはどういうことなんですか？」

　さらに尋ねた小春に、澪人は「ああ」と相あい槌づちをうつ。

「あの子の纏まとってる念が『嫉妬』で、宗次朗さんの力の性質が『火』やから、手っ取り早いんや。ああしたもんは、焼き払う方がええいうことやね」

「ち、力の性質？　それってどういうことですか？」

「説明したら長なるんやけど、小春ちゃん、詳しく知りたいん？」

　澪人は小春を見下ろして、首を傾ける。

「は、はい。私、お祖母ばあちゃんのような拝み屋さんになりたいと思っていまして」

　拝み屋志望というからには、今、宗次朗の除霊もちゃんと見ておくべきだったのだろう、と小春はそこまで言って、後悔に目を伏せた。

「……小春ちゃんが、吉乃さんみたいな拝み屋さんに？」

　澪人はぱちりと目を開く。

「は、はい、力不足だということは分かってるんですけど」

「そんなことはありまへんで。そやけど、意外やわ」

「意外？」

「小春ちゃんは、自分の力を嫌がっとったから、なるべく関わらん生き方を選ぶんやないか思うてて」

「最初は嫌でしたけど。でも、特別な力を使って人を助けるお祖母ちゃんの姿がとても素敵だと思ったのと、宗次朗さんが若宮くんの力を借りて、澪人さんを助けたのを見たとき……」

　小春はそこまで言って口をつぐんだ。

　そうだ、あの時……自分は、自分こそが澪人を救いたかったんだ。

　小春はこの時、あの出来事こそ、自分が拝み屋になりたいと決意の背中を押したものであることを自覚した。

　そう、彼を救える自分でありたいと思ったんだ。

　それは──、彼が好きだから。

　あらためて自分の気持ちに気付き、小春の頰は紅潮して、頭から湯気が立ち上る気がして、目を伏せる。

「わ、私も誰かを救える人になれたらって思ったんです」

　俯うつむいたまま真っ赤になって言う小春を前に、澪人はそっと微笑んだ。

「……ほんなら、この話はもっと時間のある時にゆっくり。小春ちゃんも、今はそないに時間あらへんのやろ？」

　そう問われて小春はハッとして、時計を確認した。

「た、大変、もうすぐ休憩時間終わっちゃう」

　あたふたして部屋に顔を突っ込むと、

「まぁ、そういうわけで、面白そうだと思うのは、無理はねぇけど、もう二度と、興味本位で『降霊会』をしたりしないようにな。コックリさんも駄目だぞ、危険な目に遭うからな」

　宗次朗が、説教とは思えない気楽な口調でそう言っている。

　それでも部長を含む部員たち、そして愛衣も真しん摯しな眼まな差ざしで、「はい」と頷いていた。

「あ、愛衣、教室に戻らないと、二時間経つよ」

　手招きをしながら言った小春に、愛衣が弾はじかれたように顔を上げた。

「そ、そっか、もうそんな時間。宗次朗さん、この度は後輩たちが本当にすみませんでした。そして今日はありがとうございました。お先に失礼いたします」

　愛衣は勢いよく頭を下げて、部屋を出た。

「小春、急がなきゃ」

「う、うん、宗次朗さん、澪人さん、時間だからまた。今日はありがとう」

　小春も頭を下げて、バタバタと通路を駆ける。

　澪人と部屋から顔を出した宗次朗は、そんな二人の後ろ姿を眺めながら、肩を上下させる。

　宗次朗は振り返って、今も背筋を伸ばして横一列に並ぶ部員たちを見た。

「まぁ、そんなわけで、これに懲りて二度と霊を呼ぶような真似事はやめるように」

「はい」と皆は声を揃える。

「ただ、別に、不思議なことやオカルトが好きなのが悪いとは俺は思わない。禁術に手を出さずに、今後も楽しんで活動したらいいと思うし、来年の学祭ではもっと違うものが見られるのを期待してるな」

　最後に笑みを見せた宗次朗に、皆は目を輝かせて「はい」と声を揃える。

　それじゃあな、と部屋を出ていこうとすると、「本当にありがとうございました」と皆が頭を下げた。

　宗次朗は片手を上げて部屋を出て、澪人と共に廊下を歩きながら、首を傾げる。

「しっかし、変だよな」

「ええ、ほんまですね。あんなお遊びみたいな降霊会で、あないなもんがくるって」

「古い建物ってのもあったのかもしれないけどな。かび臭いような古い想念だったし」

　宗次朗は外に出て、塔を見上げる。

「そうですね。そやけど……」

　澪人はそう洩もらして、「ま、よろしいわ」と宗次朗を見た。

「話は変わりまして、小春ちゃん、『拝み屋』になりたい言うてましたけど、宗次朗さんは聞いたはります？」

「ああ、とっくに。っていうか、お前聞いてなかったのか？」

「ええ、さっき、初めて聞きました。どう思わはりました？」

「んー、まあ、俺もばーさんも、複雑なキモチ」

「でしょうね」

　澪人はくすりと笑う。

「そやけど、僕は嬉うれしかったです。今や『賀茂家の為に』て気持ちはあらしまへんのやけど、素直に『嬉しい』思いました」

「染みついてんだな」と宗次朗は笑う。

「そうかもしれまへん。そやけど、それだけやないです」

「他に何かあるのか？」

「……とりあえず、吉乃さんに相談しよ思うてます」

　澪人はそう言って口角を上げ、夕焼けに染まる空を仰いだ。




　小春と愛衣が教室に戻る頃、三善朔也も自身のクラスである一年四組の教室に戻っていた。

　男子ばかりのクラスメイト達は朔也を見るなり、「あー、お前」と不服そうな声を上げた。一年四組の出し物は、『わんこカフェ』であり、皆、頭に犬の耳をつけて、腰にはエプロンをつけている。

「休憩長くねーか？」

「悪い。オカ研があの塔でなんかやるって話を聞いて、面白そうだと思って」と朔也は悪びれずに言って、頭に犬耳のカチューシャをつけた。

「あの塔の中で？　さすがオカ研、恐れ知らずだな」

　怖おじ気けづいたように言うクラスメイトに、朔也は「怖がりか」と笑う。

「で、なんか面白いことあったのか？」

「面白いっちゃ面白いけど。オカ研の女の子が自己催眠というか、自己暗示にかかって変な感じになって、ちょっと騒動になってた」

「え、マジで？　それ、面白すぎじゃね？」

「でも、中学生の女の子だから、なんだか痛々しくて見てられなかったつーか、後味の悪い感じ」と朔也はエプロンをつけながら、肩をすくめる。

「いや、やっぱあの塔やばいんじゃね？　行かなきゃ良かったな」

「うーん、でも、ちょっと前から気になってた子と接近できたから、チャラかな」

「気になってた子って？」

「一組の転校生ちゃん」

　そう言って朔也は、にこりと笑った。





三






　学徳学園の文化祭、『楓祭』は、滞りなく終えた。

　小春のクラスは評判の良かったクラス数組に与えられる『楓賞』を受賞し、クラスメイト皆で喜び合い、楽しい青春の一ページを綴つづることができた。

　学祭の翌日は、振替休日であり、小春はその疲れから、泥のように眠り、なかなか起き上がることができずにいた。

　起きて、店の手伝いをしなきゃいけないのに眠くて起き上がれない、と夢うつつにそう思う。

　起きなければ、でも眠いという状態を繰り返す内、再び『あの夢』を見た。

　自分は何かの務めを終えて、部屋に戻ったところ。

　畳の上に座り、そわそわと落ち着かない気持ちでいた。

　きっと、もうすぐ、あの方が来てくれる。

　そんな風に思っている。

　その時、『入っても良いでしょうか？』と青年の声がした。

『はい』と頷うなずき、お待ち申し上げておりました、と心の中で付け加え、頭を下げる。

　すると、その青年が姿を現す。

　高鳴る鼓動を押し隠しながら、ゆっくりと顔を上げた。

　相変わらずその青年の顔が見えない。

　どうか、お顔を……お顔を見せてください。

　懇願するような気持ちで手を伸ばすと、誰かがその手をつかんだ。

　リアルな感触に、小春は夢から覚めて、ぱちりと瞼まぶたを開く。

　目に映るのは、澪人が自分の手を取っている姿であり、

「はうっ」

　小春は間抜けな声を上げて、勢いよく上体を起こした。

　どうしてここに彼がいるのか。まだ自分は夢を見ているのだろうか、と小春は混乱しながら澪人を見ると、彼は申し訳なさそうに苦笑した。

「驚かせてかんにん。ノックをして、『入ってもよろしい？』て聞いたら、小春ちゃん、『はい』言うたから」

「……あ」と小春は口を開けた。

　あの声は、現実だったのか、と額に手を当てる。

　部屋の扉は開いたままであり、澪人らしさを感じさせた。

「え、えっと、こんな早い時間にどうされました？」

　小春は動揺で何もかも分からないまま、髪を手で整えつつ尋ねる。

「早いて。もう、十一時半やで」

　澪人は、ふふふ、と笑う。

「へっ？」

　小春は時計を確認して、また大きく口を開いた。

　起きなければ、でも眠い、を何度も繰り返していたけれど、まさかこんな時間まで寝ていたなんて、と小春は自分で驚きを隠せない。

「小春ちゃん、疲れてたんやね。ほんま、かんにん」

「い、いえ、そんな。あの、私に何か」

「ご挨あい拶さつに」

「挨拶？」

　首を傾げる小春を前に、澪人は正座をして姿勢を正す。

「今日から僕、この家に下宿させてもらうことになりました。小春ちゃん、これからどうぞよろしゅうに」

　そう言って深々と頭を下げた。

「──えっ？」

　その言葉は、ちゃんと耳に入ったが、理解するまでには時間がかかった。

　澪人がこの家に下宿をするとはどういうことだろう。

「こんなとんでもないわがままを吉乃さんもかまへんよって言うてくれまして」

「え、えっと、どうしてですか？　もしかして、ご家族と何かあったんですか？」

　あの確執から、賀茂家と決裂し家にいられなくなったのだろうか、と小春は懸念し、身を乗り出す。

「いやいや、ちゃいます。そんなんやあらへん」

「そ、それならどうして？」

　かつて澪人の姉の杏奈が、ここに数日泊まりたいと言っただけで、『そんな図ずう々ずうしい』と怒っていた彼だ。きっと何もないのに自宅を出て、ここの家で世話になろうなんて、思わないだろう。

「小春ちゃんの側にいたい、思いました」

　そう言った澪人に、小春は「へっ」と間抜けな声を上げた。

「小春ちゃんが、吉乃さんみたいな拝み屋になりたい、言うたんを聞いて、僕の力が残されたのは、もしかしたら小春ちゃんをサポートするために必要やったんやないかと思うたんよ。しばらくの間、僕は小春ちゃんの側にいて、おこがましくも指南役を務めさせていただけたらと思うてます。ほんまよろしゅうお願い申し上げます」

　再び頭を下げる澪人に、小春は、あわわ、と目を泳がせる。

「え、ええと、頭なんて下げないでください。あの、『しばらく』ってどのくらいですか？」

「それは、今の時点では分からへんけど。僕という指南役があなたに必要のうなったと感じましたら、僕は帰ります」

「……は、はぁ」

「そやけど、これは僕の勝手な申し出やねんで、すべては小春ちゃんが『ええ』ていうてくれたらの話です。小春ちゃんはどないに思わはりますか？」

　澪人はそう言って、小春を見た。

　あまりに真剣な眼まな差ざしに気け圧おされる。

「それはつまり、澪人さんが私の、住み込みの拝み屋家庭教師になってくれるということですよね？」

「そうやね」

　ふっ、と澪人は表情を緩ませる。

　本当に突拍子もないことだが、彼も決意を固めて、こうして申し出てくれたのだろう、と小春は思った。

「そ、それはとてもありがたいです。澪人さんさえ良ければ、どうぞよろしくお願いします」

　小春も自分がいまパジャマ姿であることも忘れて、ベッドを下りてラグマットの上に正座をし、澪人に向かって頭を下げた。

「良かった、小春ちゃん。ほんまによろしゅうに」

　澪人は小春の手を取って、嬉うれしそうに微笑む。

「は、はい」

　澪人に手を取られて、小春は逸はやる鼓動に目も合わせられずに頷く。

「ほんで、小春ちゃん、まだ眠いのん？」

「い、いえ、もう大丈夫です」

　眠気も吹っ飛びました、と首を振った。

「そんな無理せんでええよ。人が異常に眠いと感じる時は、『魂が成長するとき』言われてるんですわ」

「魂の成長？」

「そうやねん。自分をサポートしてくれている存在たちが、より高次の存在と入れ替わる時にそんな風になったりすんねんで。そやから、うんと眠い時期が続いたあと、心身ともにぐんと成長したり、大きな良い出来事が起こったりするんやで」

「そ、そうなんですね」

「そうや。許される状況なら、眠った方がええんですわ」

「それは知らなかったです」

「なんなら、僕が寝かしつけしよか」

「へっ？」

「横になってええよ。背中ぽんぽんてしたげるわ」

　手を取ったままグイッと迫る澪人に、小春は頭が真っ白になり、再び目をぐるぐると泳がせていると、パンッと弾はじかれたような音が響いた。

　顔を上げると、水干姿の愛らしい少年・若宮が閉じた扇で、澪人の頭を叩たたきつけている。

『小春さんが困っているでしょう？　あなたは一体何をしようとしてるんですか』

　扇を手に若宮は冷ややかな目で、澪人を見下ろす。

「あなたの気配を感じるのに、姿を現さへんから」

　ふふふ、と笑う澪人に、若宮は、むぅ、と口を尖とがらせた。

『……なるほど、僕を引きずり出すために。仕返しですか？』

　若宮は扇を開いて、口くち許もとを隠しながらにこりと目を細める。

「仕返しなんて、そんな。あなたには、ほんまに感謝してます。ほんでも、いはるのに出て来はらへんから。まぁ、なんや、言うなら、『いけず返し』やろか」

『十分根に持っていて、仕返しじゃないですか。……まぁ、僕にいけず返しするのは構いません。ですが、小春さんに同どう衾きんを迫るなんて考えられません』

「そんなん迫っておりまへん。背中ぽんぽんしよか、言うただけです」

『背中ぽんぽんって。若い人間の男が何を言いますか』

　呆あきれたように息をつく若宮に、澪人は肩をすくめる。

「まるで、人間の男だけが俗っぽい言い様しはりますけど、神様かて、俗っぽいことしはりますでしょう？　よう眷けん属ぞく神に誘われますよ。あれ、困ってるんです。注意したってもらえませんか？」

『……この世の理ことわりはすべて鏡。そういうものを引き寄せるあなたに問題があるんです。いつだって力を欲しているからでしょう？』

　そう言った若宮に、澪人はグッと言葉を詰まらせ、二人は視線を合わせたまま何も言わない。

　小春はそんな二人を前に、あわわ、と目を泳がせ、

「ふ、二人とも、とりあえず着替えますので、部屋を出てください！」と真っ赤になって声を上げる。

　それは前途多難を感じずにはいられない、澪人との同居生活一日目のことだった。








第三章　お香とサインとオルゴール。
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　澪人が祇園の櫻井家に来て、二日目の朝。

　小春はいつものように朝六時に起きて、空気の入れ替えをすべく、ほんの少し窓を開ける。すると、外からサッサと箒ほうきで掃く音が耳に届いた。

　吉乃がこんなに早くに外を掃いているなんて珍しい、と下に目を向けると、澪人が竹箒を手に、掃き掃除をしている。

「…………」

　そうだ、彼は今、この家にいるんだった。

　ぼさぼさ頭を見られては困ると、小春は慌てて窓から離れた。

　制服のスカートとブラウスだけを着て、鏡の前で髪を丁寧に整えて部屋を出ると、光るほどに磨かれている廊下が目に映る。

　どうして、こんなに床が綺き麗れいなんだろう、と首を傾げながら廊下を歩く。

　小春はそのまま洗面所に入り、いつもより念入りに身支度をした。

　鏡を確認して、「うん」と頷うなずき、居間に入る前に足を止めて、今一度指先で前髪を直し、「おはよう」と顔を出す。

　ちゃぶ台の前に座る宗次朗が、「おう」と声を上げ、台所に立つ吉乃が、「おはよう、小春」と振り返った。

　そんな吉乃の横には、澪人の姿。

　やはりすでに、掃き掃除を終えていたようで、朝食の準備を手伝っている。

「小春ちゃん、おはようございます」

「ほんなら、このベーコンエッグとサラダが載った皿、運ばせてもらいますね」

「おおきに、澪人ちゃん」

　居間の畳も光っていて、今までとは違う朝の光景に、小春はぽかんと立ち尽くす。

「お、おはようございます」と、小春はあらためてぎこちなく会釈を返し、冷蔵庫からドレッシングやオレンジジュースを取り出してちゃぶ台に運んだ。

　その間、宗次朗はいつものように、新聞を手に朝のニュース番組を眺めながら、コーヒーを口に運んでいた。

「澪人ちゃん、パンやけどかんにん。賀茂の家では和食やろ。そやけど、うちはいつも朝はパンやね」

　吉乃は焼き上がったトーストをちゃぶ台に並べて、澪人を見た。

『かんにん』と言いつつ、ちっとも朝のパン食を改める気はなさそうだ。祖母は基本的にパンが好きなのだ。

「うちはみんな忙しいさかい、揃って朝食を食べたりせぇしまへん。各々食べたいものを食べてます。そやから、みんなでこうして食べられるのは楽しいですし、吉乃さんの作ってくれはるものは、なんでも嬉しいです」

　眩まぶしいほどの笑顔でそんな風に言う澪人に、吉乃は、ふふふ、と笑う。

「また、澪人ちゃんはお上手言うて。ほら、聞いたか、宗次朗！　私の作るもんはなんでも美味おいしいやて」

　吉乃は、ざまぁみろ、という様子で宗次朗の方を向くと、

「美味しいじゃなくて、嬉しいだろ。勝手にねつ造すんな」

　宗次朗は新聞に目を落としたまま、そう告げる。

　宗次朗は、澪人の下宿に手放しで賛成というわけではないようだ。

　かと言って、表立って反対もしていない。

「ほんで、廊下の床と畳に階段まで磨いてもろて」

　吉乃もちゃぶ台につきながら、また申し訳なさそうに言う。

　なんと、廊下の床や畳が綺麗なのは、彼がしたことだったのか、と小春は驚いた。

「いえ、これは賀茂の家でもやってたことです」

　そう言いながらちゃぶ台の前に座る澪人に、小春は瞬く。

「えっ、賀茂の家でもやっていることなんですか？」

「そうやで。小春ちゃん、よう聞いてや。『気の流れ』を良くするには、『地』を清浄にせなあかん。すなわち、床が綺麗であることで空気を良くするんよ。格式の高い神社仏閣の床は、いつもピカピカに磨かれてるやろ？」

「あ、そうですね」と小春は、神社の床を思い浮かべながら頷く。

「掃除の方法は簡単や。粗塩を撒まいて、箒で掃き、ほんできっちり拭ふく。これで完かん璧ぺきやで」

　きりっとした目で言う澪人に、小春の頰がひきつる。

　たしかに難しくはないことだが、それを毎日するとなると、なかなか腰が上がらないものだ。

「別に毎日しぃひんでもええのやけど、鬱うつ々とした気分を変えとなったり、運気を上げたい思うた時は、とりあえず三日続けたらええよ。病は気から、気を良くするには床、つまりは『地』からやで」

　小春はまるで澪人に心でも読まれたかのような気持ちになりながら、

「は、はい」と頷く。

　病は気から、気を良くするには『地』から。

　小春は心の中で復唱する。

　澪人が自分の指南役として同居を申し出たことに戸惑った小春だったが、共に生活することによって、こうしてふとした時に、様々なことを教えられると思ってのこと、つまり普段の生活で、浸透させるように教えたいと考えてのことかもしれない。

「でもよぉ、床なんてピカピカじゃなくても、俺は運気隆々だけどな」

　いつも朝食を食べない宗次朗は、畳にごろんと横たわり、肘ひじ枕まくらをして澪人を見る。

「小春ちゃん、良いと言われることを伝えたとき、こう言うてくる人は割とたくさんおります。そういう時は、決して否定せずに、『そうですね、あなたはそうやと思います。そやけど、この話はそんなあなたにも何かがあった時に、役立つかもしれへんから、心の片隅に留めておいてくださいね』と言うてあげてください」

　笑顔のまま言う澪人に、「はい」と小春は真顔で頷く。

「おい、俺を教材に使ってんじゃねーよ！」

　勢いよく上体を起こした宗次朗に、吉乃が「あほ」と肩をすくめる。

「まぁ、澪人ちゃんも小春もはよ食べよし」

「ほんまですね、いただきます」

「いただきます」

　皆で手を合わせて、朝食を食べ始めた。

「澪人さんも朝から大学ですか？」

　もしかしたら、一緒に通学することになるのだろうか、と尋ねる小春に、澪人は首を振る。

「僕は今日、休ませてもらいます。お借りした部屋を使いやすく整理してもええって、吉乃さんが言うてくれて」

　そう言った澪人に、すかさず宗次朗が口を開いた。

「ばーさんが、『空いてる部屋はいっぱいあるし、下宿はかまへんけど、自分できっちりきっちり掃除してや』って言ったからな」

「なんや、人聞きの悪い言い方やな。きっちりきっちりなんて二回も言うてへん」

「一回は言っただろ」

「覚えてへん」

　相変わらずな二人に、小春は「もう」と洩もらす。

「それより、小春。はよ、食べんと、遅刻するで」

　そう続けた吉乃に、小春は「へっ」と時計を見て、「た、大変、いただきます」と手を合わせ、急いでパンを口に運んだ。

「かんにん、小春ちゃん。自分が休みやさかい、なんやのんびり話してしもて」

「い、いえ、大丈夫です」

　どう見ても大丈夫ではない様子で、朝食を食べる小春の姿に、皆は顔を見合わせて、くっくと笑った。





二






　小春が「おはよう」と、教室に入ると、学祭で燃え尽きたのか、そこはなんともいえない脱力した空気に包まれていた。

「おはよう、櫻井さん」

　返される声も、いつよりも覇気がない。

「なんか気が抜けちゃったねぇ」

　そんな風に話すクラスメイトもいた。

　疲れが出たのか、休みの生徒も数名いる。その中に、愛衣も入っていた。

『熱出たから今日は休むね』

　小春のスマホには、そんな愛衣からのメッセージが入っていた。

『疲れが出たんだね。お大事にね』と小春は返信する。

　いつも一緒に行動している愛衣が休みになったことで、急に一人になった感覚に襲われたが、それが嫌というわけではなかった。

　他のクラスメイトとも普通に仲良くしていて、声をかけたなら一緒に行動もできるだろうが、一人気ままに過ごすのも良い。

　そうだ、休憩時間は図書室に行って本を借りてこよう、と小春は窓の外に目を向ける。

　校舎の向こうに三角屋根の小さな建物が見える。

　それが、図書室だ。

　この学園の図書室は高校生と大学生が兼用で利用していることから、高等部と大学部の中間にあり、校舎同様、煉れん瓦が造りの洋風建築で三角屋根が印象的なまるで異国の教会のような佇たたずまいだった。

　小春は窓の外を眺めながら、うん、と頷うなずいた。




　澪人は八坂神社、辰巳稲荷を詣まいり、再び『さくら庵』二階の櫻井家に戻って、自分に与えられた部屋の前まで来て足を止める。

『さくら庵』二階の櫻井家は長い廊下があり、その左右に居間を含む和室がいくつか並んでいた。この家はさほど大きくはないが、『下宿屋もできるね』と言われるほどに、部屋数はある。廊下の突き当たりには、小春の部屋。その左右両隣に宗次朗と吉乃の部屋があり、澪人の部屋は吉乃の隣だった。

「掃除させてもらいます。あらためてよろしゅうお願いいたします」

　澪人は部屋を前に手を合わせて一礼をし、襖ふすまを全開にした。

　そこは、畳八畳の和室で、ずっと使われていない古い座卓に鏡台がある。

　襖に続いて、窓も全開にしていると、吉乃がひょっこりと顔を出した。

「澪人ちゃん、掃除いうても埃ほこり取るくらいやろ」

「そやね。あと、吉乃さんさえ良ければ、押し入れを整理してもいいですか。一時的に僕の荷物も入れさせてもらいたいんで」

「そやけど、押し入れの中はいっぱいやで。今流行はやりの断捨離せな思うてんけど、なかなか」

　そう言って押し入れの襖を開けると、たくさんの箱が詰め込まれていた。

「……ほんま、断捨離はした方がええですよ」

　明らかに不要な物の集まりに、澪人はそっと目を細めた。

「ほんまやなぁ。まぁ、その内な」と吉乃は悪びれずに笑う。

「とりあえず、中の整理はできますわ。やらしてもろてもいいですか？」

「そら、助かるわ、おおきに」

　愉たのしげに言う吉乃に、澪人は押し入れの柱にそっと手を触れた。

「そういや、吉乃さん、この押し入れの中に『何か』ありまへんか？」

「何かて？」

「僕、昨夜ここで寝てましたら、なんや押し入れから音楽が聞こえるんです」

「……音楽て。笛とか琴とか、楽器の音かいな」

　吉乃も『人ならざる者』が奏でる音楽を耳にしたことがある為、即座に真顔になる。

「ちゃいます。なんていうんやろ、オルゴールみたいな機械的な音でした」

「オルゴール……」

　吉乃はそう洩らして、顔をしかめた。




　昼休憩時間、小春は予定通り図書室へと足を運んだ。

　三角屋根が印象的な、まるで教会のような図書室に足を踏み入れると、今日も室内にはクラシック音楽が流れていて、とても静かに読書や勉強をしている大学生たちの姿が見える。

　あいかわらず、素敵な図書室、と胸を弾ませながら小春は書棚に目を向ける。

「あ、これ……」

　ずっと追いかけていたシリーズだ、と美しい装丁の単行本を手に取った。

　もう、こんなに続きが出ていたんだ。

　パラパラとページをめくりながら、頰が緩む。

　元々、小春は読書好きだったが、ここ一年は、自分のことでいっぱいいっぱいで、本を読むことから離れてしまっていた。

　嬉うれしい、読む楽しみができた。

　この本は買い揃えていたものだから、書店で買おう、と棚に戻す。

　思えば、このシリーズの一巻と出会ったのは、学校の図書室だった。

　あまりに気に入ったので購入に至り、以降シリーズを買い揃えている。

　本当に好きな本は、自分の部屋の棚に並べたいし、何度も読み返したい。何より、買ってきたばかりの真新しい本を開く胸のときめきは、何ものにもかえがたいものがあった。

　小春にとって、図書館や図書室は、ずっと付き合っていきたいと思わせてくれる、そんなお気に入りの一冊に出会える場でもある。

　たくさんの本の背表紙を眺めながら、ぐるりと室内を見て回っていると、奥へと続く扉があることに気が付いた。

『最優秀作品展示室』と扉に札がついている。

「…………？」

　最優秀作品って、なんだろう？

　首を傾けながら扉を開けると、そこにも広い部屋があり、数人の生徒の姿があった。

　展示されているのは、歴代の生徒による創作物。

　木彫りの龍りゆうであったり、着物だったり、壁掛け時計だったり、様々な創作物が年代順に展示されている。

　夏休みの工作の最優秀作品でも並べているんだろうか、と小春は興味深く展示品を眺めていく。

　小春は今から四十年以上前の作品の前で、足を止める。

　そこには、観覧車の玩具おもちやがあった。

　観覧車といっても、ゴンドラが馬車や馬とファンタジックなデザインになっている。

　一言でいうと、メリーゴーランドを観覧車に変えたようなイメージだ。

　なおかつ、これはオルゴールでもあった。観覧車が回ることで、音楽が流れ出し、まるで鳩時計のように中央から小鳥が姿を現す。

　作品タイトルは『からくりオルゴール』。

　すごい、と息を漏らした小春だが、それよりも驚いたのは、その名前だ。

『三年二組　賀茂吉乃』

「……うそ」

　祖母の名に、小春は瞬く。

　そういえば、祖母はこの学園の学長と学友だったという話を聞いたことがある。吉乃も学徳学園の生徒だったんだ。

　小春が『からくりオルゴール』を凝視していると、

「コハちゃん」

　誰かが真横にいて、顔を覗のぞいている。

「っ！」

　小春は驚いて跳ねるように仰のけ反った。

「そんなに、驚かないでよ」

　くすくすと笑うのは、学祭の『オカ研』騒動で出会った三善朔也。

「み、三善くん」

「はい、三善くんです」と敬礼のポーズをとる。

「あの時はハンカチ、ありがとう」

　小春はぎこちなく会釈した。

「あー、いや。ごめんね、コハちゃん、せっかくハンカチ返しにうちのクラスに来てくれたのに、俺忙しくて」

　そう、小春は学祭最終日であるその翌日に、ハンカチを返しに、三善朔也のクラス、一年四組の教室を訪れた。

　そのクラスでは、『わんこカフェ』をしていて、男子たちが犬耳のカチューシャをつけて接客をしているからか、なかなかの盛況で入ることもできず、とりあえず彼を呼んでもらって、お礼を言ってハンカチを返すことはできた。

『コハちゃん、今すぐ席用意するから、お茶飲んでいってよ。東京の話したいし』

　その時、彼はそう言ったものの、小春は『みんな並んでるのに、そんな』と首を振り、会釈だけして教室を後にしたのだった。

　一度顔を合わせて話しただけというのに、いつの間にか『小春』を『コハちゃん』と略された愛称で呼ばれるのも抵抗を感じる。

　こう言ってはなんだけど、距離感を無視してグイグイくる人は、少し苦手だ。

　そういう意味では愛衣くらい警戒心が強いタイプの方が、自分には合っているのだろう、と小春は思いながら、「どうも」と会釈して立ち去ろうとすると、

「ここの作品、卒業記念作品なんだって」

　朔也は部屋をぐるりと見回しながら、そう言った。

「……卒業記念作品？」

　小春は足を止めて振り返る。

「そう。高等部三年生になったら、自分の好きな物を何か作るんだって」

「自分の好きなもの、って？」

「なんでもいいらしいよ。たとえば裁縫が得意な人は着物を縫ったり、絵を描くのが得意な人は絵を描いたり、工作だったり、作曲だったり、執筆だったり、本当になんでもいいから、自分の特技を活いかせる何かを作って出して、生徒の投票で男女各一作、最優秀作品が決められて、ここに展示されるんだって」

　そう話す朔也に、小春は「へぇ」と相あい槌づちをうつ。

　つまり、吉乃が作った作品は、学年の最優秀作品に選ばれたということ。

　それはすごいことだ。

　だけど、これは素晴らしいし、納得の作品かもしれない。

　感心しながら、再び『からくりオルゴール』を眺める。

「あれ？」

　あらためて見ると他の年の最優秀作は男女各一作ずつ展示されているのに、吉乃の年だけは、一作だけ。つまりは吉乃の作品だけだ。

「どうしたの？」と朔也が顔を覗く。

「あ、この年の最優秀作だけ、一作だけだと思って」

「ああ、この年は連名みたいだよ。男女の合同作品だって」

　朔也はそう言って、壁に貼られた説明文を指す。

「えっ？」

　よく見ると、作品を挟んで左右に名前が置かれていた。

　ひとつは『賀茂吉乃』。もうひとつは『東とう堂どう周しゆう平へい』。

『からくりオルゴール。観覧車の制作を賀茂吉乃が担当し、オルゴールを東堂周平が担当しました』

　そんな説明文が壁に貼られている。その下に、総評も。

『まず、目を奪われたのは、メリーゴーランドのような観覧車。鳩時計のように出て来る小鳥。これだけで夢見心地になり、見る者をわくわくさせてくれるというのに、これがオルゴールとなっているから、さらに驚かされた。しかし、もうひとつ驚きがあった。各ゴンドラに、シリンダーが載せられていて、気分によって曲を変えられるのだ。曲はすべてビバルディ。春、夏、秋、冬、と四曲のシリンダーが用意されている。しかし、ゴンドラは五つ。五つ目のゴンドラには、シリンダーが載っていない。それはおそらく、このオルゴールを手にした者に、好きな曲を選ばせようという思いがあるのかもしれない。そんな想像力さえ搔かき立てられるこの作品は、飛び抜けた票を集めて、最優秀作品に選ばれた、秀逸の作品である』

「……へぇ」と小春は洩もらす。

「やっぱり、カップルだったのかなぁ」

　作品を見詰めたままそう言う朔也に、小春は驚いた。

「カップル？」

「この賀茂吉乃って子と、東堂周平って人。うちの学園って昔から男女ごとにクラスが分けられてるのに、こうやって一緒に作るなんてさ。なんか恋の匂いがする」

　朔也は手で扇あおいで嗅かぐようにしながら、愉たのしげに笑う。

「…………」

　カップルなんて、そんなことあるはずがない。

　祖母は、祖父に一ひと目め惚ぼれして結婚したんだ。

　いや、その前の話となると、分からない。

　小春はドキドキしながら、ジャケットを脱いで、テーブルの空いているスペースに畳んで置いた。

　ポケットに御守が入っているためだ。知りたくないような気持ちもあるが、どうしても確認したかった。

「え、コハちゃん、いきなりどうしたの？　暑かった？」

「う、うん、ちょっと」

　小春は彼の言葉を聞き流して、そっと『からくりオルゴール』に手を触れる。

　その瞬間、『ちりりん、ちりりん』と予鈴が鳴って、小春は手を離した。

「────っ」

　ちょっと、触れただけでも分かってしまった。

　この作品には、たくさんの恋心が詰まっている。

　朔也の言う通り、吉乃はおそらく、東堂周平という人に恋をしていたのだろう。

　ばくばくと心臓が音を立てる。

「ね、コハちゃん、そろそろ行かないと」

　ぽんっと肩を叩たたかれて、「あ、うん」と小春は思わず彼と目を合わせた。

　しまった、と思ったのも束つかの間……。

　小春は戸惑いを感じた。

　朔也は小春のジャケットを取って、「はい」と手渡してくれる。

「あ、ありがとう」

　小春はぎこちなくジャケットを受け取って、羽織る。

「さっ、急ごう」

　早足で歩き出した朔也の後ろ姿を眺めながら、小春は、ごくりと息を吞む。

　どうしてだろう？

　彼としっかり目を合わせたというのに、心の声がまったく聞こえなかった。




　その頃、櫻井家では──。

　しばし、思い出せないと顔をしかめていた吉乃だったが、急に目を大きく開いて、ああ、と手を打った。

「そうや、あれかもわからへん」

　吉乃は身を乗り出して、押し入れの中にある小さな引き出しから、金属の筒を取り出した。

「これかもしれへんわ」と、吉乃は澪人に見せる。

「これは、オルゴールのシリンダー？」

「そうやねん。本体は別のトコにあってな」

　吉乃は、ふふふ、と得意げに笑った。

　その笑みを見て、澪人は思い出したように相槌をうつ。

「もしかして、卒業記念作品のあのオルゴールですか？」

「そうそう。懐かしいわ」

　吉乃は、遠い昔に想いを馳はせるように、手の中のシリンダーに目を落とす。

「これは、なんの音楽ですか？」

「ショパンやね」

「ショパン」と澪人はぱちりと目を開いた。

「確か卒業記念作品であるオルゴールに設置されていた曲はすべてビバルディやったんですよね。そやけど、これはショパンなんですか？」

　あらためて確認する澪人に、吉乃は「そうや」と頷うなずく。

「まぁ、今で言う、私の『失恋ソング』ならぬ『失恋メロディ』やね」

　吉乃は冗談っぽく言い、シリンダーを澪人に見せる。

「……ほんなら、これはもしかして、『別れの曲』ですか？」

　話しながら夢うつつに聞こえてきていたメロディを思い返しながら尋ねた澪人に、吉乃は少し遠くを見るような目を見せて、「そうや」と頷く。

「てっきり茂さんが、吉乃さんの最初の恋の相手か思うてましたわ」

「私かて恋の経験くらいはあんねんで。まぁ、ただの片恋で終わったんやけど」

「そうでしたか」

「……高校も卒業間近で毎日見合い話が山のように届く中、その人に振られて自棄やけになって、『誰でもええから、結婚する』てな、自分も見合いに乗り気になって、ほんで結果的に茂さんに決めたんよ。まぁ、勢いやな」

「えっ、ほんまですか？」

　驚きに瞬く澪人に、「最初はな」と吉乃はいたずらに微笑む。

　その時、階下から、「おーい、客が呼んでるぞ」と宗次朗の声が届き、吉乃はハッとした様子で顔を上げる。

「あかんあかん、店番、宗次朗に少しの間替わってもらってたんやった。ほんなら、澪人ちゃん、適当にな。掃除用具は何使つこうてもええし」

「はい、おおきに」

「ほんで、これしもといて」と、吉乃はシリンダーを澪人に手渡す。

「分かりました。吉乃さん、これ、少し預からせてもろてもいいですか？」

　意味深な視線を送る澪人に、吉乃は一瞬目を伏せるも、「ええよ」と頷く。

「おおきに」

　澪人はシリンダーを受け取って、にこりと微笑んだ。





三






　吉乃の作った作品に手を触れたことで、当時の祖母が抱いていた恋心を受け取ってしまった小春は、複雑な気持ちを抱きながら、帰り道を歩いていた。

　少なからず、ショックを受けている自分に小春は苦笑する。

　祖母にだって、若い頃があり、誰かと恋愛した過去くらいあって当然だ。

　だが、亡くなった祖父・茂を強く慕っている祖母のイメージしかない小春にとって、どうしても裏切られたような感覚が襲う。

　だめだめ、と小春は頭を振る。

　自分自身、以前の学校では好きな人がいて、今は澪人が好きなのだ。人の気持ちは移り変わって当然のこと。何を勝手に裏切られた気持ちになっているというのか。

　言い聞かせるように祇園の町を歩いていると和雑貨店『さくら庵』の店先で、澪人が竹たけ箒ぼうきを手にザッザッと道を掃いている姿が見えた。

「小春ちゃん、お帰り」

　小春の姿に気付いた澪人が、顔を上げて目を弓なりに細める。

　そうだ、今家には彼がいるんだった。

　藍あい色いろの着流しに白いエプロンを腰につけて微笑む澪人の姿に、ノックアウトされて、そのまま倒れてしまいそうな感覚に襲われつつ、小春はぎこちなく会釈を返す。

「た、ただいま帰りました」

「なんか学校であったん？」

「どうしてですか？」と小春は驚いて、澪人を見上げた。

「浮かない顔してるさかい」

「……その、たいしたことではないんです。今日、図書室の奥の部屋でお祖母ばあちゃんの作った卒業記念作品を見まして」

　ためらいがちに言う小春に、澪人はぱちりと目を開いた。

「観覧車型のオルゴール？」

「あ、そうです、『からくりオルゴール』。澪人さんもご存じでしたか？」

「そやね、その作品自体は前々から知ってるんやけど……これは、また奇遇やなぁ」

「奇遇？」

「いや、『奇遇』やないんやけど。追及せなあかんって『お知らせ』やな」

　竹箒を手に、うんうん、と頷く澪人に、小春は首を傾げる。

「どういうことですか？」

「まぁ、後でゆっくり。それより小春ちゃん、もうすぐ夕食やで」

「あ、はい」

　小春は頷いて、暖簾のれんをくぐり、「ただいまー」と声を上げた。




　小春はいつも帰宅して、皆に「ただいま」と挨あい拶さつをしたあと、食事の前にお風ふ呂ろに入る。

　それは帰宅する少し前に、店が閉店時間を迎えるため、夕食準備がまだできておらず、手伝おうとするも、『台所には宗次朗もおるし、夕食の手伝いは休みの日だけでええよ。今のうちに、お風呂に入ってきよし』と言ってもらってから、習慣になったものだ。

　入浴後はパジャマ替わりにしているジャージやスウェットを着て、夕食を食べ、食後に後片付けをするのがいつもの流れだ。

　しかし、澪人が家にいる今、ジャージやスウェットを着るのは抵抗があり、入浴後も、普段着ではあるものの、そこそこに可愛い服を着用してしまう。

　ゆったりとしたセーターにレギンスを合わせて、もう寝るだけだというのに、髪を整えて、居間に顔を出すと、すでに夕食の準備ができていた。

　ちゃぶ台の上には、水菜や白菜、九条ねぎにしらたき、たくさんのきのこ。中央に土ど鍋なべがあり、湯気を立てている。

「わぁ、今日は鍋？」

「そやで、寒なってきたから、鳥の水炊きや」

　器にぽんずを注ぎながら言う吉乃に、小春は目め尻じりをさげてちゃぶ台の前に座る。

「嬉うれしい。美味おいしそう」

　向かい側に吉乃、左側に澪人、右側に宗次朗が座っている。自然とこの配置だ。

「ほんなら、食べよ。いただきます」

　いただきます、と、皆で手を合わせて食べ始める。

「小春ちゃん、もみじおろし取ってもらえる？」

「あ、はい」

　小春が、近くにあったもみじおろしが入った皿を手渡すと、

「そのもみじおろしは、俺の手製だからな」

　宗次朗が、ふふん、と得意げな目を見せる。

「そら、楽しみやわ。宗次朗さんの作るものは、なんでも美味しいし」

　微笑んで言う澪人に、宗次朗は勢いよく吉乃を見た。

「おい、聞いたか、ばーさんには『なんでも嬉しい』って言って、俺には『なんでも美味しい』って言ったぞ」

「そやね」吉乃はしれっと相あい槌づちをうつ。

「さては澪人、お前は意外に正直者か」

「どうでしょう。噓つかんでええとこでは、噓つきまへんけど、まぁ、大概噓つきですわ」

　さらりと言う澪人に、小春はむせた。

「う、噓つきなんですか？」

「ええ、ここでは、噓つく必要ありまへんけど、学校や外では見えるものを見えへん振りしなあかんし、分かることも分からん言わなあきまへん。そうやって、物心ついた時から、噓ばかりついてます」

　澪人は茶ちや碗わんを手に、まるでなんでもないことのように言う。

　そんな澪人を前に、小春は言葉を詰まらせた。

　幼い頃から普通の人には見えないものが見えて、聞こえない音が聞こえてきた彼は、これまでどれだけの苦労や傷を背負ってきたというのか。

　小春自身、急に心の声が聞こえるようになったことで、苦しい思いをしてきただけに、澪人の言葉が刺さり、胸がずきずきと痛んだ。

「ああ、小春ちゃん、そんな顔させてしもてかんにん。そやけど、これは僕だけの話やなく、小春ちゃんも吉乃さんや宗次朗さんも同じやったと思いますわ」

「あ……」

　小春は今になって気が付いた感覚を抱きながら、吉乃と宗次朗を見た。

「あー、いや、俺は別に。たしかに面倒くせぇことはあったけど、そんな悲痛なことは、特になかったけどな」

　宗次朗は首を傾けながらそう言う。

「……ほんでも、私はあったな、澪人ちゃんの言うようにつらいこと」

　吉乃はそう言って、苦笑した。

「お祖母ちゃんも？」

　小春は切なく目を細めて、吉乃を見た。

「そやね、けど、過ぎたことや」と吉乃は微笑む。

「そもそもよ、見えないものが見えて、それを『見えてる』って正直に伝えないことを『自分は噓つきだ』と思うなんて、澪人、お前純粋すぎ」

　宗次朗はビールの入ったコップを口に運んで、しみじみと言う。

「純粋、ですか？」

　澪人は、『意外』とばかりに宗次朗を見詰め返す。

「俺なんかは、『見えるのに、こいつのことを考えて言わないでいる俺って、超優しい』って思ってたけどな」

　そう続けた宗次朗に、他の三人は思わず顔を見合わせ、一瞬の間のあと、ぷっと吹き出して笑った。

「宗次朗さんらしい」

「ほんまや」

　頷うなずく小春と吉乃に続いて、澪人も「ええ」と相槌をうつ。

「ほんま、敵かないまへん。そやね、なんでも考え方次第、宗次朗さんのように考えられたらどれだけ良かったか。そやけど、僕はきっと、純粋というより繊細やったんやと思います」

「『思います』って、今は違うのか？」

「九死に一生を得て、少しマシになったかなと」

　ふふっ、と笑う澪人に、宗次朗が「なるほどな」と頷いた。

「それにしても、この鶏肉、柔らかくてほんまに美味しいですね」

　澪人はするりと話題を変えて、鶏肉を上品に口に運ぶ。

「そやろ、丹波の地鶏やで」

　会話を耳にしながら、そういえば、野菜ばかり食べてて肉を食べていなかった、と小春は鳥の手羽元に箸はしを伸ばした。

　スッと箸が入り、ほろりと取れる肉。

　口に運ぶと臭みがまったくなく、鶏独自の味わいとポン酢、もみじおろしがアクセントになって、絶品ともいえる美味しさだ。

　小春は「んんっ」と目を細めて、「美味しい」と顔を明るくさせる。

　皆も、うんうん、と頷き、その後雑炊まで作って、美味しくも楽しい夕食を終えた。





四






　食後、小春は澪人と共に食事の後片付けをし、それを終えたあと、宿題をしようと部屋に戻った。

「今日は宿題が少なくて助かった」と独り言を言いながら、机に着く。

　この机は、元からこの部屋にあった吉乃のもの。

　ダークブラウンで天板が開閉するアンティークでお洒落しやれなデザインの、可愛いものが好きなまさに吉乃らしい机だ。

　机の上には、宝石箱のような装飾された箱があり、その中に御守をしまう。

　腕を伸ばして天板を開け、教科書や参考書、ノートを机の上に並べる。

　引きこもり期間というブランクがあった小春だったが、なんとか勉強に追い付くことができていた。元々、成績が良かった小春だが、何より学徳学園は私立ということもあるせいか、教師は皆塾講師のように教え方が上手うまく、分かりやすい。

　先日は担任の早乙女先生に、『二年になる時には、特進クラスに進めるかもしれないわよ。このままがんばってね』と肩を叩たたかれた。

　特進クラスでがんばれば、偏差値の高い学徳学園大学に進学しやすい。

　そう、澪人と同じ大学だ。

　とはいえ、思えば自分が大学に入る頃には、澪人は卒業している。

「…………」

　急にがんばる意欲が薄れ、小春は、ふぅ、と息をつきながら宿題を進める。

　そもそも、拝み屋になりたい自分が、大学に進学する必要があるのだろうか。

　親は進学を望むだろうけれど、私大である必要はないのかもしれない。

　宿題を終わらせて、ぱたんとノートを閉じ、背を伸ばしていると、トントン、とドアをノックする音が響いた。

「小春ちゃん、僕やけど入ってもよろしい？」

　澪人の声に、小春は弾はじかれたように振り返る。

「は、はい、どうぞ」

　カチャリとドアが開き、

「スカスカするかもしれへんけど、ドア開けたままにしときます。かんにん」

　そう言って、澪人はドアを全開にしたまま、会釈をして部屋に足を踏み入れる。

　もうすでに入浴したのだろう、髪が乾ききっていないのか、いつもより艶つやが出ていて、着流しの色が藍あい色いろからグレーに変わっている。

　そんな彼の手の中には、うさぎの形をした陶器があり、そこから細い煙が立ち上っていた。

　小春は、どうぞ、座ってください、とテーブルの前に座布団を置き、澪人の手の中のものを覗のぞく。

「それは、うちの店の商品ですよね？」

「そう、うさぎの香炉やね」

「お祖母ばあちゃん、うさぎが好きみたいで」

「そうみたいやね」

　澪人は、うさぎ柄が多い小春の部屋をぐるり眺めて、笑みを浮かべながら座布団に座り、香炉をテーブルの中央に置いた。

「ほんで、この香は、僕が好きで、この店でよう買わせてもろてるものなんです」

「お祖母ちゃんのセレクトしたお香は、うちの人気商品のひとつです。いつもありがとうございます」

　ふふっ、と笑って、小春は頭を下げる。

　小春は元々、『お香』というと『雅だけれど、少し線香臭い』というイメージを持っていたが、和雑貨店『さくら庵』の店で働くようになって、そうではないものもあることを知った。

　インセンスと呼ばれる現代的でありながら、雅なイメージを損なわない、本当に良い薫りがするものもたくさんある。

　澪人が持ってきたこの香も、果実と花が溶けて煙となったような甘く優しい薫りだ。

「これも、本当に良い薫りですね」

　小春も対面に座って、くん、と嗅かぎ、目を細める。

「小春ちゃん、よう覚えといてや。波動の高い場所と低い場所は、誰でも簡単に特定できるんやで」

「えっ、誰でも、ですか？」

「とりあえず、波動の低いところは、臭い」

「く、臭い？」

「そうや。基本的に『邪悪なものは、良い薫りを嫌う』と昔から言われてまして」

　そう話す澪人に、小春は「あっ」と口くち許もとに手を当てる。

「その話は聞いたことがあります。前に、『香り袋』をもらった時に、『邪悪なものは、良い薫りを嫌うから魔除よけの効果もある』ってお祖母ちゃんと宗次朗さんが……」

「そうやねん。場所にしても、霊体にしても良くないものは不快な匂いを発します。前に愛衣ちゃんのお母さんの霊が出てきた時は、嫌な匂いはしぃひんかったやろ？」

「は、はい、そういえば」

「そやけど、この前、塔で『オカ研』の部長がおかしなった時、悪臭がしたやろ？」

「は、はい」

　魚が腐ったような不快な臭いがした。

「ということは、波動の高いところは、良い匂いがするんですか？」

　少し上体を乗り出して尋ねる小春に、澪人は微かすかに笑う。

「それが、そんな単純なものちゃうんやけど、波動の高い場所は、とりあえず心身が、『心地良い』と感じるところやね。そやけど、そんな波動の高い場所も悪臭を漂わすことで、アッという間に低うなる。まぁ、荘厳な神社や教会に生ゴミの山を作ったなら、と考えてもらえたら、分かりやすいやろうけど」

　小春はその光景を想像して、眉み間けんを寄せながら「はい」と頷うなずく。

「逆に、そこそこの場所でも、簡単に波動を上げることができるんやで」と、澪人は香炉に目を落とす。

「もしかして、こうしてお香を焚たくことで？」と小春も香炉に目を向ける。

「そう。朝言うたように、『地』を清浄にした後、その場を浄化させるのに最適なのが、『煙』や」

「……煙」

「煙は、場所や物を浄化する力を持ってるんよ。ほんでも不快にさせる臭い煙となると話は違うんやけど。人を心地よくさせ、良い薫りの煙をくゆらせる『香』は波動を上げるのにほんまに最適なものなんですわ。そやから、夜寝る前や朝にこうして香を焚いて、心身ともにリラックスさせるとええんや」

　香炉に目を落としていた澪人は、そっと顔を上げて小春を見詰めた。

「ほら、リラックスしてきぃひん？」

　にこり、と微笑む澪人を前に、小春の鼓動がばくんと跳ねる。

　窓から月が見える夜に、恋する麗しい彼と自分の部屋に二人きり。

　こうして向かい合うことで、小春の心臓は櫓やぐら太だい鼓この音を激しく奏でるばかりで、リラックスとは遠い心理状態だ。

「……は、はい、リラックスします」

　それでも、小春は頷いた。

　火照る頰が熱く、顔を上げることができない。

「ほんで、小春ちゃん、吉乃さんの『からくりオルゴール』の話なんやけど」

　そう続けた澪人に、小春は気持ちが切り替わり、表情を正して顔を上げた。

「あの作品、ちゃんと見はりました？」

「はい、しっかり見ました。メリーゴーランドを観覧車にしたような形のオルゴールで、ゴンドラが五つついてました」

「そやね。ほんで、シリンダーがひとつ足りないのに気ぃついた？」

「あ、はい。春、夏、秋、冬、とビバルディ『四季』の四曲が設置されていて、五つ目のゴンドラには何も……」

「その五つ目の曲のシリンダーやけど、僕の使わせてもろてる部屋の押し入れにあったんよ」

　そう続けた澪人に、「えっ」と小春は大きく瞬いた。

「驚きやろ」

「は、はい」

「昨夜夢うつつに押し入れから音楽が聞こえてきてな、ほんで昼間、吉乃さんに聞いて出してもろたんやけど」

「す、すごい偶然ですね」と小春は息を吞のむ。

「そやね。そやけど、小春ちゃん、よう覚えといて。こういうのは『偶然』なんかやあらへん。すべては『必然』で、いやらしい言い方をすると、『仕組まれた』ことや」

「仕組まれた？」

「そうや。こういう驚くような偶然は、僕らみたいな、特殊な力が突出した人にも、普通の人にもよう起こるんや。大抵の人は『すごい偶然』て、笑って流すことの方が多いやろうけど、ちゃうねん。こういうシンクロが起こった時は、『その出来事に注目しろ』というサインでありヒントや。無視したらあきまへん」

　真顔を見せる澪人に、小春も自然と姿勢を正して「はい」と頷いた。

「話を戻して、小春ちゃんは、吉乃さんの『からくりオルゴール』に触れたんやね？」

「はい……」

「何か見えた？」

「いえ、何か見えたわけじゃないんですけど、伝わってきたんです。……恋心、みたいなのが。共同制作者の人に恋していたことが伝わってきました」

　それは、胸を詰まらせるような、切ない恋心。

　小春は俯うつむいて、ぎゅっと拳こぶしを握る。

「僕は吉乃さんに聞いたんやけど、どうやら吉乃さん、その人に振られてしもたみたいですわ」

「……え」

　祖母はその後、祖父と結婚したわけだから、共同制作者と結ばれていないのは明らかな話。とはいえ、まさか、振られての失恋だなんて、と小春は息を吞む。

「て、てっきり、その人とお付き合いしていて、親に反対されて、泣く泣く引き離されたとかいう、悲劇的事情なのかと勝手に思っていました」

「ただの、片恋やったって。ほんで、その彼に振られてしもたんで、自棄やけになって、見合いに踏み切ったみたいですわ」

「そ、それじゃあ、お祖父ちゃんと結婚を決めたのも、自棄になって？」

「……それはまたベツモノや思うんやけど、僕も詳しい事情は聞かれへんかったんよ。吉乃さん、詳しくは話したない様子で」

　そう言う澪人に、小春は、そうでしょうね、と相あい槌づちをうつ。

　誰だって自分が失恋した話をしたいものではないだろう。

　特に祖母は、負けず嫌いな人間だ。

「そやけど、これを預かることができたんや」

　澪人は、シリンダーをテーブルの上に置く。

「預かって、どうされるんですか？」

「預かる許可をもろた、それはすなわち、『これに触れて、吉乃さんの過去を探ってもええ』いうことや」

「えっ、本当ですか？」

「ほんまです」

「過去を探ってもいいって、お祖母ばあちゃんが言ったんですか」

「お互い目で会話をしました。アイコンタクトやね」と、澪人は自分の目め尻じりに指先を当てて、口角を上げる。

　そのいたずらな微笑みを前に、心臓がどんっと大きく音を立て、『今のは大太鼓だ』、と小春は額に手を当てた。

「……小春ちゃんは、気乗りしぃひん？」

「いえ、そんなことはないです。『からくりオルゴール』を見た時から、気になって仕方なかったんです」

「僕も、人の過去を覗のぞく趣味はないんやけど、なんや必要なことていう気ぃして」

「分かります」

　理屈ではなく、気になるというこの感覚も、サインでありヒントなのだろう。

「ほんなら、小春ちゃん、手て伝つどうてもろてええ？　前に愛衣ちゃんのお母さんの思いを受け取った要領でええんやけど」

「はい」

「シリンダーを前に合掌して、心の中で許可をもらいます」

　手を合わせる澪人に、小春は「はい」と頷き、同じように合掌した。

『お祖母ちゃん、ここに閉じ込められた想いを覗かせてもらいます』

　心の中でそう告げる。

「ほんで、まず、右手でシリンダーに触れてほしいんやけど。今、御守は？」

「あ、外してます、大丈夫です」

　小春は、それでは、と、シリンダーに右手を触れる。

　すると、その上から、澪人が手を載せた。

「っ！」

　驚く間もなく、

「僕も受け取らせてもらいます。小春ちゃん、もういっこの手、握らせてほしいんやけど」

　そう続けた澪人に、小春の中の大太鼓がさらに乱舞する。

「は、はい」

　肩が小刻みに震えるのを感じながら小春が左手をテーブルに置くと、躊ちゆう躇ちよもせずに、澪人は強く握った。

「…………っ！」

　自分が機関車なら、間違いなくポーッと大きな汽笛を鳴らしているだろう。

　頭から煙を出して走り出しそうだ、と、小春はうるさい鼓動の中、澪人としっかりつながれている両手に目を落とす。

「ほんなら、小春ちゃん、額に力を入れて、吸い込むイメージで」

「は、はい」

　こんな心理状態で、見ることができるのだろうか？

　一抹の不安を抱きながら今もドキドキと打つ鼓動を必死で蹴け散ちらし、小春はぎゅっと目を瞑つぶった、額に力を入れる。




　──浮かんでくるのは、とても広い畳部屋。

　夏なのだろうか、縁側に掛けられた硝子ガラスの風鈴が、ちりんと音を立て、庭からみんみんと蟬の音が聞こえている。

　幼い少年は、遊び疲れたのか、畳の上にごろんと横たわって、うたた寝をしていた。

　そよそよと流れる風に、前髪が揺れている。

　誰かがやってきて、少年の頭を撫なでた。

　少年がうっすらと目を開けると、長く真っ白な髪に真っ赤な唇をした美しい女が、顔を覗き込んでいる。

『ああ、やっと起きた。やっと起きた』と、女は嬉うれしそうに笑う。

『……あなたは、誰？』

　少年は目を擦こすりながら、ぼんやりと女を見上げた。

『私は、あなたのお友達』

　とても若くて綺き麗れいな人なのに、どうして、こんなに髪の色が真っ白なのだろう？

　少年は寝起きの頭で、ぼんやりとそんなことを思う。

　しかしその白糸のような髪は、きらきらと光っていてとても美しかった。

『この髪が珍しい？』と問われて、少年はこくりと頷うなずいた。

『こんな真っ白な髪で、可哀相でしょう？　私はねぇ、あなたの真っ黒で綺麗な髪がほしい』

『僕の髪を？』

『そう、そして、この愛らしい桜ん坊のような唇も』と少年の唇に人差し指を当てる。

『そして、この綺麗な綺麗な、黒い瞳ひとみも。ねぇ、私にちょうだい──澪人くん』

　女は鼻先がつくほどに、顔を近付けて、頭を、ぐっ、とつかむ。

　その口からは、血生臭い匂いがし、幼い澪人は『うわああああ』と悲鳴を上げた。

『あっちに行け、あっちに行けぇぇ』

　女を突き飛ばし、そこらじゅうにあるものを手にしては、投げつける。

　一心不乱に拒否していると、『澪人っ！』と、いつの間にか、背後から母親が抱き締めていた。

『もうやめて！　何もいない、何もいないわ！　賀茂家の血がそうさせてるのかもしれないけど、何も見えないお母さんには耐えられない！　だからもうやめて！』

　気が付くと、部屋はめちゃくちゃで、母親は泣き崩れている。

　母の頰には、爪つめ痕あとが薄く残され、血がにじんでいた。

『……これ、僕がやったん？　僕がお母ちゃんをひっかいたん？　かんにん、かんにん、お母ちゃん。もう僕こんなんしぃひんから、もう暴れへんから、泣かんといて』

　涙が流れそうだったが、僕が泣いたら、あかん、と堪こらえる。

　泣きたいのは、怖い思いをして、痛い思いをしたお母ちゃんや。

　僕は、泣いたら、あかん。

　幼い澪人は、泣き崩れている母の体を引き寄せて、強く抱き締めた。




「────っ」

　小春はそっと目を開けて、澪人を見た。

「……かんにん、変なもん見せてしもた」

　澪人は微笑んで、手を離す。

　そう、今のは、彼の幼い頃の記憶────。

「れ、澪人さん」

「ほんじゃあ、もう一回、て思うたけど、もう夜も十一時やね。こんな遅おそまで部屋にいたらあかんね」

　澪人は壁掛け時計を見上げて、いつもと変わらない様子でそう言う。

　だが、その話に触れてほしくないのは伝わってきた。

　澪人の幼い頃の記憶に触れて、小春の胸がずきずきと痛む。

　きっと彼には、何度も何度も、こうしたことがあったのだろう。

　本当に……どれだけつらい思いをしてきたというのか。

　目に涙が浮かびそうになり、ぐっ、と俯うつむいた。

　もし、今自分が涙を流したら、それは同情だと受け止められてしまう。きっと彼はそんなことを望んでいない。

　彼は様々なことを乗り越えて今がある。

　掘り返されたくなんてないはすだ、と小春は苦しさの中、そう思う。

　小春が俯いていると、

「小春ちゃん、大丈夫？　嫌な思いさせてかんにん」と顔を覗のぞかれて、我に返る。

「い、いえ、嫌な思いなんて」

「ほな、僕はもう部屋に戻ります。シリンダーは小春ちゃんが預かっといてや」

「あ、はい」

「おやすみ、小春ちゃん」

　にこりと微笑む澪人に、「おやすみなさい」と頭を下げる。

　ぱたん、とドアが閉められて、小春はそのままテーブルに突っ伏した。

　失敗した、と小春は心から思った。

　決してわざとではないにしろ、おそらく彼が決して人に見られたくない部分に触れてしまったに違いない。

　申し訳なさに、胸が苦しくなる。

　小春は突っ伏したまま、ううっ、と唸うなり、そっと顔を上げると、シリンダーが目に入った。

　これを置いていったということは、託されたのかもしれない。

　今は、自分のできることに集中しよう。

　小春は気を取り直して照明を消し、シリンダーを手にベッドに横たわる。

　目を瞑り、額にぐっと力を入れ、『どうか、ここに込められた祖母の想いを私に伝えてください』と心の中で告げた。

　ゆっくりと浮かんでくるのは、学徳学園の校舎だ。

　煉れん瓦が造りの建物は、驚くことに今とさほど変わりないように思えた。

　しかし制服は、今とは違っているようだ。

　ブラウンのセーラー服姿の生徒の姿が見える。




『ちりりん、ちりりん』と、終業のベルが鳴る。

　皆が『さようなら』と帰宅の準備をする中、女子高生だった吉乃は学生鞄かばんの中から、折りたたんでいた紙を取り出して広げた。

『吉乃、帰らへんの？　それは一体なに？』と友人が覗く。

『これはな、卒業記念作品の設計書や』

　女子高生・吉乃は、潑はつ剌らつとした笑みで振り返る。

　長い髪をおさげにして、設計書を手に目をきらきらさせている。

　小さな顔に、ぱっちりとした瞳、バラ色の頰。かつての評判も頷ける、それは美しい少女だ。

『設計書、って。着物は縫わへんの？』

『縫わへん、着物もワンピースもやめや。みんなのやることは、しとうない』

『そやけど、いくら吉乃だって、こんなん無理やろ。オルゴールて』

『それがな、共同制作でもええって聞いたんや』

　吉乃は設計書を胸に抱いて、目を輝かせながら言う。

『誰と、作るん？』

『そ、そやなぁ、三組のアンティーク堂さんにお願いしてみよ、思うて』

　吉乃は火照る頰を隠すようにして、さらりと言う。

『東堂さんに？　吉乃、それずるい』

『ず、ずるいて。私は、ただ自分の構想を形にしたいだけや』

　吉乃はムキになってそう言う。

　だが、それは噓だった。

　同じ学年の東堂周平は、『アンティーク堂』という輸入家具・雑貨店の息子であり、英国人の祖父を持つクォーターで、ふわりとした明るめの髪に、薄い瞳の色が印象的な美少年だった。

　どこか不思議な雰囲気を漂わせる彼に、憧あこがれている女生徒は多く、吉乃もその一人だった。

『しゃあないやん。絵本に出て来るような王子様やし』

　しかし、当時の学園は今よりも男女の交流はなく、想いを抱いたまま、いたずらに時が過ぎていく。

　両親は、高校卒業と同時に、見合いの準備を進めていた。

　大学に進学したいと訴えるほど、勉強が得意でも好きでも、志があるわけでもない。

　当時は見合い結婚が当たり前であり、また自分のように賀茂家の力を受け継いだ者は、そうした事情も汲くんでくれる者の許もとに嫁ぐ方が良いと思っていた。

　しかし、そんな吉乃も、彼に恋するようになってから、親の決めた相手と結婚するのは嫌だと感じ始める。

　だが、彼とは話すこともできない。

　そんな中、彼の家がアンティーク堂であり、彼自身もオルゴール制作に長たけているという話を耳にしたとき、『これだ』と吉乃は思った。

　卒業記念作品は、皆面倒だと一点しか提出しないが、何点提出しても良い。

　それならば、オルゴールを必要とする作品の設計書を持って、制作を手伝ってもらおう。

　それには、彼が『これなら手伝いたい』と思ってもらえるものでなければ駄目だ、と吉乃は宿題も疎おろそかにして、設計書を作った。

　吉乃は出来上がった設計書を手に、彼を呼び出す。

　それはとても勇気のいることだったが、人生がかかっていた。

　吉乃の前に訪れた東堂周平は絹糸のような薄く柔らかな髪に、陶器のような白い肌、薄茶のビー玉のような瞳ひとみがとても綺き麗れいな、遠くで見るよりも美少年であり、また、その柔らかな外見通り、本人も優しい雰囲気だった。

『メリーゴーランドを観覧車にして、シリンダーを変えて違うメロディを楽しめるなんて、これはすごいね。僕も卒業記念作品をそろそろ作らなくてはと思っていて、悩んでいたから、ぜひ共同で作らせてもらいたいな』

　そう言って、ふわりと微笑んだ彼に、吉乃はノックアウトされた。

　それから、吉乃にとって夢のように楽しい毎日だった。

　放課後、技術室に行って、東堂周平と卒業記念作品の制作に取り掛かる。

　その時には、自ら焼いたクッキーを持参したりしたのだが、

『……美味おいしいけど、歯が欠けそうに固いね』と、あまり上手うまくはいかなかった。

　制作期間は、一か月半ほど。

　短いのか長いのか分からなかったが、ちょっとしたことがいくつかあった。

　初冬の夕方、五時を過ぎると、もう外は暗い。

『早く帰りなさいよ』と、先生らしき女性に声をかけられ、

『はい、もうすぐ帰ります』と吉乃が返事をすると、東堂周平は驚いたように顔を上げる。

『賀茂さん、今誰に話しかけたの？』

『……え、今、先生が……』

　吉乃は廊下に顔を出し、今話しかけた人物を確認する。

　その姿は、暗闇に溶けるように、ふっ、と消えていった。

『……かんにん、勘違いやった』

　吉乃は振り返って、笑みを見せる。

　上手く誤魔化せただろうか、と心臓が嫌な音を立てる。

　だが、それは杞き憂ゆうだったようで、彼は『そう』と気にも留めていない様子で微笑んだ。




　そうして、作品の完成が近付いたころのこと。

『賀茂さん、もうすぐ完成だね。こんなに素晴らしい物になるとは思ってなかったな』と、彼は嬉うれしそうに、『からくりオルゴール』に手を触れる。

『ほんまやね』

『そういえば、今まで特に疑問を抱かなかったんだけど、曲をビバルディにしたのは、どうして？』

『ほら、白馬はピンクの鞍くらで春をイメージしてて、こっちの赤い鞍をつけた黒馬が夏、この栗色に黄色い鞍の馬が秋、ほんで、水色の鞍に葦あし毛げの馬は冬やねん』

『ああ、なるほど』と彼は納得したように、大きく相あい槌づちをうつ。

『それじゃあ、五つ目のこの馬車は？』

『こ、これはな、四頭の馬が引いている馬車というイメージなんよ』

『うん』

『ほ、ほんで、四頭の馬は、四季をイメージしてるやろ？　そやから、このゴンドラに乗るのは、カップルやねん』

　吉乃は、気恥ずかしさに目をそらしながらそう言う。

『そうか、この馬車に乗るカップルは、四季の景色を観られる、ということなんだね』

『そうそう、四季の景色を一緒に見る馬車やねん。ほんで……』

　ばくばくと鼓動が打つ中、吉乃は震える手をぎゅっと握った。

『この馬車に、乗れたら思うて』

『……えっ？』

『と、東堂さんと』

　そう続けた吉乃に、彼は動きを止める。

　それは、吉乃の精一杯の告白だった。

　水を打ったような静けさが襲う。

『そ、そやから、ここの曲は東堂さんに決めてほしいんや。卒業記念作品の締め切りにはまだ時間があるし、ゆっくり考えてもろてええんやけど』

　選んだ曲で、告白の返事をしてほしい。

　俯うつむいたまま、吉乃はそう言う。

　全身が心臓になったように脈打ち、肩が震える。

　今も何も言わない彼に、吉乃は怖くなり、『ほ、ほんなら、また』と技術室を出た。

　特別な力を持っていても、黙り込んだ彼が何を考えているのか、さっぱり分からなかった。

　ほんま、肝心な時になんの役にも立たへん、と吉乃は目に涙を浮かべながら、廊下を駆ける。

　しかし、うすうすは気付いていた。

　彼の体から、困惑のオーラしか発せられていなかったからだ。




　後日、吉乃が技術室に行くと、作業台の上にシリンダーがぽつんと置かれていた。

　ばくん、と全身が震えるほどに音を立てる。

　吉乃は震える手で、そのシリンダーを設置し、ゆっくりとねじを回す。

　流れる曲は、ショパン。

『……別れの曲』

　吉乃は、ふぅ、と息をつき、椅子に腰を下ろす。

　流れる美しいメロディに耳を傾けながら、自じ嘲ちよう的な笑みを浮かべる。

『このゴンドラには載せられへん。だって、ほんまはここにウエディングマーチとか、そういう幸せなメロディが載せられるはずやったし……こんなアンハッピーエンドは嫌や。私は好かん』

　ぽろぽろと零こぼれ落ちる涙。

　どうして自分が振られたのか、しっかり伝わってきていた。

　彼は、目に見えない者と会話をする自分が薄気味悪く、何より怖かったのだ。

　そんな私と関わることで、誰かに家のことを聞いたのかもしれない。陰おん陽みよう師じの末まつ裔えいと言われる、賀茂家のことを聞き、やはり無理だと思ったのだろう。

　学校生活を送るにあたって、人ならざる者の姿を見ることはあっても、話しかけられたことなど、今までなかったのに。

『ああ、邪魔されたなぁ』

　涙を流しながら、ぽつりと零す。

　現実を見せられたんだ。

　特殊な力を持つお前は、大人しく親の決めた相手と結婚しろということなのだろう。

『どうでもええわ、ほんま。誰でもええ、結婚したる』

　吉乃は言葉通り、自棄やけになって、見合いの話を積極的に受けることにした。




　小春が気が付くと、夜が明けて朝を迎えていた。

　夢の中で、若かりし日の、吉乃の失恋の一部始終を見ることができた。

　小春はむくりと上体を起こして、息をつく。

　失恋したのは祖母だというのに、同じように傷ついていた。

「でも、それじゃあ、やっぱり、お祖父じいちゃんとは自棄になった勢いで結婚したってこと？」

　小春はベッドに座ったままそう洩もらし、苦い気持ちで眉み間けんに皺しわを寄せる。

　そうは言っても、あの夫婦は、周りもうらやむほどに仲なか睦むつまじい夫婦だった。

　きっかけはどうあれ、結果的に良かったのだから、問題ないだろう。

　そう思うものの、心の中がもやもやとして晴れはしない。

　そもそも、どうしてこんなにも祖父と祖母のなれそめが気になるのか。

「────っ！」

　小春はやっと気が付いたように目を大きく開いた。

　そうか、これが、サインでヒントだからだ。

　自分に関わることなのだろう、と手の中のシリンダーを見る。

　このシリンダーが見せてくれるのは、ここまでのこと。

　その後のことは、祖母にちゃんと聞けと言うことなのだろう。

　小春は、シリンダーをぎゅっと握り、強く頷うなずいた。
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　本当に気になり、理屈ではなく『自分にとって大事なことだ』と感じたのならば、こそこそ探ったりせずに直接聞くべきだ。

　ちゃんと、祖父との馴なれ初めを祖母に聞いてみよう。

　小春がそう決意して間もなく、珍しく吉乃が風邪で寝込んだ。

　症状は、咳せき、鼻水に発熱──。

「まぁ、ただの風邪だな」

　宗次朗は、吉乃から受け取った体温計を手に、息をついて腰に手を当てる。

　吉乃は布団の中で、ごほごほと咳せき込みながら、「ぬ、ぬか漬け」と、ふるふると手を伸ばした。

「何言ってんだよ、病人が食材に近付くのは禁止。ぬか漬けも家のことも店のことも気にしなくていいから寝てろ。掃除は小春と澪人がするし、店番と飯は俺が担当する」

「……かんにん」

　ごほっ、と咳をしながら言う吉乃に、宗次朗は肩をすくめる。

「そんなの家族なんだから、当たり前だろ。病院は、明日あしたの午前中に予約したからな。連れて行くぞ」

「……いやや」と、吉乃はすぐに頭から布団をかぶった。

「『いやや』じゃねーだろ、いい大人がごねてんじゃねぇ」

「大人やから、自分の体の具合くらい分かる。病院行くほどやない」

　そう言いながらも吉乃は布団の中で、ごほごほと咳き込んだ。

「何言ってんだ、年寄りなんだから、しっかり診てもらえ」

　宗次朗が声を上げていると、「失礼します」と、澪人も部屋に顔を出した。膝しつ行こうして布団の側に寄り、吉乃の様子に、おやおや、と口角を上げる。

「ほんまやで、吉乃さん。病になる前やったら、気力でなんとかなる時もあるけど、かかってしもたら、あかん。薬の力を借りることも必要や」

「ほら、医者の息子がそう言ってるぞ」

「まぁ、うちは産婦人科やけど」

「そうそう、産婦人科だけどな」

　宗次朗は、澪人の背中をパンッと叩たたく。

　吉乃が今も布団の中にもぐっている横で、男二人がそんな話をしていると、続いて小春がひょっこりと顔を出した。

「お祖母ばあちゃん、大丈夫？　お夕食の時間だけど、食欲はある？」

　そう尋ねた小春に、吉乃は布団の中で「あらへん」と、か細く洩らす。

「そうなんだ。お粥かゆ作ったんだけど……」

　小春は、小さな土ど鍋なべが載ったお盆を布団の脇に置いて座る。

「小春、お前、お粥なんて作れたのか」

　驚いたように見る宗次朗に、小春は苦笑する。

「まぁ、そのくらいは……。お母さんが風邪をひいた時とか、作ってたの」

「せっかく作ったのに、無駄になったな」と宗次朗は気の毒げな目を見せる。

「ううん、私もお粥が好きだから、お祖母ちゃんが食欲なくて食べられなかったら、自分で食べてもいいかなって思ってたの」

「小春ちゃんのお粥、ええ匂いがしてる。ほんなら、僕がもらってええ？」と言う澪人に、小春は頰を赤らめて頷いた。

「れ、澪人さんさえ良ければ……」

　小春がそう言いかけた時、吉乃がむくりと体を起こした。

　突然のことに、皆の体がびくんと跳ねる。

「粥なら食べられるえ。おおきに、小春」

　吉乃はにこりと微笑むも、すぐにごほごほと咳き込んだ。

「ほ、本当に、大丈夫？」小春は目を細めて、吉乃の背中を摩さする。

「かんにんえ、数年に一度、こうして風邪を引くんよ。決まって年末やね」

「今年の疲れが出たんだね」

　思えばもう十二月。急に孫と同居することになったり、のんびり経営の和雑貨店が和菓子で賑にぎわったりと、祖母にとっては疲れのたまる年だったに違いない。

　小春は申し訳なさを感じながら、吉乃の体に半はん纏てんをかける。

「お祖母ちゃん、それじゃあ、お粥食べさせてあげるね」

　小春がれんげでお粥をよそって、ふーっ、と息を吐きかけると、吉乃は嬉うれしそうに目め尻じりを下げ、宗次朗と澪人はその姿を微笑ましく見守りつつ、そっと部屋を出た。

「……柚ゆ子ずの風味やね。私の好きな粥や」

　吉乃は一口食べて、少し驚いたように洩もらす。

　小春の作ったお粥は、『柚子粥』。薄く切った大根と共に作った粥に、出汁だしと柚子の絞り汁に皮、そしてほんの少し塩を入れて、みつばを散らせたものだ。

「うん、このお粥は、私のお母さんが風邪で寝込んだ時にね、お父さんがお母さんのために作ってたものなの。やっぱり、お祖母ちゃんの味だったんだね」

　ふふふ、と微笑む小春に、吉乃は「ほうか」と頰を緩ませた。

「宗そう一いちは小さい頃体が弱くて、よう寝込むことがあって。ほんで食も細い上、『粥は味がしぃひんから嫌や』て食べへんから、滋養にええ大根や柚子を入れて作ったんや。あの子は柑かん橘きつ系が好きやで。ほうか、宗一が自分で祥しよう子こさんに」

「うん、そしてお母さんも、お父さんの作る柚子のお粥がさっぱりしていて美味おいしいって、私が風邪をひいた時も、作ってくれたの」

「そら、嬉しいわ。風邪ひいたおかげでええこと聞いた」

「もう」と小春は笑う。

　そうして、味は受け継がれていくのだろう。

　小春は微笑ましい気持ちで土鍋に目を落とし、れんげの中のお粥に優しく息を吹きかけながら、そっと微笑んだ。




「宗次朗さん、ほんまに店番までしはるんですか？」

　ぱたん、と吉乃の部屋の襖ふすまを閉めるなり尋ねた澪人に、宗次朗は「ああ」と頷うなずく。

「和菓子作りは？」

「朝作った分だけ出す形になるな。ま、仕方ねーだろ」

　宗次朗は体を伸ばしながら、居間に向かう。

「僕、何日か休めますけど、店番しましょか？」

「いーよ、金髪になってゴロゴロしてた時もサボってたんだろ。今のお前の本業は、学生なんだから、しっかり大学行け」

「はい、ほんまですね。そやけど、金髪になってゴロゴロて、なんや人聞きの悪い」

「本当のことだろ」

「そうですけど。そや、明日は土曜ですから店番しますよ。吉乃さんを病院に連れて行かはるんでしょう？」

「ああ、そんじゃあ、小春と二人で頼む」

「分かりました」

「さて、夕食作るか」

「手伝いますよ」

　二人は笑みを交わしながら、そのまま居間へと入った。





二






　翌日の土曜日。宗次朗は気乗りしない吉乃を病院に連れて行き、残った小春と澪人は、家のことと店番を引き受けた。

　小春はレジの中のおつりをチェックし、ワゴンや暖簾のれんを店先に出して、開店準備を進める。

　春から店の手伝いをするようになって、約七か月。東京に帰っていた時期もあるため、正味半年だろうか。自分も随分慣れたものだ、と小春は鼻歌交じりに思う。

「小春ちゃん、僕は二階を掃除します。何かあったら呼んでや」

　その声に、「あ、はい」と振り返る。

　澪人は作さ務む衣え姿で、頭にきゅっと白い三さん角かく巾きんを巻いていた。

「────っ」

　そんな姿にも、簡単に心を撃ち抜かれてしまう自分に、小春は苦笑する。

　そうした姿は、宗次朗もよくしていて見慣れているはずだった。

　しかし、小春にとってはまるで別物だ。破壊力が違う。

　またも、心臓が櫓やぐら太だい鼓こを激しく打ち鳴らしていた。

「ほんならまた。掃除が終わったら、下りてきますし」

「あ、お店は基本的に私一人でも大丈夫ですから、澪人さんはご自分のことをされてていいですよ」

　小春は咄とつ嗟さにそんな声を上げた。

　彼は、私の拝み屋家庭教師としてこの家に下宿しているが、決して居候ではない。

　これ以上、何もかもさせてしまうのは、申し訳なかった。

「おおきに、小春ちゃん。ほんでも休憩は必要やし、何かあったらすぐ呼んでや」

「はい」

　はたきを手に階段を上がっていく澪人の背中を見送りながら、彼の手に掛かれば、二階はきっとびっくりするほどに綺き麗れいになっているに違いない、と小春は目を細めた。




　午前九時に和雑貨店『さくら庵』は開店するが、客はまばらで、和菓子目当ての常連客が数人訪れる程度だ。

　混むのは、昼近くなってからだろうか。それでも、見るだけで出ていく観光客がほとんどで、レジが込み合うことは滅多にない。

　店が忙しくなるのは、宗次朗の新作和菓子を、発売した直後数日間くらいだろう。

　今ショーケースに並んでいるのは、冬限定の『チョコ黒豆』『星の砂糖菓子』『大だい福ふく餅もち串くし団子』、そして学祭で好評だった『抹茶栗大福』も追加されている。

　あとは定番の和風マカロンや三色団子といったもの。

　それらの和菓子たちは、見事に昼過ぎには売り切れる。

　宗次朗はいつも売れ行きを確認しながら、午後からも出せるよう製作作業に取り掛かるのだが、吉乃が寝込んでいる今、それは断念するようだ。

　ちらほらと客が出入りする中、小春は店番をしつつカウンターで参考書に目を通す。

　学期末試験が近いためだ。

　しばし勉強をし、うん、と背を伸ばす。気が付くと店内の客は引けていた。

　カウンターの周りには、宗次朗に刺激を受けた吉乃の新作が並んでいる。

　鳥籠かご形の行あん灯どん、可愛らしい容器に入ったオリジナル練り香、御守万華鏡。

　練り香を見るなり、小春は頰を赤らめた。

　吉乃が試作品を作った時に、『ほしかったら、あげるえ』と言ってくれたので、小春は喜んで、ほんのり漂うジャスミンの練り香をもらった。

　小春が受け取ってすぐに、『これは、恋に効くまじないをしてあるんやで』と吉乃は、いたずらに笑い、すぐに『恋の応援をする練り香』というＰＯＰをつけた。

　まさか、恋に効く商品だったとは、と気恥ずかしくてならない。

『恋の応援をする』というＰＯＰが効いたのか、練り香はなかなかの人気商品だ。

　最後の万華鏡は、シヤチハタくらいの大きさで、可愛い和柄。

　品物自体にまじないをほどこしているらしく、御守を持ち歩きたくはない人も、こんな可愛い万華鏡なら、と考えてのことだそうだ。

　ちなみにこの万華鏡は自分のお金で購入した。

　御守やお札というのは、自分でお金を払ってこそ、より効果があると聞いたからだ。

　小春はそっと万華鏡を手に取って、中を覗のぞく。

　中は、星が鏤められていて、くるくる回すと次々に美しい模様を描いてくれる。

　まるで、可愛らしい星空だ。

　しかし、こうして見ている模様と同じものをもう一度見られることは二度とないといっても過言ではないほどに、確率は低いらしい。そう、今覗いている万華鏡の星空は同じようで、全て異なっているのだ。

　それは、まるで人生のようだ、とも思う。

　小春は万華鏡を置いて、店内を眺める。

　こうして見られる光景も一分一秒、常に変わっていて、同じものなどないのだ。

　感慨深さに小さく息をついていると、「こんにちは」と、初老の男性が窺うかがうように暖簾から顔を出した。

「小春ちゃん、吉乃さんはいはる？」

「大おお谷たにさん」と小春は立ち上がる。

　彼は、吉乃の古い知り合いだ。

　元々、祇園界かい隈わいで飲食店を経営していたものの、今は引退し、伏ふし見み付近で隠居生活を送っているらしい。

　拝み屋としての吉乃を慕っていて、時折御守を買っていったり、札を書いてほしいと、店にやってきていたため、小春も顔見知りだった。

「祖母は体調を崩して、今病院に」

「そら珍し」と大谷氏は驚いたように目を見開く。

「ほんなら、しゃあないなぁ。相談したかったんやけど……」

　彼は弱ったように頭をかく。

　その時、掃除を終えた澪人が店に顔を出し、

「こらまた、大谷さん。お久しぶりです」と彼を前に頭を下げた。

「あれ、澪人くんや。なんでここに？」

　どうやら二人は知り合いだったらしい。

「今ちょっと、寄らせてもろてまして」

「こら、奇遇やわ。ほんなら、澪人くんに相談させてもらおかな」

　大谷氏は嬉うれしそうに身を乗り出す。

「相談て、何かありました？」

「そうやねん、そうやねん」

　うんうん、と頷うなずく彼に、

「あ、あの、それじゃあ、どうぞおかけください」

　小春は店奥の飲食スペースに座るよう促し、自分はお茶の用意に急いだ。




　朱色の和傘の下、澪人と大谷氏は向かい合って座り、小春はその側で見守っていた。

　テーブルの上には、大福餅串団子とお茶。

　大谷氏は、ぱくりと食べて、顔をくしゃくしゃにする。

「ただの団子か思うたら、餡あんが入っているんやね、こら美味うまいわ」

　たまらん、と目を細める彼を前に、「ほんまですね」と澪人は微笑む。

　大谷氏は団子を平らげてお茶を口に運び、ふぅ、と息をつく。

「ああ、美味おいしかった。宗次朗もたいしたもんやで」

「料理の匠たくみの大谷さんに褒められたら、宗次朗さんも喜ばはるでしょう」

「そんなん、わたしはただの洋食屋やで。畑違いやし、そもそも祇園で店やってたんは二十年前、とっくに引退や」

「ほんでも、未いまだに僕の祖父や父が大谷さんのハンバーグやハヤシライスをまた食べたい言うてますよ」

「上手やな」と大谷氏は笑う。

　小春は、彼が祇園で飲食店をやっていたことは知っていたが、洋食屋だったことまでは知らず、へぇ、と相あい槌づちをうつ。

「吉雄さんとも、最近なかなか会わへんな。今も上賀茂ですか？」

「ええ、上賀茂です。そやけど、今は下鴨の家にも、よう詰めてます」

「まぁ、幸さち子こさんが先に亡くならはって、吉雄さんも一人で寂しいやろ。家の管理も一人で大変やな」

「いえ、上賀茂の家はみんなで管理してます。今の管理人は松原さんでして」

「松原さんか。あそこは、ほんまに賀茂家の詰所やな」

「ほんまですね」

　小春は二人の話を聞きながら、黙って相槌をうつ。

　どうやら、澪人の祖母は、もう他界しているようだ。そして一人になってしまった澪人の祖父・吉雄は、下鴨の家にいることの方が多いことが会話の流れから分かった。

　自分も訪れたことのある上賀茂の家は、たしかに裏で陰おん陽みよう家業をしている賀茂家の詰所のようになっていた。

　吉乃と昔むかし馴な染じみの大谷氏は、随分と賀茂家の事情を知っているようだ、と小春は、大谷氏に視線を移す。

「大谷さんが伏見に引っ越さはったんは、二十年前でしたか。僕が生まれる前や」

「そうや。それまでずっと祇園で生活してたんやけど、心のどこかで祇園の『狭さ』が嫌になってたんやね。家の狭さだけやあらへんで、色んなことを含めてな。ある日、伏見にふらりと遊びに行った時に、なかなか立派な中古住宅が売り出されているのを見てな。ふらふらと引き寄せられて、ちょっと中を覗いたら一ひと目め惚ぼれやね。勢いで買こうてしまいました。それから二十年、それなりに快適に過ごしていたんですわ」

　どうやら話が本題に入りそうだ、と小春は姿勢を正す。

「そやけど、越した当時から家のあちこちでちょっとした音がしててな。まぁ、古い家やし家鳴りやろと、ずっと気に留めてなかったんや。いや、ほんまのこと言うと、きっと座敷童わらしがおるに違いない、福の神や思うてまして、座敷にようお菓子を置いたりしてたんです。なくなったことはありまへんけど」

　そう話す大谷氏に、澪人は「ええ」と相槌をうつ。

「座敷童のおかげか、もうずっとちょっとしたええことも続いておりました。ほんで先日、東京から息子夫婦が帰ってきまして、同居することになったんですわ」

「息子さんは、たしか東京のホテルでコックをしたはったんですよね」

「そやねん、ホテルで料理修業をしていた息子がな、『外の世界を見ても親父の洋食は美味かったと思う。京都で店を出して、親父を超す料理人を目指すから、近くで見ててくれ』言うて、息子はこの京都で洋食屋を始めることにしたんや。ほんで、わたしの味を残したいから監修をしてくれ、て」

　目を輝かせて言う大谷氏に、小春は「わあ」と洩もらし、澪人は優しい笑みで頷く。

「今は店を出す準備をしててな、息子夫婦が忙しぃしてる間、わたしら夫婦二人で、孫の面倒を見てんねんで。孫が五歳でな、『有あり紗さちゃん』いう洒落しやれた名前なんやけど、わたしらも孫バカになってもうて、もう可愛いて可愛いて」

　目め尻じりを下げる彼に、澪人と小春は頰を緩ませて、相槌をうつ。

「そやけど、息子の嫁が言うには、有紗は勘が強いらしいねん。見えへんものが見えるんやて」

　その言葉に、澪人はさして驚きもしない様子で、相槌をうつ。

　以前、三角形のバリアの話で、幼い子が他の人に見えないものを見ることがあると言っていた。

　珍しいことではないのだろう、と小春は横で聞きながら思う。

「有紗が、『この家にわんわんがいる』言い出しまして。怖なった嫁が、わたしらに黙って、インターネットで除霊を請け負っている祓はらい屋を呼んで、視てもらったらしいんですわ」

　そこまで聞いたところで、澪人の目の色が変わったことが分かった。

「それで、その祓い屋はなんて？」

「狐がおる、言うんです。この家には『管くだ狐ぎつね』が憑ついてるて。『管狐は恐ろしいです。管狐が棲すむ家は一時的に裕福になるけど、そのうちに食い潰つぶされるから、祓った方がええ』言うんですわ。澪人くん、これはほんまの話やろか」

　大谷氏はそう言って肩をすくめる。

「……まぁ、一般的にはそう伝えられてます。とはいえ一概にそれがすべてとは言えへんのですが。大谷さん自身、家にいるのは狐やて心当たりはあるんですか？」

「あるんです。思えば、今まで聞いていた物音は、動物の足音に近かったんですわ。ほんで、さっきも言いましたけど、なんやうちはラッキーいうか、ついてるなと思うことも多かったんです。座敷童思うてたのもあるんですが、そうやなくて厄介なもんが憑いてて、最初だけ良くても、うちが食い潰されたらかなわへん。そやけど、それ以前にその祓い屋が偽物かも分からへん思うて」

「……その祓い屋やけど、除霊にいくらかかるて言いました？」

　澪人は低い声で尋ねる。

「それが、わたしも『いくら取られるんや』て聞きましたら、タダて、無料や言うんです。人助けをしたいだけやて」

「……タダで」

　澪人は眉まゆ根ねを寄せて、腕を組んだ。

「もちろん、タダ言うても、やってもろたら気持ち包ませてもらいます。そやけど、なんやどうにも、しっくりきぃひんで、吉乃さんに相談しよ思いまして」

　話を聞いて澪人は納得した様子で、小さく頷く。

「賢明やったと思います。僕もなんや、しっくりきまへん」

「そやろ」

　大谷氏は、やっぱりか、という様子で身を乗り出す。

「ほんでも、大谷さん、うちの祖父に相談してもろても良かったですよ」

　たしかに、吉乃は拝み屋だが、飽くまで本業は『和雑貨店の店主』。拝み屋は、どちらかというと副業のようなものだ。そこにいくと、澪人の祖父は立派な陰陽師。

　二人と同じように親しくしている彼なら、澪人の祖父に頼んでも良かったのでは、と小春も思う。

「そやけど、わたしは吉乃さんのファンやし。吉雄さんは本職とはいえ弟、いつも吉乃さんに頭上がらんやろ。その力関係を見てたら、頼むのは吉乃さんや思うて」

　すかさずそう言う彼に、澪人は「ほんまですね」と吹き出した。

「ほんで、その祓い屋はどないしました？」

「とりあえず、保留にさせてもろてます」

「高額を吹っかけられるのもあれやけど、タダいうのも胡う散さん臭くさいもんやね」

　澪人は苦笑して、顎あごに手を当てる。

「そうやねん。吉乃さんみたいに口コミでやってる拝み屋さんやったら、そういうのはあるんやろうけど、インターネットでやってて、なあ」

　強く相槌をうつ大谷氏に、小春も同感して頷うなずく。

　基本的に、吉乃も無料にしていて、依頼をしてきた人は気持ちで包んでいる。

　吉乃は、拝み屋稼業で儲もうけようなどと思っていない。

　縁あって助けを求めてきた人を救うというスタンスだからだ。

　もしかしたら、そのインターネットの祓い屋も、助けたい気持ちでやっているのかもしれないが、小春の胸にもどうにも拭ぬぐえない奇妙さが残った。

「分かりました。明日あしたの日曜日、伺わせてもらいます」

　うん、と頷く澪人に、大谷氏は顔を明るくさせた。

「おおきに、澪人くんが来てくれるんやったら、安心やわ」

　心底嬉うれしそうに言う彼に、澪人は肩をすくめる。

「若輩者やけど、よろしゅう頼みます」

「いやいや、吉雄さんは酔っぱらうとよう言うたはりましたよ。『澪人はすごい子や。本家にもあないな子はおらへん、賀茂家の星や』て」

「ほうですか、……ほんまに星になりかけたんやけど」

「えっ？」

「いえ、祖父がそう言うてくれてたんは、ありがたいです。ほんで、明日ですけど、午後一時半くらいでも大丈夫ですか？」

「大丈夫やで。ほんま、よろしゅう」

　大谷氏は澪人の手を取って、ぶんぶん、と握手をする。

　おそらく、不安でたまらなかったのだろう。

　自分はさておき、息子一家に何か災いがあってはと思ったのかもしれない。

　祖母が体調不良の今、彼がいてくれて良かった。

　小春は澪人の横顔を見詰めながら、心からそう思っていた。





三






『ほな、明日よろしゅう』と大谷氏が店を出て、それからしばらく、昼過ぎに吉乃と宗次朗が店先の暖簾のれんをくぐって帰ってきた。

　マスク着用で、ごほっと咳せきをしていたものの、顔色は朝よりも良くなっている。

「お薬もろただけで、注射されへんかったえ」と吉乃は、嬉しそうに薬の袋を見せた。

「お祖母ばあちゃん、もしかして注射が嫌で病院行きをゴネてたの？」

　小春はぷっ、と笑う横で、宗次朗が息をついた。

「いい齢して、と言いたいところだけど、気持ちは分かる。注射は嫌だ」

　その言葉に、「宗次朗さんまで」と今度は澪人が笑う。

「とりあえず、ばーさんは薬飲んで寝てろ。小春と澪人は、上で昼飯食え」

　そう言う宗次朗に、小春は首を傾げる。

「お祖母ちゃんと宗次朗さんこそ、お昼は？」

「俺たちは、病院の食堂で食ってきた」

「あ、そうなんだ」と小春は納得して頷く。

「小春も澪人も昼からは店番は気にせず、自分たちのことをやっていいからな」

　宗次朗はカウンターの上に置いてある参考書を取り、小春に手渡す。

「ありがとう」

　金曜に出された宿題が多かったから助かる、と小春は参考書を胸に抱く。

「そやけど、宗次朗さん、何かあったら呼んでくださいね」

「おう」

　宗次朗の言葉に甘えて、小春と澪人は二階へ移動し、

「澪人さん、オムライスで良かったら作りますよ？」

　小春は冷蔵庫の中を確認しながら言った。

「おおきに、嬉しいわ。小春ちゃん、料理できるんやね」

「で、できるというほどでは」

　小春は頰を赤らめて、目を伏せた。

　両親が共働きだったため、時に夕食作りをすることがあった。

　しかし簡単なものばかりだ。

　ちなみにオムライスは、ここに来て宗次朗が作るのを横で見ていて覚えたもの。

　冷蔵庫から鶏のささ身、玉ねぎ、パプリカを取り出し、ささ身は小さめに、野菜はみじん切りにする。

　フライパンを熱して、ささ身を軽く炒いため、玉ねぎを加える。ある程度火が通ったら、パプリカを入れて炒め、ケチャップを加えて水分を飛ばすように炒める。

　そうして、ご飯を入れて、塩コショウをして、なるべく粘りが出ないように炒めたら、チキンライスの出来上がり。

　問題は卵だ。卵一個に対して牛乳を大さじ一杯、ほんの少しマヨネーズを入れる。

　熱したフライパンに流し込み、広げたら弱火にする。

　ここで宗次朗はいつも、中央にライスを入れて、フライパンを自在に操ってくるむのだが、小春にはそれができない。

　仕方ないので、フライパンをひっくり返して、ライスの上に直接載せた。

　最後にレトルトパウチのハッシュドビーフをソースとしてかけたら、これだけで、なかなかの味になる。

「──こら、美味うまいわ」

　澪人は、小春の作ったオムライスを食べて、意外そうに目を開く。

「よ、良かったです」と、小春は心からホッとして、胸に手を当てる。

「小春ちゃんは料理上手やね」

　にこりと微笑む澪人に、胸の内の大太鼓が、ドォンと音を立てた。

「いえいえ、そんな。作れるものなんて少ししかないですし、このオムライスは宗次朗さんを真似ただけでして。それより、お祖母ちゃんが少し元気になったみたいで良かった」と小春は気恥ずかしさから、すぐに話題を逸そらした。

「ほんまやね。あの調子ならすぐ治りそうや」

「お祖母ちゃんは病院嫌いで薬嫌いだから、飲んだらすぐに効き目が出そうな気がします」

「そうやね」

　二人はオムライスを食べながら、ふふふ、と微笑み合った。

「澪人さん、明日、大谷さんのところに行かれるんですよね？」

　そう言えば、と小春は顔を上げる。

　もし、宗次朗が良いと言ってくれるなら、自分も同行させてもらいたい、と小春は思っていた。

　拝み屋の仕事の依頼なんて、滅多にくるものではない。

　そう思い、口を開きかけた時に、澪人は「そやね」と頷いた。

「小春ちゃんにもついて来てほしい思うてます。宗次朗さんさえ良ければの話やけど」

　まさに心の中での質問に答えられ、小春は目を丸くした。

「も、もしかして、澪人さんも心の声が読めるんですか？」

　すると澪人は「そんなんちゃうで」と笑った。

「で、でも、まさに心の声に答えた感じが」

「そんなん、小春ちゃんの顔見たら、すぐ分かるわ」と澪人はぷっと笑う。

「そ、そうなんですね」

　言われてみれば、自分は何でも顔に出やすかった、と小春は肩をすくめる。

「ほんで、明日、行く前にゆっくり小春ちゃんと話したい思うてたんよ」

　しっかりとした眼まな差ざしを見せる澪人に、小春も「はい」と姿勢を正しつつ、食べ終えた皿を見て、「あっ、ちょっと待ってください。これ片付けますね」そそくさと、立ち上がり、食器を片付けた。

「コーヒーか紅茶飲みませんか？」

「おおきに、ほんならコーヒー、お願いします」

　小春は、「はい」と頷うなずいて、ヤカンに火をかけた。

　やがて、ちゃぶ台の上にカップが二客と茶菓子が並び、澪人はゆっくりとコーヒーを口に運び、美味おいしそうに目を細める。

「このコーヒーも美味しい」

「ありがとうございます。宗次朗さんもお祖母ちゃんも、随分と豆にこだわっているみたいで」

　小春は、うふふ、と笑って対面に腰を下ろし、自分もカップを手にした。

「小春ちゃんは、さっきの話を聞いてどない思うた？」

　あらためて、という様子で問われ、小春は難しい表情を見せる。

「よく分からないんですけど、やっぱり何か嫌な予感というか、変な感じがしました」

「そやね、僕もやねん。違和感やな」

「そうなんです」

　話を聞きながら、何か分からないがもやもやとする。

　澪人の言った『違和感』という言葉はぴったり当てはまった。

「管狐って、よく分からないんですが、なんなんでしょうか」

「まぁ、妖あやかしの類やね。眷けん属ぞく神のように思うてはる人もいるみたいやけど」

「……眷属神」

　聞いたことはある、と小春は相あい槌づちをうつ。

「眷属神は神と人の中間に位置する存在で、神の遣いとも言われとります。蛇や狐、天てん狗ぐに烏、龍りゆうなんかも眷属神といわれてて」

「それじゃあ、若宮くんも眷属神なんですか？」

　上体を乗り出して尋ねると、澪人は首を振る。

「龍りゆう神じんさんにも『位』があります。神の遣いの龍もいれば、ほんまに位の高い大きな力を持つ神様もおります。あの黒龍さんは、高次の存在や。そやからまるで眷属神のように小春ちゃんに寄り添うてることに驚いてたんやで」

　今も信じられないのか、澪人は「ほんますごいことやで」と独り言のように洩もらす。

　だが、小春はどうにもピンと来なくて、「はぁ」としか返せない。

　以前、滝で会った神主姿の龍神も、おそらく位の高い神様に違いない。

　話を聞きながら、なんとなくそう思った。

「小春ちゃん、高い位の神様は、いつだって人を助けて幸せにしようと、エネルギーを発してるものなんや。そやけど、そのエネルギーは誰もが受け取れるわけやない。その神様に近い波動を持たんとキャッチできひんのや。言うてしまえば、ラジオの周波数を合わせられないと番組が聞けへんのと一緒やで。電波は出してても、聞けへん人はいっぱいいるいうことやね。人は徳を重ねることで、神様のエネルギーを受け取れるようになるんや」

　そう言う澪人に、無言で小春はそっと首を傾けた。

「それじゃあ、徳の高い人しか、位の高い神様のご加護を得られないんですか？」

「んー、時々は受け取れる。人の波動も変動するし、波動は移りやすい。そやから、神社仏閣に行くと良い波動を移してもらえて、時にキャッチもできたりするんや」

　小春は、なるほど、と頷いた。

　神社仏閣に好んで行く人は、そうしたことを本能で知っているのかもしれない。

「そこへ行くと、精霊である眷属神はとても人に近い波動を持ってはるから、誰でも波動を合わせやすく接しやすい。そやから神と人との仲介役を務めてくれるんよ」

「仲介役？」

　そうや、と澪人は頷く。

「位の高い神様が、ある人にアドバイスしようとしはっても、周波数が合わへんで伝わらない。そこに眷属神を遣わせて、『高次の神様があなたにこないに言うてたよ』と人に伝えにきてくれるわけや。こうしたことは、眷属神だけやなく、側に寄り添ってる守護霊もしてくれてることなんやけど」

　その説明が分かりやすく、小春は、へええ、と頷いた。

「けど、守護霊と違ちごてるんは、眷属神は神の遣いやけど、神のような力を持ってることや」

　澪人の目を見て、これから大事な話に入るのを感じ、小春は座りなおす。

「そんな眷属神は、『自分を神様と崇あがめ、慕ってくれる人間』がいると喜んで力になるわけや。周波数を合わせやすいから、人はどんどんそのエネルギーを受け取れる。ほんで、お稲荷さんや龍神信仰は、『効果がてきめん』ていわれてきたんや」

「それは聞いたことがあります」

「ほんなら、いくら慕ってくれた人間とはいえ、なんで眷属神はそないに簡単に力を貸してくれはるかは聞いたことある？」

「え……それは分からないです」

「それは、眷属神たちの修行なんよ。人もそうやけど『徳を積む』ことで魂のレベルを上げることができる。眷属神たちは今より高い存在、高次の神に近付くために人を助け、幸せにすることで徳を積もうと力を貸さはるんや。それだけ聞くとええことやけど、とても俗っぽいいうか感覚が人に近いのが厄介やねん。中には無償の奉仕がでけへん存在もいる。『やったからには、うんと感謝してほしい』と思う存在も多いんよ」

「……『感謝してほしい』って、本当に人間みたいですね」

　小春は、へぇえ、と気の抜けたような声を洩らした。

「そうやね。……小春ちゃん、僕が前に上賀茂神社で『神様はそんな小さい存在やないから怒らへん』みたいなこと言うたの覚えたはる？」

「あ、はい」

「あん時言うた『神様』は、高次の神様を指してて、眷属神の中には気に障ると怒らはる存在もいるから気ぃつけてな」

「え、ええ？」

　失礼なことをした覚えはないが、今更そんな、と小春は目を泳がせる。

「そやから、そういう意味で関わらん方がええ、という考えが残ってます。まぁ言葉通り『触らぬ神に祟たたりなし』や」

　小春は、そういうことか、と頷く。

「そやけど、眷属神も人と同じで様々や。一概に決めつけたらあかんで。ただ、人と違って、大きな力を持ってることが厄介なんやけど」

　澪人はそこまで言って、コーヒーを口に運び、そっと息をついた。

「眷属神に気に入られることで、どんどん出世して、大きな富を手にする人がいはる。俗に言う『成金』やね。大きな成功を手にするには相応の『器』が必要なんや。そやけど、眷属神の甘やかしで一気に富を手に入れた人は、色んな意味で器が整っていない場合が多い。そんな人間は『今の成功は自分の力だけである』と、勘違いし、信仰も感謝も忘れ、他人に対して傍若無人な振る舞いをはじめる。そうなると眷属神の怒りに触れ、自分がしてきたことと共に、大きなしっぺ返しがくる……。まぁ、こういうわけやな。結局は自分が蒔まいた種や」

　澪人は頰ほお杖づえをつき、まるで独白するように洩らす。

　小春は話を聞きながら、空恐ろしさを感じた。

　以前、若宮が『助けるべき時は助けるし、助けない方が良い時は助けない』と言っていた言葉が過よぎる。

　あれは高い位の神様ゆえの言葉だったのだろう。

「ほんで管狐やけど、本当にざっくり言うてしまうと、かつて人間は『良からぬ術』を用いて『自分自身に仕える眷属神のような存在』を作り出したんや。それが、管狐や狗神やね。僕の力もそやけど意図的にそないなことしたら大きな歪ゆがみを引き寄せる。一時的に富と成功を手に入れても、後悔した者も多いやろ。そうした『憑つきもの』は引き寄せた本人が死なはっても、そのまま家に憑くと言われてて、障りに遭いたくないと、婚姻を避けられたという話もあるんやで」

　ぞくり、と小春の背筋が冷える。

「あとは、その昔、陰陽師が管狐を持っていたて話もある。その名の通り竹筒に入れて持ち歩いていたて」

「ど、どうして、陰陽師がそんなことを？」

　おそらく、管狐の恐ろしさを十分に知っていたに違いないだろうに。

「陰陽師の場合は、仕事のパートナーやね。人外のもんを相手にする場合、そうした力も必要やったんやと思うわ」

「その陰陽師には、しっぺ返しのようなものはこなかったんですか？」

「基本的に陰陽師の場合、私利私欲やなくて仕事のパートナーとして管狐を遣つこうてたんと、ほんで、飼いならさはることができる力も持ってたんやと思います。さっきの成功の話もそうやけど、そうした力を持つんも『器』が必要なんや。そやけど、その子孫となると、また話は違てくる。管狐を手にした陰陽師は、子孫を作らない覚悟も必要だったかも分からへん。まぁ、厄介なんはたしかやね」

　そう話す澪人に、小春は「へぇ」と相あい槌づちをうつ。

　なんとなく部屋に沈黙が訪れ、少しの間の後、澪人が顔を上げて笑みを見せた。

「まぁ、そやから、僕が小春ちゃんと黒龍様の関係に驚いていたわけ分かったやろ。あないな位の高い神様と直接やりとりできてるなんて、ほんま信じられへん。小春ちゃんづてに、僕まで関わらせてもろて、ほんまありがたい話やわ」

　小春は戸惑いを覚え、「そ、そんな」と肩をすくめる。

「あの、それで、その管狐が、大谷さんの家にいるんでしょうか？」

「……それは行ってみな、分からへん」

　眉まゆ根ねを寄せて首を振った澪人に、小春はごくりと息を吞のんだ。
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　──翌日の日曜日。

　小春と澪人は、宗次朗の許可を取り、伏見稲荷いなりへと向かっていた。

　伏見稲荷は、祇園四し条じようから京けい阪はん電車に乗って、五つ目の駅だ。

　二人は電車のシートに座ることなく、並んで吊つり革をつかんでいる。

　今日の澪人の姿は黒っぽいテーラードジャケットにデニムのボトム、インナーは白と、シンプルだけどお洒落しやれさを感じさせる大学生らしいコーディネート。

　着流しや作さ務む衣え、弓道衣ばかり見ている小春にとって、こうした普通のスタイルの方が新鮮に感じた。

「吉乃さんも、すっかり良うなって、ほんま良かった」

　吊り革を手にしながらそう言う澪人に、小春は「はい」と頷うなずく。

　滅多に飲まない薬が効いたのだろう、見事に回復していた。

「でも、すぐ店に出たがっちゃって。少しの間は安静ですよね」

「そうやな」

　そんな話をしていると伏見稲荷駅にはアッという間に着き、二人は電車を降りる。

『伏見稲荷』という名前は、広く知られているが、その駅は小春が思っていたより、小さい。しかし白い狐の看板があり、柱は朱色に塗られてと個性的で、『伏見稲荷の駅』であると自己主張をしている。

「まさに、って感じですね」

　小春は狐の看板を眺めながら、へぇ、と感心して息をつく。

「あれ、小春ちゃんは、伏見稲荷ははじめて？」

　意外そうに見る澪人に、「はい」と小春は頷いた。

　伏見稲荷は清きよ水みず寺でら、金きん閣かく寺じに続く有名な観光スポットだが、小春は来たことがなかった。

「ほんなら、ちょっと詣まいっていこか。まだ時間もあるし」

　駅を出て左手を指す澪人に、小春は顔を明るくさせる。

「は、はい、一度行ってみたかったので嬉うれしいです」

「ほな、こっちやで」

　線路を越すと、そこはもう参道で、決して広くない道の両側に土産店が並び、たくさんの人が行きかっている。

　狐の面や、狐の置物、狐のぬいぐるみ、朱色の鳥居の置物、そして『きつねせんべい』という、狐の面の形をした煎せん餅べいが売られている。

　興味深く見ていく中、名物『雀の丸焼き』という看板に小春はぎょっとした。

　参道を歩き、狛こま犬いぬならぬ狛狐に出迎えられ、二人で本殿を前に柏かしわ手でを打つ。

　すべてが朱色に染まっているようだ。

　他の神社では感じられないような活気と、不思議な雰囲気。

　本殿を後にして、有名な千本鳥居に向かいながら、

「……なんだか、すごいですね」

　小春は息を吐くように洩もらした。

「ほんま、ここは、他の社寺にはないパワーがあるわ」

「真っ赤、というか朱色のパワーですね。お稲荷さんならではですか？」

「ここの神様は、お稲荷さんちゃうで」

「えっ」と小春は瞬く。

「お稲荷さんじゃないんですか？」

「そうやねん。勘違いしてはる人は多いんやけど、祀まつられてる神様は、宇う迦か之の御み魂たまの大おお神かみ、佐さ田た彦ひこの大おお神かみ、大おお宮みや能の売めの大おお神かみ、田た中なかの大おお神かみ、四しの大おお神かみの五柱。主祭神の宇迦之御魂大神が穀物の神様で、一説によると女神様いわれとります。ほんで狐はその神々様の遣い。ここの眷けん属ぞく神なんやけど、ここは、その高次の神様と眷属神の連携が上手うまくとれてるから、大きなパワーがまわってるわけや」

　そう話す澪人に、小春は、なるほど、と相槌をうつ。

　美しい女神様が机で仕事をしていて、『それじゃあ、この人の力になってあげて』と書類を差し出す。それを『承知いたしました』と白狐たちがそれを受け取って、素早く動き回る。そんな様子を想像して、小春は、ふふふと頰を緩ませる。

　きっと、ここの狐たちは、とても仕事ができるのだろう。

　千本鳥居の前まで来て、小春は足を止めた。

　入口の鳥居を見上げて、ふわぁ、と間抜けな声を上げる。

　そっと覗のぞくと、ずらりと続く朱色の鳥居のトンネル。

　その中をたくさんの人が愉たのしげに行き交っている。

　テレビや写真で見たことがあるが、実際に訪れると、圧巻だ。

　柱からひょっこり顔を出している、狐の面をつけた少年少女の姿も見える。

　目が合うなり、まるで柔らかな光が点灯するように、ふっ、と姿を消したり、また現れたりした。

「……あ、違う。人じゃなかった」

　ぽつりと零こぼした小春に、隣を歩いていた澪人がぷっと吹き出す。

「ど、どうしました？」

　今も愉しげに笑っている澪人に戸惑いを感じていると、彼は「かんにん」と手をかざした。

「小春ちゃんと同じタイミングで僕も同じことを思うたんよ。『浮かれて、狐の面をかぶってる子どもがいる。あ、違うわ、人やない』て。そのタイミングで、小春ちゃんが同じことを言うたから、こないな経験したのは、初めてやなて。なんや嬉しいわ」

　そう言って笑う澪人を前に、小春の胸が熱くなった。

　他の人に見えない者が、二人だけには見えてる。

　それはとても特別なことのように感じた。

　そう、他の誰かとここにきても、見えないのだろうから。

「…………」

　いや、吉乃にも宗次朗にも見えるだろう。

『おー、はしゃぎ狐がいるな』『ほんまや、可愛らしい』

　そんな風に言う二人の姿が過よぎるなり、小春の中で大きく膨らんでいた『特別感』が急に萎しぼんでいく気がした。

「でも、賀茂家の、その『チーム』の方と一緒の時は、同じように見えてますよね？」

「そやね。そやけど、プライベートで出掛けたりしぃひんし、何より見えても滅多に口には出さへん。目で合図しはるくらいやね」

　小春は、なるほど、と頷く。

　鳥居を歩く中、さきほどの狐の面をつけた少年少女が、うふふ、あはは、と愉しげに駆けていく。

　すれ違う人、触れる人にエネルギーを分けているようだ。

　朱色のトンネルの中、金粉が舞っている。

　まるで夢でも見ているかのような不思議な光景だと、小春は微笑んだ。




　伏見稲荷を出て、歩いて数分の位置に大谷家があった。

　立派な門構えに、白い壁に黒い瓦かわら屋根。蔵も見える。まるで長者屋敷、時代劇に出てきそうな家屋だ。

　歴史を感じさせるが、古びてはおらず、凜りんとした雰囲気を感じさせる。

　澪人は屋敷を見上げて、「へぇ」と声を洩らす。

「祇園から伏見に移住なんて、珍し思うたけど、こら一ひと目め惚ぼれも分かるええ屋敷やね。この家の波動もええ」

「珍しいんですか？」

「そやね、東京にもある思うけど、京都にもなんや面倒な『地域プライド』みたいなんがあって、御所周辺がええ言うたり、南より北の方がええ言うたりしてる人が多いんや。けど、大谷さんはそないなんも面倒になったんやろな」

　たしかに東京にも、この地区がセレブで、あの地区は下町などがあるものだ。

「澪人さんはそういうの、どう思います？」

「昔からええと言われる場所はそれなりに波動も高いんやけど、北でも南でも縁があって住むところは、どこも都やで」

　そう言う澪人に、小春は少し嬉しくなりながら、頷いた。

　インターホンを押すと、庭で待っていたのだろう、すぐに門が開く。

「澪人くん、あれ、小春ちゃんも」

　大谷氏は澪人を見て、小春に視線を移し、少し驚いたように目を開く。

「す、すみません、私も同行させてもらいました」

　頭を下げる小春に、大谷氏は「はあはあ」と納得したように頷うなずく。

「やっぱり、小春ちゃんが突然、東京からやってきたんは、そういうわけやな」

　何も言わずとも、すべての事情を察した様子を見せる彼に、一体どこまで精通しているんだろう、と小春は少し戸惑った。

　するとそんな小春の気持ちを察したのか、澪人がふふふと笑う。

「小春ちゃん、なんでも大谷さんとこの洋食屋は、祖父や吉乃さんとその仲間たちがよう集うてたようで、ほんでなんでも知ったはるんよ」

「わたしもそないな話が大好きでな、よう西村さんと盛り上がったもんやわ」

　そういうことだっんだ、と小春は笑みを返す。

　祇園にある西村漬物店の奥方・弥生は不思議な話が大好きで、昔から吉乃の大ファンだ。大谷氏もそうだったのだろう。

　それは、自分にとっての愛衣のような存在といえるのかもしれない。

　だとすると、きっと祖母も、彼らに救われてきたに違いない。

　こっちやで、と大谷氏は歩き出し、小春はその後を歩きながら、広い庭を眺めた。

　とても美しい和風庭園に、心が洗われる。

　かつてこの屋敷を見て、一目惚れしたという彼の気持ちが分かるような気がした。

「今日は、お孫さんは？」

「息子夫婦と岡おか崎ざきの動物園や。もし、大掛かりなお祓はらいになったら、怖がらせるかも分からへん思うて」

「そんな大掛かりなことにはならへん思いますけど、ありがたいです」

　そんな話をする中、澪人は急に足を止めた。

　ほぼ、同時に小春も足を止めて、蔵を見上げる。

　そこから、何か気配を感じた。

「はぁ、さすがやね。やっぱりそこですか」

　大谷氏は感心の息を洩もらした。

「あの、『やっぱり』って、何かあったんですか？」と尋ねた小春に、彼は苦笑する。

「昨夜、孫が『わんわんがこの中に入っていった』と」

　幼少期の一時的なものかもしれないが、彼の孫の感覚の鋭さは、本物のようだ。

「ほんなら、調べさせてもらいます。大谷さんは、ここで待っててください」

「お願いします」と、大谷氏は頭を下げて、南なん京きん錠じようの鍵かぎを澪人に差し出した。

「お預かりします」

　澪人と小春は入口にまわって、ガチャリと南京錠を開け、扉を開いた。

　その瞬間、ばちん、と何かに弾はじかれた感覚が走る。

「────っ」

　静電気に似た感覚に、小春は咄とつ嗟さに後あと退ずさりした。

「……僕らを祓い屋と見て、警戒しとる。悪臭はしぃひんのやけど、狐は間違いないようですわ」

　澪人は蔵に一歩足を踏み入れた。

　そこは倉庫と化していて、箱が積まれている。

　小さな窓から、光が差し込む中、埃ほこりが舞っていた。

　この蔵の中自体は、悪い雰囲気はせず、澪人の言う通り悪臭もしない。

　だが、今はビリビリするほどに、警戒心で溢あふれていた。

　入ってくるな、と威嚇しているのが分かる。

　もう一歩踏み入れると、パンッパンッと木材を弾くような音が響いた。

　俗に言うラップ音だろう。

「こういう場合っていつもどうされているんですか？」

「祓うか、封じるかやね。管狐だとしても、なるべく滅することはしたない」

　なおも響くラップ音。

　必死で追い出そうとしているのが分かる。

　その割に、こうして脅しているだけで、ひどいことをしてこようとはしていない。

　ここにいるのは、『悪質な管狐』。

　そんなイメージを胸に来たけれど……。

「…………」

　何かが、違う気がする。

　小春はポケットの中に入れていた御守を取り出して、箱の上に置き、体から離した。

　額にグッ、と力を入れた瞬間、ふわりと温かなものが流れ込んでくる。

　それは、この家の人たちに対する、愛情のようなもの。

「まず、おびき出すわ」

　さっ、と手で印を組み始める澪人に、小春は慌ててその袖そでをつかんだ。

「ちょっ、ちょっと待ってください」

　無理やりではなく、自らの意思で出てきてもらいたい。

　そんな小春に、澪人は一瞬驚いた様子を見せながらも、すぐに手を下ろして頷く。

　小春は一歩前に出て、足を止め、すぅ、と深呼吸をした。

『私はこれ以上前には出ません。なので狐さん、もしいらっしゃるんでしたら、出てきて、どうか私に話を聞かせてください』

　心の中で強く呼びかける。

　今まで響いていたラップ音がおさまり、シンとした静けさが襲う。

　ややあって、かたん、と物音がした。

　こつこつと、まるで犬が床を歩く音が響く。

　足音が止まり、箱の影から、顔を出した。

　それはまさに──狐ならぬ。

「……白い柴しば犬いぬ？」

　大きさは、バスケットボールほど。その体は真っ白で、まさにボールのように丸い。

　目がクリクリとしていて、顔には赤い線で化粧がほどこされていた。

「いや、小春ちゃん、あれは狐や。ほんで管狐や。背中に竹筒背負うてる」

　よく見ると、澪人の言葉通り、竹筒を背負っていた。

　まさかこんなにも愛らしい姿の管狐が出て来るとは思わず、澪人は口くち許もとを手で覆い、小春は頰を緩ませる。

「狐さん、どうか話を聞かせてください」

　小春がしゃがみこんで手を伸ばすと、少しの間警戒するように窺うかがっていた白狐だが、とことこと歩いてきて、掌てのひらにそっと顔をつけた。

　驚くほどにふわふわとした感触に、小春の胸がきゅんと詰まる。

　同時に白狐の記憶が、小春の中に流れ込んできた。

　その狐は、やはり管狐であり、元は陰おん陽みよう師じの管狐として働いていたこと。

　京の町を良からぬ妖あやかしから守るべく、活躍していたこと。

　その頃は、竹筒に入るほどにスリムだったことが、小春の脳裏に流れてくる。

　その陰陽師が亡くなったあとは、この家でその子孫を黙って見守ってきたそうだ。

　見守るといっても、滅多に手も貸さず、かといって悪さもせず、ただ空気のようにここに棲すんでいたと。

　しかし二十五年前に、その家系は途絶えた。

　その後はたった一人でこの家で暮らしていたそうだ。

　そんなある日、大谷氏が引っ越してきた。

　最初はわずらわしいと感じていた。

　追い出そうと、物音を立てて怖がらせもした。

　だが、そんな自分の物音を聞いて、『福の神がいる』と大谷氏は喜び、やがてお菓子を置いてくれるようになった。

　驚き、戸惑った。

　供えられたお菓子は、手作りの物。実際になくなることはないが、それを味わうことはできる。

　その菓子はとても美味おいしく、彼の人柄が伝わってくるようだった。

　この優しい人たちを幸せにするお手伝いをしたい。

　そう思い、彼らを見守ってきた。

　そうして二十年。

　幸せな毎日を送ったせいか、今やもう竹筒に入らないほどに体が丸くなってしまっていた。

　白狐に触れたことで、これまでの思いを受け取った小春はそっと目を開けて、温かな気持ちで立ち上がる。

「……澪人さん、大谷さんの言う通り、ここにいらっしゃるのは『福の神』です」

　振り返って言うと、澪人は微笑んで頷うなずいた。

「僕も姿を見て分かった。体全体が光ってはる。徳を積んで、ほんまにこの家の『守り神』になったはる。きっと、心から大谷さんの幸せを願ねごうてきたんやね」

　澪人がそういうと、狐はふさふさの白い尾を嬉うれしそうに振って見せる。

「それじゃあ、大谷さんには？」

「狐には違いないけど、守護してる存在やと伝えることにしよ」

「そうですね」

　小春は嬉しい気持ちで、相あい槌づちをうちながら、蔵を出ようと歩く。

　出入口で足を止めて振り返ると、白狐がとことこと歩み寄ってきた。

　なんだろう？　と小春と澪人が、白狐の様子を黙って見ていると、背中の筒の中から、小さな巾きん着ちやくを取り出して、そっと差し出す。

「……くれるの？」と小春が確認すると、白狐はこくりと頷いた。

　中を確認すると、そこには金平糖が入っていた。

「わあ、金平糖！」

　色とりどりに美しい。ひとつ手に取って、口に入れると優しい甘さが広がった。

「美味しいっ」

　喜びの声を上げる小春に、白狐も嬉しそうにまた尾を振る。

「ありがとう、私もお返しにこれを……金平糖を見て思い出した」と、小春はバッグの中から、吉乃オリジナルの小さな万華鏡を取り、白狐に差し出した。

　白狐はそれがなんなのかわからない様子で、首を傾げる。

「こうやって、覗のぞいて、回すんだよ。中に金平糖みたいなお星さまが見えるの」

　小春は一度万華鏡を覗き、あらためて手渡す。

　白狐はそれを受け取って、不思議そうに首を傾けつつ、万華鏡を覗く。

　驚いたのか、尻尾しつぽがびくんと逆立った。

　くるくると回して、顔も一緒に捻ひねっている。

　とても気に入ったようで、ぴょんぴょん跳ねていた。

「気に入ってもらえたみたいで良かった」

「小春ちゃん、ほんなら、大谷さんとこ行こか」

「あ、はい、狐さん、それじゃあね」

　小春がバイバイ、と手を振ると、白狐はぺこりと頭を下げて、まるで『ばいばい』をするかのように、大きく尾を振っていた。

　小春と澪人も頭を下げ返して、蔵を出る。

「……なんや、衝撃の可愛かいらしさやったね」

　蔵に鍵かぎをかけながら、息を吐くように言った澪人に、「本当に」と小春は笑う。

　二人は温かな気持ちで、庭で水を撒まいている大谷氏の許に向かった。

「──大谷さん」

「ああ、どうでしたか」

「それが……」

　その瞬間、背後でドンッと爆音が響いた。

　小春と澪人は、弾はじかれたように振り返る。

　まるで爆破されたように、蔵から真っ黒な煙が立ち上っていた。

「────っ！」

　目を見開き、口許を手で覆った小春に、大谷氏は首を傾げる。

「どないしました？」

　どうやら今の爆発音も、この真っ黒な煙も彼には見えていないようだ。

　澪人は間髪を容いれずに、蔵に向かって駆け出し、小春もすぐにその後を追う。

　他の人が感じない煙も、二人にはむせるように感じ、咳せき込みながら再び開錠して、扉を開けた。

　大量の真っ黒な煙が外に逃げるように吐き出される。

　蔵の中は一見平常だが、二人の目にはまるで煤すすにまみれているように見えた。

「……狐さん？」

　小春が呼びかけるも、返事はない。

「気配がしぃひん。……滅されたんや」

「だ、誰に……？」

　小春と澪人は顔を見合わせ、再び蔵の外に飛び出た。

「二人とも、どないしました」

　戸惑う大谷氏をそのままに、庭を駆け抜け、門の外に出る。

　道の向こうに、スクーターで走り去る男の姿が見えた。

　後ろ姿でよく分からないが、帽子のようなヘルメットに、着流しに、赤いマフラーを巻いた、細身の男だった。

　おそらく、あれが言っていた祓はらい屋に違いない。

　二人が何も言えずに苦い気持ちを抱いていると、大谷氏が外に出てきた。

「ほんまにどないしました？　狐はどうなったんです？」

「き、狐は……」

　小春は振り返り、さきほどの愛らしかった姿が過よぎって、目頭が熱くなる。

　何も調べようとせずに、あんな風にするなんて、と言葉が詰まった。

「……大谷さん、ここに狐はおりました。悪い狐やなくて、お菓子をくれるあなたを慕い、守っていたそうです。そやけど、僕らが来たことで、祓われてしまうと思ったんでしょうね。いなくなってしまいました」

　そう言うと、大谷氏は力が抜けたような表情を見せる。

「そうですか……、なんや残念やったけど、孫が『わんわん』言う以上、嫁も息子も気味が悪い言うてましたから、仕方ないのかもしれませんな。出て行ってしもたなら、その前にお礼を言いたかったです」

　そう言って、大谷氏は遠くを見るような目を見せる。

「……伝わってますよ」

　澪人はそう言って、にこりと微笑む。

　その姿を見ながら、以前澪人が『大概噓ばかりついてます』と言っていた言葉が小春の頭をかすめた。

　そう、こうして、彼は噓を重ねてきたのだろう。

　それは、とても優しい噓を……。

　胸を襲う苦しさに、小春は何も言わずに目を伏せた。




　帰り道、小春と澪人は一言も話すことはなかった。

　小春は、滅されてしまった白狐のことを思い、澪人は謎の祓い屋のことを考えているようだった。

　祇園四条駅でおりて、とぼとぼと歩きながら、

「あの時の祓い屋さんは、どうやってあの子を……」

　小春はそこまで言って、口を閉ざす。

　目に涙が浮かんできて、グッと堪こらえた。

「……あれも、『火』やね。爆発させるように燃やしたんや」

「前に宗次朗さんがやってたように？」

「そうや。各々生まれた星の下によって、性質や力の属性があるんや。宗次朗さんは火星の加護を受けとるから、その性格も火のごとく行動力があって明朗快活。ほんで、その力の属性も『火』。良からぬものを一網打尽に焼き払うのに長たけてるんよ。宗次朗さんが真っ赤な火やったら、さっきのは真っ黒な火やね」

　澪人は独白するように言う。

　大事な話なのかもしれないが、今の小春の頭にはスッと入ってはこなかった。

「あの祓い屋さんは、すごい人なんでしょうか」

「そうやと思います。そんでも奇妙なんは、あれだけの力を放ちながら、まったく気配を感じさせなかったことや」

「気配？」と小春は眉まゆを寄せた。

「僕らが蔵に狐がいるて気付いたように、あのくらいの力を持つ人間が接近したなら、何か感じてもおかしない。吉乃さんかて、僕が近くにきたら、よう気付かはるやろ？」

　そう言われて、小春は「そういえば」と頷うなずく。

「小春ちゃんはまだ自分の力のコントロールができてへんから、感じ取れないこともあると思うんやけど、僕も吉乃さんのように、力の強い人が近ちこう寄ったら分かる。ほんでも今の祓い屋はあの爆発音がするまで、何も気付かへんかって、なんや奇妙やわ」

　腕を組む澪人に、小春は何も返事をせずに目を伏せる。

　ポケットの中には、白狐からもらった金平糖が入っていた。

　愛らしい手で差し出した様子が頭を過り、また目に涙が浮かぶ。

「どうして、確認もせずにあんなひどいことを」

　小春は巾きん着ちやくの紐ひもをぎゅっと握り締めた。

「……憎んでるんやろな」

「憎んでいる？」

「あの、黒い火が放つエネルギーは、『憎しみ』やった。おそらく人外のもんを憎んでいるんやろ」

　だからと言って……、と小春は言葉を詰まらせる。

　いくら言っても、仕方がないことなのかもしれない。

「おそらく、対たい峙じすることになるやろ」

「今の祓い屋と、ですか？」

「そうや。ただの勘やけど」

　小春は小さく相あい槌づちをうつ。

　自分も、そんな気がしていたからだ。

　いつか、その祓い屋と対峙し、衝突する日が来るのかもしれない。

　四条通を北へと曲がり、いつもの道を歩く。

　さらさらと流れる白しら川かわを眺め、なんとなく辰巳稲荷に目を向ける。

『──小春さん』

　そこに、若宮の姿があった。

　いつものように水干を纏まとった少年の姿。

　その腕の中には、さきほどの白狐を抱いている。

「わ、若宮くん？」

　白狐は、小春を見るなり、両手で万華鏡をかざしてみせた。

「狐さんっ！」

　小春は口に手を当てて、目を潤ませた。

　そう、白狐は若宮が助けてくれたのだ。彼の腕の中で嬉うれしそうに尾を振っている。

「……ほんま、あの神様はいけずやなぁ」

　澪人も嬉しそうに笑う。

「ありがとうありがとう、若宮くん」

　駆け寄った小春に、若宮は『いいえ』と首を振った。

『この者はもう管狐ではありません。徳を積み、心優しい良い神となりました。その力をこれからは、さらにたくさんの人に使うと良いでしょう。──ここで』と若宮は、白狐を辰巳稲荷の境内の前に下した。

『辰巳稲荷の皆さま、どうか、この者を新たな仲間として加えてやってください。よろしくお願いいたします』

　そう言って、若宮は、深く頭を下げた。

　すると、位の高い神様の訪問に驚いたのか、辰巳稲荷の狭い境内に巫女みこがふわりと現れて列をなし、深く頭を下げ返す。

　それまで戸惑っていた様子を見せていた白狐だが、すぐに決意を胸にしたようで、表情を正して、ぺこりと頭を下げる。

　その瞬間、その姿が、幼く少しふっくらとした愛らしい巫女の姿に変わった。

『まぁ、可愛らしい』

『ほんまや、愛らしい』

　うふふと笑って、手を差し伸べる巫女たち。

　白狐は巫女たちに手をつながれて、境内の奥へと進んでいく。

　そうして、そのまま、ふっ、と姿を消した。

「……女の子だったんだ」と小春は驚きを隠せずに、呆ぼう然ぜんと洩もらす。

「ほんで、魂が次のステージに昇格したばかりやし、姿も幼いんやね」

　そう洩らした澪人に、そういうものなんだ、と小春は相槌をうつ。

　ということは、若宮の姿が幼いのも、同じ理由なのかもしれない。

『小春さん、大谷さんですが、彼もまた徳の高いお人です。すぐにまた、力になってくれる良い神が来てくれるでしょう。心配ありませんよ』

　若宮は、小春を見上げて、柔らかく微笑む。

　今まで暗く落ち込んでいた気持ちが、噓のように晴れていた。

「本当にありがとう、若宮くん」

　あの一瞬で、助けてくれたなんて、さすが神様はすごい。

「そして、少し久しぶりだね」

　小春はしゃがんで、視線を合わせる。

　澪人が家に来た日に姿を現してくれたものの、こうして向き合って会話をするのが、とても久しぶりのように感じた。

『……僕があまり近付くと、あなたに様々な影響を及ぼしてしまうと思い、少し距離を置いてました』

「様々な影響？」

『小春さん』

「はい」

『……今も、夢に見ますか？』

　そう問われて、小春は瞬いた。

　──夢？

『いえ、なんでもないです』

　若宮はにこりと笑って、扇で顔を隠すようにし、

『また、お会いしましょう』と、優雅に頭を下げたかと思うと、そのまま姿を消した。

「あっ、夢って、もしかして……」

　そう声を上げた時には、その気配はなく、「残念」と、小春は肩を落とした。
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　それから、一週間。

　吉乃の風邪もすっかり良くなり、十二月も半ばを迎えていた。

　澪人はいち早く学校が休みになるも、毎日のように弓道場に通い、日々練習を重ねている。

　時に、帰りが一緒になることもあり、小春は嬉しさを感じていた。

　そんなある夜、

「僕、家に帰ろう思うてます」

　いつものようにちゃぶ台を囲んで夕食を摂とり、食後のコーヒータイムに入っていた時のこと、澪人は唐突にそう言った。

　小春は大きく瞬き、吉乃と宗次朗は「そうか」という様子で、相槌をうつ。

「ど、どうしてですか？」

　動揺を隠せずに尋ねる小春に、澪人が口を開く前に、吉乃が苦笑して答えた。

「賀茂の家は、年末年始、忙しいんよ」

　澪人は、こくりと頷うなずく。

「そうやねん。さすがにここで知らんふりもできまへん。帰って家の手伝いをしたい思います」

「……そう、ですか」

　小春は落胆する気持ちを隠しながら、相槌をうつ。

「ほんま、お世話になりました。おおきに、ありがとうございました」

　澪人はカップを置いて、スッと後方に下がり、畳に手をつき頭を下げた。

「澪人ちゃん、それはこちらこそや。色々手て伝つどうてくれておおきに」と、吉乃も頭を下げる横で、「まー、俺が一番世話したけどな」と宗次朗が笑う。

「また、宗次朗さんはそんなこと言って。特に世話なんてしてないくせに」

　小春が横目で見ると、澪人は笑みを湛たたえたまま、首を振る。

「いいえ、宗次朗さんには、色々教わりました。最近まで気付きまへんでしたが、僕がここに来たのは、『小春ちゃんに何かを教えるため』ではなく、『僕がここで多くを教わるため』やったんです。ほんまにありがたいです」

　そう言う澪人に、小春は眉まゆ根ねを寄せる。

「……え、えっと、一体何を教わることがありましたか？」

「小春、何言ってんだ、俺は動く教科書だぞ」

　すかさずそう言う宗次朗に、小春は露骨に顔をしかめ、澪人は、ぷっと笑う。

「いや、ほんま、その通りです。たとえば、来た頃、『床が綺き麗れいやと良い』という話をした時に、宗次朗さんが『床なんてピカピカじゃなくても、俺は運気隆々だ』て話してはったの、小春ちゃん覚えたはります？」

「は、はい」

「宗次朗さんの部屋は、ダンベルがゴロゴロ転がっていて、バイクや車の雑誌が散乱していて、とても綺麗とは言われへん部屋ですが、とても『良い気』が流れておりました。僕は正直、驚きました。なんでこないに散らかってんのに、『良い気』に満ち溢あふれているんやろうと」

　澪人の気持ちがよく分かり、小春は強く頷く。

「それは宗次朗さんがそこで心から快適に過ごしているから、その場も快適になっていたことが分かったんですわ。つまり大事なのは、『心』なんだと。『床が綺麗であることが良い気を生む』と知ったことで、掃除がとても苦手な人が毎日掃除をがんばらはったとします。でも、それで多大なストレスを感じるんやったら、それは無意味でもあるんやと」

「えっ、床が綺麗でも、ですか？」

「そうや。これもまた『三位一体』が揃ってのこと。清浄になった地、流れる空気、快適な心。この三つが揃って効果が出る。地が綺麗でも、多大なストレスを覚えてしまっては意味があらへん。それやったら、宗次朗さんのように、ダンベルだらけの部屋で肘ひじ枕まくらをして、バイクの雑誌を眺めながらゴロゴロしつつ快適に過ごす方がずっとええと分かったんです」

　うんうん、と相あい槌づちをうつ小春に、宗次朗は肩をすくめる。

「ディスられてる気がする」

「そやけど、部屋が綺麗に越したことはありまへん。散らかってることで、イライラしたり、運気がどんどん下がっているように感じはった場合は一度床を綺麗にして、空気を流すといいと思います。そやけど、なんて言うんやろ。今までの僕は、『こうしたらええ』ということに囚とらわれすぎていたと気付きました。ここで生活することで、それは危険なことやと気付いたんです。それがたとえ『良いこと』だとしても、何かに囚われてがんじがらめになるのは違ちごてると。大事なんは、『自分の心が、いかに快適でいられるかということ』。まずは心を優先にすること、それが一番やと」

　真しん摯しに告げる澪人を前に、小春は真剣な表情で頷く。

　今の小春には、理解はできても、まだまだ腑ふに落ちるというわけではない。

　だが、いずれ自分にとって、とても大事な言葉になることを感じていた。

　話を聞いていた、宗次朗が頰を緩ませる。

「……俺は最初、お前が小春に『がちがちの陰陽道』を伝えていくんじゃねーかと、少し心配してたんだ。そんなことはなかったな」

　そうだったんだ、と小春は息を吞のむ。

　すると吉乃が優しい眼まな差ざしを澪人に向けた。

「澪人ちゃんも、わが家の緩さに毒されたんや」

「そうやね」

　皆で顔を見合わせて、笑い合う。

「ほんで澪人ちゃんは、いつ帰るんや？」

「明日あしたには」と答える澪人に、皆は驚きの表情を見せる。

「随分、突然だな」

「そうやで。言うてくれたら、ご馳ち走そう作ったのに」

「そうですよ、澪人さん」

　そう言う皆に、澪人は笑いながら首を振る。

「どこか遠くに行くんちゃいます。市内の家に帰るだけですわ。気ぃ遣わんといてください」

「そやけど」

　吉乃は残念そうに口を尖とがらせる。

　すると、宗次朗が「しゃあねぇな」と立ち上がり、冷蔵庫の扉を開ける。

「まだ試作品だけど、食うか」

　テーブルに置いたのは、十二支──子ね、丑うし、寅とら、卯う、辰たつ、巳み、午うま、未ひつじ、申さる、酉とり、戌いぬ、亥いを模かたどった上生菓子。どれも色鮮やかであり、ころんとしていて愛らしく、ひとつひとつはとても小さい。

「こら、可愛らしい、正月用か」

　目を輝かせて顔を上げる吉乃に、宗次朗は「おう」と頷く。

「おう、食べようぜ」

「可愛くて食べられなさそう」

「まぁ、ひよこまんじゅうを食うようなもんだな」

「私はうさぎもらうで」

「それじゃあ、私は可愛いひつじを」

「澪人はひよっこだから、酉だな」

「おおきに」

　皆で干支生菓子を手にして、口に運び、「んんっ」と目を細める。

　とても柔らかく、上品な甘さと優しい口当たり。

「美味おいしい！」

「ほんまや」

「ええ上生菓子やね」

　たまらん、と目を細める皆に、宗次朗は満足そうに相槌をうつ。

　一口で食べられる上生菓子を食べながら、四人はちゃぶ台を囲んで、お喋しやべりに花を咲かせた。

「そうや、澪人ちゃん。オルゴールのシリンダーが鳴ったわけが分かったで」

　ぽつりと零こぼした吉乃に、澪人と小春は驚いて顔を上げた。

「あのシリンダーくれた人がな、亡くならはったんや。知らせに来てくれたのかもしれへんなぁ。ほんで私も何かを察知して体調崩したのかも分からへん」

　寂しげに洩もらす吉乃に、小春は言葉を詰まらせた。

　自らあんな風に振っておいて、別れの挨あい拶さつに来るとはどういうことだ、という気持ちも拭ぬぐえない。

「ほんでも、虫のいい男はんですね」

　同じ気持ちだったのか、少し笑って言う澪人に、吉乃も笑みを見せる。

「ほんまやで。ただな、きっと申し訳なく思うてくれてたんやと思うわ」

　向き合わずに逃げるような返事をしたことを指しているのだろう、小春は苦い気持ちで相槌をうつ。

「……ねぇ、お祖母ばあちゃんは、その人に失恋して自棄やけになってお見合いに積極的になったんでしょう？」

「そうや」

「お祖父じいちゃんとの結婚も、自棄だったの？」

　ずっと聞きたかったことを、するりと聞くことができた。

　きっと、このタイミングだったのだろう、と小春は心のどこかで思う。

「…………」

　吉乃はしばし黙りこみ、大きく息をつく。

「ちゃんとした家やったから、見合い写真は山ほど来たんよ。毎日毎日、色んな人の写真を見ては閉じてを繰り返しとった。顔のええ人もおったけど自分の中にもう一人自分がいてな『違う』て言うんよ。そんなある日、茂さんの写真を見た」

　吉乃はそこまで言って、気恥ずかしそうに目を伏せる。

「もう、その時は理屈やあらへん、『本能』やね」

「本能？」

「今でもはっきり覚えてる。茂さんの写真を見た瞬間、下から頭の先に電流が突き上げたみたいに、『この人の子どもを生みたい』て思うた。まだ、うぶな乙女がやで、そないに思うた自分に驚いてなぁ。ほんでも気が付くと、『結婚するなら、この人がいい』て口にしてもうた。その時は、なんでなんか分からへんかった」

　吉乃は顔を上げて、懐かしげに目を細める。

「茂さんは私より十も年上で、ご両親を事故で亡くして祇園の和雑貨店を一人で切り盛りしてる人やった。顔はいたって普通やし、家かて特別お金持ちいうわけやあらへん。どうして、この人にそんな惹ひかれるのか分からないまま、見合いしたんよ」

　皆は話を聞きながら、次の言葉を待つ。

「会って、すべてが分かった。体中にな、優しくて眩まぶしい光を纏まとっていた人やった。対面してすぐに、ほんま理屈やなく分かった。『この人には、特別な血が流れてる』て」

「特別な血？」

　聞き返した小春に、吉乃は頷うなずく。

「今まで誰にも言うたことはあらへん。茂さん自身も分かってなかったことや」

　再び目を伏せ、黙り込む吉乃に、宗次朗はイライラしたように「で？」と促す。

「あんたもイラチな。大それたことで、私の勘違いかも分からへん。けど感じたことや。……茂さんには、『この国を統べてきた高貴な一族の血』が流れてるて」

　その言葉に、皆は目を見開き、絶句した。

「もちろん、落とし胤だねの子孫やろう思う。ほんでも『神様の血族』やて雷に打たれるようにそう感じたんや」

　吉乃の言葉に、宗次朗は難しい表情で腕を組み、澪人は目を見開いたまま口くち許もとに手を当てた。

「……そうか、ほんで、あの時、黒こく龍りゆうさんが僕を助けてくれる時、宗次朗さんか小春ちゃんやないとあかん言わはったんや。龍の血族だからや」

　澪人の言葉から、小春の脳裏にかつて語った若宮の言葉が過よぎる。

『僕を連れ去った鳥は、ただの鳥ではありませんでした。ただの鳥に僕を運ぶことは出来ません。それと同様、たとえ霊感があろうとも、誰もが僕を運ぶことができるわけではないんですよ』

　それはもしかしたら、自分の中に流れる血が関係していたのかもしれない。

「茂さん自身はな、ほんまに普通の人やった。キラキラのオーラかて見合いの時一回きりや。その後は、そんなオーラ出さんとほんまに普通の人やった。そやけど、違ったんや。誰にも気付かれへん、強い力を持ってたんや」

「ど、どんな」

　小春は身を乗り出して、吉乃の顔を覗のぞく。

「『護まもり』やね。まるでその存在が結界のように護ってくれてた。私は茂さんと結婚した後、怖い思いや危ない思いをしたことがないんや。それは子どもや孫にもそうや。亡くならはった後も四十九日まで護ってくれてたんやで。そやから小春、あんたの力が出てきたんは、茂さんの四十九日が終わった後やろ」

　そう言う吉乃に、小春は「あ……」と瞬く。

　全身が震える気がした。

　それまで、普通に過ごしてこられたのは、祖父に護られていたのだ。

　しかも亡くなった後、四十九日まで……。

　強い愛情を肌で受け取り、小春の目に涙が滲にじむ。

「あー、そういうことだったんだな。それで俺は、澪人と違ってつらい思いをせずに育つことができたわけだ。そして俺が上京するって言った時に、いつもは優しい親父が人が変わったようにムキになって止めたのは、本能で自分の寿命を知ってたんだな。お袋を……ばーさんを一人にしてしまうことを心配したわけだ」

　宗次朗は前髪をくしゃりとつかんで、天井を仰ぐ。

「わざわざ、『ばーさん』言い直さんでよろしい」

「もしかしたら、俺が上京したことで、力がなりを潜めたのは、親父の『護り』のひとつだったのかもな」

　宗次朗は今さらながら、いかに自分が知らず知らずのうちに父親に護られてきたのかを知り、ショックを受けているようだった。

　祖父の『護り』の力。

　小春の中で、祖父のイメージはいつもにこにこ笑っている印象しかない。

　吉乃がぽんぽん何か言っても、愉たのしそうに微笑んでいる。

　カウンターの前に座っていて、小春の好きそうな雑貨を見付けると、

『ほら、小春。可愛らしいやろ』

　そう言って手渡してくれる。

『わぁ、ありがとう、お祖父ちゃん』

　小春が喜ぶと、顔をくしゃくしゃにして頭を撫なでる。

　祖父に頭を撫でられるのがとても好きだったな、と小春は目を伏せた。

　幼かった自分は、お返しにと祖父の頭を両手で撫で返したこともあった。

『あかんあかん、小春。髪がくしゃくしゃになる』と笑っていた祖父。

　──髪。

　その記憶から、小春はかつて自分の御守の中に、髪の毛が入っていたことを思い起こし、顔を上げた。

「それじゃあ、お祖母ちゃん。御守の中に入ってる髪は、もしかして……」

　震えながら訪ねる小春に、吉乃は「そうや」と頷く。

「……茂さんのものや」

　そういうことだったんだ、と小春は息を吞のむ。

　吉乃は元々、御守を作る能力に長たけている。

　とはいえ、こんなにも自分の力の抑制に効いたのには、何より祖父の髪が大きな力となっていたのだろう。

　点と点が線で結ばれたように、疑問に思っていた背景が見えてくる。

　祖父の死後四十九日経って、『護り』の結界が破られ、自分の力が剝むき出しになった。

　もし祖父の結界がないままに育っていたら、自分はどんなことになってしまっていたのだろう。

　想像がつかないが、今の自分でないことは間違いないだろう。

　護られた中、自我を育てることができた。

　ひとつ間違えば、すべてが狂っていたような中、今こうしている。

　大きな歯車が動いているようで、怖さを感じずにはいられない。

　それでも、そうしたことすべてを含めて、運命と呼ぶのだろう。

　まさに『森羅万象の意志』。

　小春は目頭を熱くさせながら、強くそう思った。




　その日は夜遅くまで、ちゃぶ台を囲んで皆でお喋しやべりをし、夜も更ける頃、皆は、『おやすみなさい』と各々部屋に戻る。

「お、おやすみなさい、澪人さん」

　頰を赤らめて言う小春に、澪人は「おやすみ、小春ちゃん」と笑みを返し、そのまま部屋に入った。

　ぱたんと襖ふすまを閉めて、澪人は、はぁ、と息を吐く。

「……なんや、言われへんかったなぁ」

　澪人は既に敷いていた布団の上に横たわり、天井を仰ぐ。

　年末年始は忙しいて手伝いに帰るけど、それが終わったら、また戻ってきますて。

　心の中でそう洩もらし、澪人はそっと口角を上げる。

「ほんでも、まぁ、ここなら笑って迎え入れてくれるやろ」

　むくりと体を起こして、座卓の前に座り、一日の出来事を書き留めるべく、澪人は冊子を開く。

　ふと、机の上に置いたままになっていた、吉乃手製の万華鏡を目にした。

　万華鏡から、白狐と祓はらい屋のことが脳裏を過り、眉まゆ根ねを寄せる。

　もう神に近い存在になっていた白狐を、躊ちゆう躇ちよすることなく滅しようとした祓い屋。

　憎しみの『黒い火』。

「……そないな祓い屋が出てきたことを家に報告せんとあかんな。まぁ、もうどっからか、情報も入って来てるやろ。対処せな」

　澪人は静かに洩らして、万華鏡を手にする。

　中の星が、きらきらと模様を彩っていた。




　同じ頃、小春も自分の部屋に入り、ごろん、とベッドに横たわり小さく息をついた。

　今も衝撃の事実に動揺する中、胸を占めるのは、澪人が帰ってしまうという寂しさに、また息をつく。

「…………」

　仕方のないことだ。

　彼とは、学校でも会える。

　そう言い聞かせて、枕に頰を押し付けて目を瞑つぶった。

　静かな中、どこからか太鼓の音が聞こえてきていた。

　──ああ、あの夢だ。

　小春は、夢うつつにそう思う。

　ぱちん、ぱちん、と石の音も聞こえてきていた。

　竹林の中、小さな小屋が見える。

　おそらく、『離れ』なのだろう。

　まるで雀のお宿のようだ。

　畳の部屋の中心に、碁盤が置かれている。

　白と黒の石。

　どうやら、碁を打っているようだ。

　夢の中の『私』は、彼に碁を教わっていた。

『私』は、彼が来てくれて、嬉うれしくてたまらない。

『宮様、どうか、お名前を教えてくださいませ』

　そう言うと、彼は少し弱ったように手を止める。

『申し訳ございません、出過ぎたことを』

　慌てて頭を下げると、彼は、『いいえ』と小さく首を振る。

『自分の名を自ら人に伝えたことはないのですが、親しいものは、わたしを驪リ龍リヨウと呼びます』

『リリョウ様？』

『ええ』

　彼は優しく微笑んで頷うなずいた。

『驪龍様……素敵なお名前』

『あなたに名を呼ばれると、くすぐったいものです』

『まぁ、そう言われると、何度でもお呼びしたくなります。驪龍様』

『からかってはなりません』

　彼は少し上体を乗り出して、『私』の唇に人差し指を当てる。

　大きく跳ねる鼓動。

　夢の中の『私』は、目も眩くらむような思いで、そっと彼を見詰める。

　目の前には、青年が笑みを湛たたえている。

　漆黒の艶つややかで長い髪に、烏え帽ぼ子し、白と紫の水干姿。

　その顔は、見たことがあった。

　誰だろう誰だろう、と小春は夢うつつに思う。

　すぐに分からなかったのは、夢の中の彼が『青年』だったからだ。




　小春は、ぱちりと目を開いた。

　ばくばくと心臓が音を立てている。

　何もかも分からず、混乱する中、それでもこの記憶が自分にとって、とても大事なものであるのを小春は強く感じていた。

　夢の中での『私』が、慕っていた青年。

　そう、それは間違いなく、成長した若宮の姿だった────。








あとがき









　祇園まちの拝み屋さんシリーズも早くも三作目。

　お手に取ってくださり、ありがとうございます。

　このあとがきでは、毎度京都弁監修について触れておりまして、今回も語らせていただきたいと思います。

　この三巻の京都弁監修は、いつもとスタイルを変えました。今までは一冊分の原稿をすべて書き終えてからチェックをお願いしていたんですが、一度にそれは大変かもしれないと思いまして、今回は一章を仕上げ、担当編集者様のＯＫが出たところで、原稿をプリントアウトし、いつも監修をお願いしている老舗しにせ和菓子店のご夫婦の許もとへお届けし、チェックをお願いしました。

　ちなみに、どのように監修をしてもらっているかといいますと、最初に私が思う京都弁の台詞せりふを書いて、そのおかしな部分を赤字で修正してもらうのです。

　私も随分慣れてきたようで、修正箇所が少なくなりました。今回興味深かった監修は澪れい人とが小こ春はるの部屋を訪れるシーン。私は、『入ってもええですか？』という台詞を書いたのですが、そこにチェックが入りました。

「『ええです』はあまり使わないんですよ」とのこと。

　それなら、『入ってもええ？』で切るそうです。『ええ』の後に続くのは、『ええ物』『ええこと』『ええ具合』『ええ姿』『ええなぁ』『ええよ』などなどあるのですが、『入ってもええですか？』という風には使わない。この場合、相手が目上の人なら普通に『入ってもいいですか？』で良いそうで、また、相手が目上でなければ、『入っても、よろしい？』でも、良いそうです。京男子が部屋をノックして、『入っても、よろしい？』だなんて、雅みやびではないか、とこちらを採用いたしました。

　いやはや、慣れてきたなんておこがましい、まだまだ深い京都弁です。

　あらためて、今回も明美さんご夫妻様、監修をありがとうございました。

　また、素晴らしいイラストを描いてくださる友風子様、

　いつも適切なアドバイスで導いてくださる編集様、

　この本をお手に取ってくださったあなた様。

　私と本作品をとりまくすべてのご縁に感謝申し上げます。

　本当にありがとうございました。





望月麻衣
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